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　校舎へと続く並木道を、白い制服をまとった女の子たちが上品な笑みを浮かべながら歩いてくる。

　桃とう花か泉せん女子学院――通称、桃もも女じよ。

　良家のお嬢様ばかりが通う名門であるこの女子校は、幼稚園から大学までの一貫教育が行われていて、ここは中等部と高等部のキャンパスだ。

　全寮制であり、生徒たちはみんな寮から校舎まで徒歩で通学してくる。

　彼女たちは、道のかたわらに立つ俺おれに気づくと、ひときわ可愛かわいらしい笑みを浮かべて、「おはようございます」と挨あい拶さつしてくれる。

　もちろん、俺も笑顔をつくってしっかりと挨拶を返す。言うまでもなく、挨拶は人間関係の基本だ。友好的な関係は、まず挨拶から始まる。

　当たり前のことをやっている――そのはずなのに、なぜ俺はこうも自分のやっていることに疑問を持ってしまうのだろう。

「はぁ……」

「こら、ボケっとしないの」

「がふっ!?」

　みぞおちにヒジ打ちがめり込み、一瞬息が止まってしまう。

　振りはコンパクトでありながら鋭く、的確に急所を突いた一撃だった。

「か、かなみ……今のは容赦なさすぎっつーか……意識が飛びそうだったんだけど」

「大丈夫よ、あなたは鍛きたえてるんだから。これくらいのツッコミには耐えられるでしょ」

　すぐ隣に立っている、クセのある栗くり色いろの髪をした少女――鳴なる神かみかなみは、その整った顔に意地の悪そうな笑みを浮かべてきっぱりと言い切った。

　かなみは白い清せい楚そな制服がよく似合う美少女だ。右手の指にはめたトパーズの指輪も、彼女の華麗な容姿に花を添えている。どこから見ても外見だけは文句のつけようがない。

　外見に限っては。

「ほら、背筋を伸ばしなさい。生徒会副会長がいつまでも悶もだえてたら、生徒たちが変に思うでしょ」

「悶えさせたのは、会長様なんですが……」

「会長が副会長に軽く気合いを入れてあげただけよ、問題ないわ」

　かなみは、さらっととんでもないことを言い放った。なんて理不尽な……。

　鳴神かなみは桃もも女じよの高等部二年生で、生徒会長を務つとめている。一年生のときに会長に選ばれるという、学校始まって以来の快挙を成し遂とげた逸材だ。

　ついでに言うと、副会長が同じく二年生の神しん堂どう祐ゆう貴き――要するに俺おれだったりする。

　さらについでに付け加えると、俺は生物学的にも社会的にも間違いなく男だ。

　別に、女の子が目的で女子校に潜入してきたわけではない。きちんと学籍はあるし、今着ている真っ赤なブレザーも正式に制服として認められたものだ。

　しかしまあ、なんの因果で女子校に在籍させられ、生徒会副会長にまでなってしまったのか。人生、なにが起きるかわからないという当たり前のことを、俺ほど実感している人間も少ないだろう。

「祐貴君、遠くを見てないで生徒を見なさい。なんのためにここにいるのか忘れたの？」

「ああ、わかってるよ」

　朝、登校してくる生徒たちを見守るのは生徒会の業務の一つだ。以前、鳴神かなみ会長が自主的にやっていたことが、いつの間にか業務として定着してしまったのだけど、副会長が会長に文句を言えるわけもない。

　もっとも、特に文句があるわけでもない。登校してくる生徒たちを出迎え、挨あい拶さつする。それだけの仕事なので、楽と言えば楽でもある。

　女の子たちの登校風景を眺めるのは、悪い気分はしないし。

「あとは、会長がもっと優しければなぁ……」

「ん？　なにか言ったかしら？」

　かなみが、俺の独ひとり言を鋭く聞きつけて睨にらんでくる。

「ああっ、いいえなんでもな――いっ!?」

　今度は、背中に衝撃がやってきた。

　だが、さっきのヒジ打ちのような鋭い衝撃ではなくて――ぐにゃりと二つの柔らかななにかがぐっと押しつけられてきている。

　桃もも女じよでこんなことをするのは――

「はぁい、祐ゆう貴き」

　まさに予想どおりの人間の、明るい声が耳をくすぐってくる。

「ちょっ、澪みお。いきなりなにやってんだ!?」

「ご覧のとおり、朝の挨あい拶さつだよ」

　後ろからふっと熱い息が吹きかけられ、背筋がぞくっとする。なんだこの連続攻撃。

「待ちなさい、澪さん！　朝からなにをしてるの！」

「夜の祐貴は会長のものなんだろ？　だからわたしは朝の祐貴を狙ねらったんだよ」

「なっ、なっ、なにをっ……!?」

　かなみの顔がたちまち真っ赤に染まり、言葉に詰まってしまう。彼女は強気な割に、意外と不意討ちに弱いのだ。

「そこまで赤くならなくても。別に、会長も悪いことしてるわけじゃないし、夜のことはしょうがないよ」

「夜夜と連呼しないで！」

「つーか、夜じゃなくてもかなみと俺おれは、放課後は生徒会の仕事で二人きりになることも多いしなあ」

「あんたもいらんこと言って火に油を注そそぐな！」

　ばりばりっ、と空気を引き裂くようにしてかなみの周囲に電流が走る。

　この電気が弾はじける音も、だいぶお馴な染じみになってきたなあ……。

「澪さん、祐貴君、あなたたち二人まとめて死にたいわけ……？」

「会長は相変わらずなんだねえ。もうすっかりデレデレかと思ったのに」

「相変わらずなのは、澪さんでしょ！　そろそろ、その逆セクハラをやめなさい！」

　びしっ、とかなみが人差し指を突きつける。

「やーだ。祐貴も喜んでるしね」

　澪は澄ました顔でそう言って、抱きついたまま俺の前に回り込み、さらに身体からだを押しつけてくる。

　こいつはちょっとまずい……。

　竜りゆう崎ざき澪は、俺やかなみと同い年の高校二年生だ。

　水泳部所属で、運動部が集まって構成している組織――体育会連合のリーダーでもある。

　親はリュウジンスポーツという有名スポーツ用品メーカーの社長で、どこに出しても恥ずかしくないお嬢様だ。

　だが、彼女の一番の特徴はそんなことではない。

　澪は――はっきり言って、高校生とは思えないほどの色気が溢あふれている。

　部活で鍛きたえているので身体は引き締しまっているし、出るところはとんでもなく出ている。

　率直に言うと、巨乳だ。おまけに普段から制服の胸元を大きく開いてくれているので、谷間がばっちり見えていて、直視できないくらいだ。

　きりりとした顔つきと、短めの髪のせいか、ボーイッシュな雰ふん囲い気きなのだけど、身体からだつきとのアンバランスさがまたたまらないというか。髪の隙すき間まから、ちらちらと見えるアクアマリンのピアスも彼女の魅力を引き立てている。

「ふふん、祐ゆう貴きってばニヤニヤしちゃって。そっか、会長の身体じゃ満足できてないわけね」

　澪みおはさらに調子に乗って、胸をぐりぐりと押しつけ、足を絡めてくる。そろそろ、登校途中の生徒たちが興味津々な視線を向けてきていることも忘れそうだ。

「祐貴君……今のうちに天国を味わっておきなさい。澪さんと離れたときが、あなたの最期よ……」

「はっ!?」

　しまった、一番存在を忘れてはいけない人がすぐそばにいるんだった！

「あらら、会長ってばあんなこと言ってるよ。つまり、わたしたちもう離れられなくなっちゃったなあ」

「そういう意味じゃないわよ！　というか、いい加減離れなさい！」

「嫌だ。わたしも祐貴といかがわしい関係になりたいんだよ！」

「いきなりなにを口走ってるんだ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　ああもう、どこから突っ込めばいいのか。

「“〝も”〟っていうのが、聞き捨てならないわ……」

　かなみは、とても嫌そうな顔をしている。まあ、澪みおに誤解があることは事実だしな。

「祐ゆう貴きは、会長だけが独占していいものじゃないんだよ。自分でもわかってるくせに」

「わかっているのは、あなたたちにお仕置きしたいということだけよ！」

「ちっ！」

　かなみが怒声とともに人差し指を俺おれたちに向けると同時に、澪が舌打ちをして、素早く俺から離れた。

「ぐぇっ!?」

　一瞬の間もおかずに、さきほどよりもさらに甲かん高だかい音とともに電気が走り、俺の身体からだに直撃した。

「ああっ、祐貴がー！」

「ショ……ショックを受けたみたいな顔……すんな！　一人で逃げといて！」

　俺は身体を引き裂くような痺しびれを味わいながら、澪にツッコミを入れる。

「あら？　ちょっと手加減しすぎたかしら？　まだ喋しやべる元気があるなんてね……」

　ゆらり、ゆらりと恐ろしい表情を浮かべたかなみが近づいてくる。

「ちょ、ちょっと待て、かなみ！　人前でそんな能力を使うのはまずいだろ！」

　今の電撃は武器のたぐいを使ったのではない。

　鳴なる神かみかなみは、『ヒメ神ガミ』と呼ばれる神であり人でもある奇妙な存在であり、電撃も彼女の能力の一つだ。

　そして、竜りゆう崎ざき澪も同じくヒメ神である。

　彼女たちが身に着けている宝石が、そのヒメ神の証あかしでもあるらしい。

「いくらなんでも、こんなに生徒がいる前で！」

　これ以上電撃をくらうと命に関かかわりかねないので、俺は必死に訴えかける。

　ちなみに、かなみたちが普通の人間ではないことは基本的に秘密だ。

「知ったことじゃないわ。あたしの怒りはなによりも優先されるのよ。だいたい、うちの生徒はこんなことくらいじゃ騒がないわ」

　確かに、周りの生徒たちは驚いてはいるようだが、これからどうなるのだろうと期待に満ちた目をしているだけだ。つーか、誰だれか俺を心配しろよ。

「だいたい！　夜がどうこうとかはともかく、祐貴君は副会長！　つまり、あたしの所有物なのよ！　連合のリーダーなんかにデレデレしてんじゃないの！」

「そ、それは……」

　俺は、たじろいでしまう。

　所有物かどうかはともかく、今の俺は立場的に澪よりかなみを優先しなければならない。副会長、というだけでなく……。

「ま、まあ……『誓約エンゲイジ』があるしなあ」

「そっ、そんなのはどうでもいいのよ！　自分の立場さえわきまえてくれたら！」

　かなみは顔を赤くしながらそう言って、ぷいっとそっぽを向いてしまう。たまーに、こういう子供っぽいことをするんだよな、この子。

「そういうことだから……澪みお、悪いけど、俺おれらはまだ生徒会の仕事もあるから」

「誓約エンゲイジ、ね……」

「ん？」

　ちょっと目を離した隙すきに、澪はやたらとシリアスな顔をしてなにやら考え込んでいた。

　いつも自信に溢あふれた笑みを浮かべている彼女にしては、こんな表情をするのは珍しい。

「そうか、誓約か……それがあるんだよねえ」

　澪は、ぶつぶつとつぶやきながら、校舎のほうへと歩き出した。

「あっ、おい、澪。ちょっと――」

「澪様は考え事がお有りのようです！　そこで止まってください！」

　シリアスな澪が気になって追いかけようとした俺の前に、数人の女の子たちが立ちはだかった。

「澪様の邪魔はなさらないようにお願いします。それでは」

　女の子たちの一人はそう言うと、小走りに澪を追いかけて行った。その後を、他ほかの女の子たちもついて行く。

　ああ、そうか。

　今の女の子たち、どこかで見た顔もいると思ったら。いつも澪の周りにいる取り巻きの子たちだ。

　しかし、『澪様』って。生徒同士で様付けをしているのは、初めて見た。

「……って、うん？」

「…………」

　取り巻きの一人が立ち止まってこちらを見ていた。いや――睨にらんでいた。

　前髪をカチューシャで留めた髪型がなかなか可愛かわいい。短いスカートからすらりとした綺き麗れいな足が伸びていて、桃もも女じよの生徒では珍しく、黒いスパッツをはいている。

　観察されていることに気づいたのか、彼女はぎらりとさらに強く俺を睨んで、走り出してしまった。

　なんだったんだ、あの子は？

「ふうん……祐ゆう貴き君、どうしても懲こりないみたいね。澪さんの次はあの子をご所望なのかしら……？」

「げっ」

　生徒会長様の怒りが、そろそろマックスに達しようとしている。

「ち、違う。そういうわけじゃなくて、なんかあの女の子が俺を見てたから」

「そりゃ見るでしょうよ！　あなたは、女子校に紛まぎれ込んだ男なんだから！　でも、あなたのほうはじろじろ他の女を見るんじゃないの！」

　最後の台詞せりふだけ抜き出すと、まるで彼女に浮気を責められてるみたいだ……。

　ヒメ神ガミは嫉しつ妬としないっていう話を聞いた記憶があるんだけど、あれは嘘うそだったんじゃなかろうか……。

「あれ、終わってしまったんですか。せっかく止めに来たのに無駄になりましたね」

「貴き理り」

　神しん堂どう貴理――俺おれの双子の妹にして、巨大企業である神堂家グループのトップ。そして、桃もも女じよのオーナーでもある小柄な女の子が、つまらなそうな顔をしてすたすたと歩いてくる。

「おはよう、貴理さん」

「おはようございます、かなみさん。今日もまた一段と光り輝くようにお綺き麗れいですね」

「そ、Fそんなことないわよ。なに言ってるの」

　かなみは貴理のストレートすぎる賛辞に動揺して、顔を真っ赤に染める。

「恋する乙女は綺麗になるというのは、意外に真実だったんですね。もちろん、元がいいかなみさんだからこそ、というのはありますが」

「こ、恋なんてしてないし、別にいつもと変わらないわよ。ああいけない、仕事の続きをしないと」

　かなみは赤くなったまま言って、登校してくる生徒たちと挨あい拶さつを交わし始める。

　貴理がそのかなみを横目で見ながら、小声で話し掛けてくる。

「……かなみさん、やはり以前に比べて、トゲが取れましたね」

「いろいろとすっきりした……ってことじゃないかな」

　鳴なる神かみかなみは、過去に大臣を輩出したこともある名家の後継者だ。

　しかし、愛人の子という出生が彼女の運命を大きく歪ゆがめてしまった。

　中学までごく普通の母子家庭で育ち、母親の死とともに鳴神家に引き取られ、令嬢として生きなければならなくなったのだ。

　かなみは死に物狂いで勉強して、短時間のうちにお嬢様らしい生き方を身に着けた。

　元々、彼女は優秀だったとはいえ、庶民からお嬢様へと生き方を変えるのは並の努力では不可能だっただろう。

　だが、かなみの努力が報むくわれていると言えるかどうか……。

　鳴神の後継者になり、お嬢様学校である桃女に入学してから、かなみは彼女を後継者として認めない親族たちから命を狙ねらわれてきた。以前の彼女は、その危険すぎる状況を受け入れはしないが、積極的に抗あらがうというわけでもなかったが……。

　先日の新入生歓迎パーティの際、最強の暗殺者の襲撃を受けたものの、かなみはなんとか生き延びた。この数日は親族の動きはなく、平穏に過ごしているらしい。

　親族たちがこのまま引き下がるとは思えないが、パーティのときの戦いでかなみは変わった。彼女は自分の命を脅おびやかす連中に逆らい、生きる意志を固めてくれた。

　桃女のみんなには秘密にしていた過去を俺に語ったのも、よかったんだろう。

　秘密は抱かかえたままだと、いつかその重さに潰つぶされてしまう。かなみが背負っている重荷がなくなったわけではないけれど、少しでも軽くなったのならいいことだと思う。

「貴き理りの調べでは、最近は特に生徒たちの間でも評判がさらによくなってるみたいです」

「生徒会長に選ばれたくらいだからな。元から人気はあったわけだし」

「その綺き麗れいな人気者を独ひとり占めにできる兄にい様さまは、大変に幸福と言えますね」

「……独り占めって、なんかいかがわしい感じもするぞ」

「まだいかがわしいことはしてないんでしょう？　大丈夫、貴理は知ってます」

「なんで知られてるんだよ！」

　いや、本当にかなみといかがわしいことはしてないが、妹に知られているというのは問題だと思う。

「言ったじゃありませんか。桃もも女じよで貴理が知らないことはないと。もちろん、次のターゲットに指定した竜りゆう崎ざき澪みおともなにもないのも存じてますよ？」

「……おまえ、次のターゲットとか軽く言うけどね」

　俺おれが男でありながら、真っ赤なブレザーを着せられて桃女に編入させられたのは、楽園ハーレムを作るためなのだ。

　バカみたいな話だとは思うが、ヒメ神ガミと呼ばれる七人の女の子全員をものにしてしまえ、というのがこの偉そうな妹が神しん堂どう家当主として俺に下した命令だ。

　俺は、ほとんど流されるままに命令どおりに行動し、かなみと『誓約エンゲイジ』を結んだ。正直、まだ『誓約』がどういうものかよくわかっていない。ただ、楽園作りの大きな一歩らしい。

　そして、かなみに続いて次のターゲットは、竜崎澪。

　彼女とも『誓約』を結ぶのがもっかの目的ということになる。

「やっぱり、二人目、三人目――っていう展開になるわけだな」

「一人で終わりだったら楽園にならないじゃないですか。当然ですが、落とした女の子へのフォローも忘れちゃいけませんからね」

「落とした、ね……。かなみとは恋人同士ってわけじゃないんだけどなあ……」

　かなみが俺のことをどう思っているのかはまだはっきりしない。

　そして、俺が彼女をどう思っているのかも――

「ちゃんと貴理も協力しますから。兄様、頑張ってくださいね。頑張らないと、兄様に明日はないですよ」

「おまえ、本当にはっきり言うな……」

　こんな状況でも、かなみのことだけでなく、澪へのアプローチを考えないといけない。

　楽園作りの道はまだ始まったばかり。

　まだまだいくらでも、困難が待っていることだろう。

　俺は、さわやかな朝の空気を吸い込んで、重いため息を吐き出すのだった。



    

  
    
      
１章　初デートは銃声とともに



　とりあえず、簡単に状況を整理してみようと思う。

　俺おれは神しん堂どう祐ゆう貴き、十七歳の高校二年生だ。

　ほんの一ヶ月ほど前までは、ごく普通の生活を送っていた。朝起きて学校に行き、バイトを終えて帰ってきて寝る。

　成績は良くもなく悪くもないといったところ。運動神経はそこそこいいほうだと思うが、スポーツなどには興味がなく、部活もやっていない。

　顔や体型にも特に目立つところはない。たまに「声がいい」と褒ほめられることはあったけど、取とり柄えと呼べるほどのものでもないと思う。

　友達が一人もいないことと、一年前に俺を育ててくれた母親が失しつ踪そうして、一人暮らしをしていること。

　この二点を除のぞけば、まあどこにでもいそうな高校生と言ってよかっただろう。

　だが――

　ある日、俺の人生はとんでもない方向に転がり始めてしまった。

「おい、なにをのんきに座り込んでいるんだ。まだ休憩とは言ってないぞ」

　氷のように冷たい声を掛けられ、俺は顔を上げる。

「はぁっ、はぁっ、はあぁ……」

　ていうか、呼吸を整えるのに必死で、とても返事ができる状態じゃなかった。

　俺は神堂家のバカみたいに広い庭の片隅に座り込み、目つきの鋭い女性兵士に見下ろされている。

　女兵士の名前は、軍ぐん曹そう。本名は知らない。まだ二十代だと思うが、その若さで貴き理りの護衛部隊、通称『Ｇガールズ』の隊長を務つとめている。Ｇガールズは一個中隊、百人ほどの隊員で構成され、全員が海外の特殊部隊で訓練を受けてきた精鋭揃ぞろいだ。軍曹はその部隊のトップにいるだけあって、力量も相当なものらしい。

　ある意味では、この女性兵士が俺の人生を変えてしまった実行犯とも言える。

　庶民として穏やかに暮らしていた俺の前に武装ヘリで現れ、銃を突きつけて神堂家の屋敷に拉ら致ちっていったのだから。

　黒幕がいるとはいえ、軍曹にはえらい目に遭あわされっぱなしだ。

「まったく、おまえはどうしようもないな」

　軍曹は俺を蔑さげすんだ目で見ながら、偉そうに言った。

「女の前ではぁはぁ息を荒らげるなんて。おまえは変態か。そんなことでは、ヒメ神ガミ様たちをモノにすることなんてかなわないぞ」

「あ、あのなぁ……」

　俺はぐっと腹に力を入れて軍曹を睨にらむ。

「フル装備で二時間も走らされりゃ、息も荒くなるって！　だいたい、なんキロあるんだ、この装備は！」

「なんだ、まだ元気そうじゃないか。もうひとっ走りいってみるか？」

「死ねというのか、あんたは」

「ちなみに、おまえが身に着けている装備は全部で三十キロほどだ。兵士としては通常装備の範はん疇ちゆうだな」

「俺おれは兵士じゃなくて、高校生だっつーの！」

　今の俺の姿を見れば、兵士に見えてしまうだろうけど。

　実弾を装そう填てんしたライフルに、拳けん銃じゆう。抗弾ベストに鉄製のヘルメット。

　ベストや、腰にいくつも着けたポーチには弾薬に手しゆ榴りゆう弾だんとナイフ。無線機、暗視装置、救急キットなどの装備一式。さらにご丁寧なことに着替えや雨具、仮眠用のシートなどを大型のリュックに詰め込んでいる。もちろん、携帯食糧や水もたっぷり持たされている。

「行軍するわけじゃないんだからさ……なんでフル装備でランニングなんだよ」

　今から顔を貸せ。

　唐突に教室に現れた軍ぐん曹そうにそう言われたのは、放課後のことだった。

　嫌々ながら彼女と一緒に神しん堂どう家の庭まで来たところ、いきなり装備を渡され、桃もも女じよと神堂家の広大な敷地を延々と走り回され――今に至るわけだ。

「お嬢様のご命令だ。おまえを締しめ上げ――鍛きたえ上げてやれと。風かざ間まハルカとの戦闘ではずいぶん手こずったようだからな。神堂家にもヒメ神ガミ様たちにも敵は多い。鍛えておいて、損はないだろう」

「……ハルカさんに手こずったのはＧガールズも同じっつーか、あんたらは思いっきりやられてただろ」

「よし、次の訓練に移る。撃たれても死なない訓練だ」

「ちょっ、待っ！」

　軍曹がマジの殺気を放ちつつ、ライフルをこちらに向けて構えてくる。どう見ても実弾が装填されている。

「な、なんでもありません！　いえ、頑張って訓練を続けますから！」

「……わかればそれでいい」

　忌いま々いましげに言って、軍曹は銃身を下げてくれた。危なかった、今まさに引き金に掛けた指が動くところだった……。

　この軍曹は、いかつい通称をお持ちの割にはなかなかの美人だ。俺とほぼ同じような格好をしているが、ヘルメットは無しで、長い黒髪を後ろで無造作に束たばねている。化粧気はまったくないものの、顔立ちの良さは誰だれもが認めるところだろう。

　なまじ美人なだけに怖いというか、迫力があるんだよなあ……。

「なにをじろじろ見ている？　そろそろ立たないと、本当に撃つぞ」

「あっ、はい！」

　俺おれは勢いよく返事をして立ち上がる。足はまだ疲労でがくがく震ふるえているが、このまま座っていたら二度と立てなくされてしまう。

　ライフルを持ち上げて、ふと訊ききたいことを一つ思いついた。

「そういや、Ｇガールズって装備を更新したんだな」

「見てのとおりだ」

　そう言って、軍ぐん曹そうは手にしているライフル――Ｍ４カービンを軽く振った。

　Ｍ４は、アサルトカービンと呼ばれる、銃身が短いタイプのライフルで、取り回しがしやすく、近年は特殊部隊などでよく使用されている。

　実は、俺も以前にＭ４を使った経験がある。

　俺自身はとても普通なのだが、母親は平凡からはほど遠い人だった。母はなにを考えていたのか、暇さえあれば俺を無人島だのジャングルだの砂漠だのに連れ出し、実銃での射撃訓練を含めたサバイバル生活を何度もやらされた。

　食糧も現地調達――つまり、食べられる植物の採取などはもちろん、銃で狩りの真ま似ね事ごとまでやったものだ。

　俺に撃たれた動物たちには、本当に申し訳ないことをした……。

　そういうわけで、自分で望んだことではないにしろ、俺は銃器の扱いも心得ている。今持たされているＭ４も、その気になればいつでも撃ててしまう。撃つ気はないけど。

　ちなみに、軍曹のＭ４はドットサイトやフォアグリップなどが取り付けられ、かなりのカスタムが施されている。俺のＭ４のオプションはフラッシュライトくらいで、後はノーマルのままだ。

「まあ、以前から装備の更新は考えていた。Ｇガールズは常に進化しなくてはならない」

　軍曹は、Ｍ４を軽く構えてみせる。

「うちで以前使っていたＭＰ５は精度が高くていい銃だが、サブマシンガンだからな。威力不足は否いなめない。だがこのＭ４のライフル弾なら、防弾着をつけた神しん堂どう祐ゆう貴きを軽くハチの巣にできる」

「俺狙ねらいかよ!?」

　そのために、わざわざ装備を更新したのか！

　おかしいな、彼女は神堂家の警備部隊の隊長で、俺だって一応神堂家の人間のはずなんだけど……。

「だが、残念ながらお嬢様にはおまえを殺してはいけないと命じられている。そのうちチャンスが来ることに期待して、このＭ４を導入したわけだ」

「嫌なことを期待してくれるなぁ……」

　いろいろあって、俺はＧガールズからはかなり嫌われている。特にこの隊長様といったらもう、いつマジで撃ってきてもおかしくないくらいだ。

「ふう……お嬢様はなぜ、私にこんな訓練を命じられたのか……」

「そりゃあ、よっぽど貴き理りが軍曹を信用してるからじゃないかな？」

「そ、そう思うか？」

　驚いたことに、軍ぐん曹そうは頬ほおを染めながら嬉うれしそうに笑った。

　この人でも、笑顔になることがあるのか……しかもこんな恥ずかしげな顔をするとは。どうやら、軍曹の貴き理りへの忠誠心は本物らしい。

「うん、そうか。確かに、私でなければこの面倒な立場の男を鍛きたえ上げるのは難しいな。一応、コレも神しん堂どう家の人間だし、他ほかの隊員では遠慮があるかもしれない。それになにより、私が鍛えてやれば、間違いなくこいつも強くなれるからな」

　どうでもいいけど、コレとかこいつとか呼ぶのはやめてくんないかな。物もの凄すごく軽く見られてる感じがする。事実、軽く見られているとは思うが。

「よし、少しやる気が出てきたぞ。では、続きを始めよう。Ｍ４はその辺に置いておけ」

「やっぱり続きはやるんだな」

「当たり前だ。だいたい、おまえは楽園ハーレムを作るんだろう。体力がなければ、ヒメ神ガミ様たちのお相手はできないぞ」

「……なんだか生なま々なましい話になってきたなあ」

　この訓練って、そのための体力づくりも兼ねてるのかよ。

「で、次はなにをやればいいんだ？　筋トレ？」

「いや、おまえは射撃はなかなか達者なようだが、白はく兵へいはあまり得意ではなさそうだ。まずは、そちらを鍛えようと思う。ついては、接近戦のエキスパートをお呼びしている。先生、お願いします」

「せ、接近戦のエキスパート？」

　猛烈に嫌な予感がする。

「ごきげんよう、祐ゆう貴きさん。やっと出番が来ましたわね」

「ぎゃーっ、やっぱりハルカさんか！」

　すぐそばの木の幹から、ひょこっとメイド服姿の少女が姿を現した。黒髪ストレートで、いかにも清せい楚そな印象の美少女だ。手足がすらりと長く、小さなサファイヤが付いた髪留めもよく似合う。

　だが、この姿に油断してはいけない。彼女――風かざ間まハルカは刀一本で完全武装のＧガールズ数名を叩たたきのめしたこともある、一種の化け物なのだ。

「うふふふふ。祐貴さんをたっぷりいじめて、いたぶって……そして、恨んでいただける。ああ、こんな楽しい仕事をいただけるなんて、メイドになった甲か斐いがありましたわ」

「全っ然、メイドとは関係ないから！　つーか、君は恨まれるのはやめにしたはずだよな！」

「ああ、そうでしたわね。でも、お仕事ですから。結果的に祐貴さんに恨まれることになろうと、やむを得ないことですわ」

「汚きたなっ……」

　このハルカもヒメ神の一人である。サファイヤの髪留めがその証あかしだ。

　しかも、ヒメ神ガミの中でも特別なタイプ――憎ぞう悪おを糧かてにする影カゲヒメと呼ばれる存在だ。要するに、憎まれることが彼女のエネルギーになるらしい。

　ハルカは、かなみを殺して俺おれに憎まれようと、新入生歓迎パーティのどさくさにまぎれて暗躍したものの、誓約エンゲイジを結んだことでヒメ神として成長したかなみに返り討ちに遭あった。

　そして、勝者であるかなみはハルカに命令を下した――俺に憎まれるのではなく、愛されるように努力しろ、と。

　とんでもない命令ではあるが、ハルカはそれを呑のんだ。俺のそばにいるために、お嬢様でありながら神しん堂どう家のメイドになったのにも驚かされたけど……。

「うふふふふ、本気を出してしまいましょうか。祐ゆう貴きさんが、泣いてしまうくらいに」

「…………」

　マジで、俺をいたぶる気満々のように見えるぞ。

「ま、風かざ間ま様のおっしゃるとおりだ。これは訓練だから、鳴なる神かみ様の命令などは関係ない。たっぷり絞ってもらうんだな」

　軍ぐん曹そうはどうでもよさそうに言って、俺とハルカさんにナイフを一本ずつ渡した。

「では、さっそく始めよう。武器は今渡したナイフのみ。刃引きをしてあるが、まともに当たれば骨くらいはいってしまうかもしれない」

「ええ、問題ありませんわ」

「おーいっ！」

　ハルカのほうは問題なくても、こっちは大ありだ。だいたい、ハルカと軍曹は数日前に一戦交えたばかりなのに、お互いに遺い恨こんすら残ってないのかよ。

「行きますわよ、祐貴さん。私を楽しませてくださいね」

「俺は楽しくねぇ……」

　そう言いつつも、一応俺もナイフを構える。

　せいぜい殺されない程度に、頑張るとするか……。





「や、やっと終わった……」

　三十キロのフル装備のまま、俺は足を引きずるようにして神堂家の庭を歩いていく。

　屋敷の玄関まで歩いて五分程度だというのに、えらく遠く感じられてしまう。

「ハルカさん、マジで強つえぇ……」

　強いことは身をもって知っていたけど、風間ハルカはやはりとんでもなかった。

　ハルカの実家は、全国規模の巨大な暴力団のトップである。その生まれのために、彼女は幼い頃ころから護身用の技術を学んでおり、特に剣術やナイフさばきに関して抜群の才能を見せてきたらしい。

　おまけに彼女はヒメ神という、人間ではない特殊な存在だ。

　俺がいくらナイフを振るっても右に左にかわされるし、彼女が軽く振ったナイフは面白いようにこちらに当たった。

　最終的に、俺おれのほうはかなり本気でやったが、ハルカは涼しい笑みを浮かべ、メイド服の長いスカートが必要以上にめくれるような動きで俺を挑発する余裕すらあった。完全にナメられてました、ええ。

「前に斬きられた腕だって完治してないのに……」

　新入生歓迎パーティの戦いでハルカに斬られた腕の傷は、かなり回復しているものの、完全に塞ふさがったわけではない。

　この状態で長距離マラソンやら、白はく兵へいやらをやらされたんじゃたまらんよな……。

　もっとも、軍ぐん曹そうやハルカは言われてやっているだけであって、真の黒幕はうちの妹――神しん堂どう貴き理りだ。

　軍曹に拉ら致ちされて、十年ぶりに神堂家に戻った俺を迎えたのは妹だった。

　両親は十年前に別居し、母は俺だけを連れて神堂家を出て行った。それから、父と妹とはずっと会っていなかったのだが、久しぶりに家に戻ってみれば、神堂家当主であった父親もまた失しつ踪そうしていて、貴理が後継者に収まっていたのだ。

　家を出たとはいえ、俺もまだ神堂家の人間であり……当主様である貴理は、俺に多くの難題を突きつけてきた。

　楽園ハーレムを作れだの、女子高に編入しろだの、そして今度は軍曹からのイジメとしか思えない訓練……。

　一度、正面から厳重抗議をしたほうがいいな。

「……ん？」

　そんなことを考えながら、亀かめのようなのろさで歩いていると。

　いつの間にやら、周りを取り囲まれてしまっていた。

「え、な、なに……？」

　俺はきょろきょろと辺りを見回す。どこにも逃げ場がないほど、完全に包囲されてしまっている。囲んでいる女の子たちは、桃もも女じよの制服姿だ。

「神堂祐ゆう貴き。悪いけど、一緒に来てもらうよ」

　真正面に立っていた制服姿の女の子が、キツイ口く調ちようでそう言った。

　彼女の顔には見覚えがある。確か澪みおの取り巻きの一人で、今朝俺を睨にらんでいた女の子だ。カチューシャを着けた髪と、スカートにスパッツという格好も、今朝と同じだ。

「一緒にって、どこへ？」

「うっさい、いいから来ればわかる！　さあっ、皆さん確保ーっ！」

「えっ、ちょっ!?」

　彼女の合図をきっかけに、俺の周りを囲んでいた女の子たちが一斉に飛びかかってきた。名門女子校のお嬢様たちとは思えない、俊しゆん敏びんな動きだった。よく見れば、他ほかの女の子たちも澪の取り巻きの子たちだ。

　疲れ切っていた俺は、あっさりと彼女たちに取り押さえられる。柔らかな手に身体からだのあちこちを掴つかまれ、女の子特有のほのかないい香りに包まれて、そのまま引きずられ始めた。

　また拉ら致ちかよ――

　と嘆なげきつつも、抵抗する気力もないので、なすがままにされることにする。

　しばらくは、女の子たちのいい匂においに癒いやされておくとしよう。





　俺おれが連れ込まれたのは、見たこともない建物だった。

　神しん堂どう家の庭から、十五分ほど歩いただろうか。神堂家と桃もも女じよは同じ敷地内にあり、明確な区分けなどはされていないが、ここは既すでに桃女の敷地内のはずだ。

　桃女の校内はバカみたいに広いので、まだ知らない建物もいくつかある。ここは、そのうちの一つのようだ。

　二階建てのやや古びた建物で、生徒会が使っている『黄おう玉ぎよくの宮』にどことなく似ている。

　女の子たちは俺を引きずりながら建物の中に入り、さらに一階の奥の部屋へと入っていった。

　その部屋はやや狭く、周囲にロッカーが備そなえ付けてあるところを見ると、更衣室らしい。ここに来るまでに数えていたのだが、女の子は全部で六人。俺を合わせて七人が入ると、少しばかり窮屈に感じるくらいだ。

　俺は部屋の真ん中に置かれたパイプ椅い子すに座らされ、女の子たちが周りを取り囲んだ。

「さてと、わざわざ連合本部まで来てもらったのは他ほかでもないわ」

　カチューシャの女の子が正面に立ち、偉そうに口を開いた。

「連合の本部？」

　そんなものもあったのか。

　体育会連合は、運動部が集まって構成している組織というくらいしか知らなかった。

　部費や設備の割り当てなどをめぐって、生徒会とは対立しているらしいが、生徒会副会長の俺からしたら敵地になってしまうのか？

「そうよ、でも別に副会長のあんたに用があるわけじゃない」

「それはよかったけど……来たっていうより、君らが連れ込んだんじゃないか」

「黙って」

　ホント、えらく高飛車だなあ。かなみと似たタイプに見えるけど、かなみより頭が悪そうに見えるのは気のせいだろうか。

　俺の相手をするのは彼女と決まっているらしく、他の女の子たちは黙ったままだ。なんとなく、不気味に感じてしまう。なにをされるんだろう、俺。

「ふん、一応自己紹介くらいはしてあげるわ。わたしたちは、全員が体育会連合のメンバーにして、竜りゆう崎ざき澪みお様の親衛隊。六姉妹ヘキサツドよ！」

「六姉妹……」

　ヒメ神ガミ、Ｇガールズに続いて、またおかしな集団が出てきたな。

　六人と、今までで一番人数が少ないのが救いだろうか。

「そしてわたしは、六姉妹ヘキサツドのトップの河合かわい葉は月づき。澪みお様と同じ水泳部で、桃もも女じよ高等部一年よ」

「一年？　なんだ、後輩じゃないか」

「バカにすんな！　わたしは、体育会連合のサブリーダーでもあるんだから！　つまり、立場的には生徒会副会長のあんたと同格よ！」

「へぇ、俺おれと同格の人なんていたんだ」

　ヒエラルキーで言えば、俺はこの学院の最底辺にいると思っていたのに。いやあ、そこまで卑ひ屈くつになることもなかったか。

「いいや、そんなことはどうでもいい！　単ちょう直入に言うよ！」

「はい」

「ちょっと、つっこみなさいよ！　スルーだと余計に恥ずかしいじゃないの！」

「えー、噛かんだくらいでつっこんだら、文句言われそうだったしなあ……」

　この子は頭はよくなさそうだし、『単刀直入』なんて四字熟語は言い慣れていないのだろう。優しくスルーするのが正解だと思ったのだけど。

「ああもう、いいから聞いて！　あんた、澪様と別れなさい！」

「……は？」

　河合葉月は、偉そうに腰を両手に当てて俺を睨にらんでいる。

　どうやら言いたいことはそれだけのようだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「ああ、はいはい。わかりました、澪みおとは別れるよ」

「あによ、そのやる気のない反応は！　そこは、『付き合ってない！』ってつっこむところだろっ！」

「君は俺おれに、やたらとツッコミを期待してくるね」

　まあ、桃もも女じよに編入して以来、ツッコミ役に回ることが多いけど。

　葉は月づきは俺の態度がずいぶんとご不満らしく、さらに厳しい目つきで俺を睨にらんでくる。だが、ちっとも怖くないのは、かなみや軍ぐん曹そうの殺意を込めた目つきに慣れてしまったせいだろうか。

　嫌な慣れ方だなあ。

「ところで、河合かわい――葉月ちゃんがなんで俺と澪のことに首を突っ込んでくるわけ？　周りの子たちも俺に澪と別れてほしいのかな？」

「その余裕がなんかむかつくわー……」

　そう言われても、Ｇガールズに拉ら致ちられたときと比べたら、狭い更衣室で女の子に囲まれているだけの状況は天国みたいなものだ。手足も縛られていないし、重たい装備はそのままだが、その気になればいつでも逃げ出せる。

　そういえば名前で呼ばれても、葉月は気にした様子もない。

　桃女のルールでは、名前で呼ぶのが当然ということになっているので、彼女も別になんとも思わないようだ。

「じゃあ、はっきり言ってやるわよ。わたしをはじめとして、ここにいるみんなは連合のリーダーである澪様を愛してるの」

「愛っすか」

　また、『愛』が出てきたよ……。映画かドラマでしか聞かなかった言葉を、桃女に来てからよく聞くようになったな。

「そう、愛いとしの澪様……ああ、あのショートカットが似合うボーイッシュな美しさ。すらりとした手足……。そして、なによりたわわんと実った溢あふれんばかりの乳！」

「…………」

　俺の呆あきれた視線にも気づかず、葉月はうっとりとした顔であらぬ方向を見つめている。よく見ると、他ほかの女の子たちも似たような表情をしていた。

　来るものが来ちゃったという感じだ。女子校に来たときから、こういう人種と遭遇することも覚悟していたけど。

「あの、もしかして葉月ちゃんは、その……そういう趣味の方なんですか？」

　思わず敬語になってしまう。

「そういう趣味？　持って回った言い方は好きじゃないわね。別に恥ずかしいことじゃないからはっきり言うわ。わたしは、ガチレズよ」

「はっきり言いすぎだ！」

「もっと言うなら、澪様の身体からだを狙ねらってるのよ」

「あからさまに肉欲を見せないでくれるかな!?」

　ちょっと思ってたのと違うなあ……。

　女子校での恋愛といえば、学校のどこか人目の届かない静かな場所で、女の子同士が密ひそかに顔を寄せ合い、ささやくようにして言葉を交わし合ってる――そんなイメージがあったというのに。

「あー、澪みお様のあの乳にむしゃぶりつきたいなあ。もちろん生でがっつりと！　澪様と熱い夜を過ごせたらもう死んでもいい。いえ、真っ昼間からでもかまわない。もちろん、朝から一日中ずっとでも！」

　今度は聞いてもいないのに、自分の欲望を赤裸々に語り出したぞ。澪もそうだけど、連合の女の子たちはそろってエロ方面に開放的なんだろうか……。

「お話はよくわかったから、俺おれはそろそろ帰っていいか？」

　これ以上この人たちに付き合っていると、わずかに残った女の子への幻想が完全に崩壊しかねない。

　女子校生活の精神的負担は少しでも軽くしておきたいしな。

「バカ言わないで。ここからが本番よ」

　葉は月づきはきっぱりとそう言い切って、びしっと俺に人差し指をつきつけてきた。

「わざわざここまで連れて来て、タダで帰すわけないでしょ。皆さん、いいですよね」

　葉月は敬語で言って、他ほかの六姉妹ヘキサツドの子たちの顔を見回す。そうか、葉月以外の六人には二年生や三年生もいるわけか。

　そんなことを考えていると、女の子たちがじりじりと俺のところへ近づいてきた。いや、最初から充分すぎるほど近かったが、ちょっと身体からだを動かしただけで触れ合ってしまいそうな距離になっている。

　はて、この状況はなんでしょうか……。

「あの、葉月ちゃん？　いったいなにが始まるんだ？」

「安心して、わたしたちも鬼じゃないから痛くしないよ」

「って、おおい!?」

　なにが起こっているのか、一瞬理解できなかった。なんか最近こんなことばかりだけど、これはもう夢を見ていると思いたくなるくらいだ。

　葉月と六姉妹の子たちが、ぷちぷちと制服のボタンを外していく。大小様々なふくらみが、俺の目の前であらわになっていき、葉月なんかは胸元からピンク色の可愛かわいいブラが覗のぞいている。

「君ら、いったいなにやってんの!?」

「うっさいなあ。あんたは、ガタガタ言わずに黙って楽しめばいいの」

　なにを楽しめというのか。いや、そりゃけっこう楽しいと言えなくもないけれど！

　女の子たちはみんな顔を真っ赤にして、胸元を広げたり、中にはスカートの裾すそを持ち上げて、太ももの付け根まで見せつけてくる子もいる。

「これは……澪みお様のためなのよ」

「は？　なんでここで、澪が出てくるんだ？」

　葉は月づきの言葉に、俺おれは首を傾かしげる。

「今朝の澪様の様子を見て、わかったのよ。あの方は、本気で神しん堂どう祐ゆう貴き、あんたを狙ねらってるみたい」

「は、はぁ……まあ、そうかもね」

　俺をからかってるだけっていう可能性も否いなめないけど、澪も単なる冗談であの逆セクハラをやってるとも思えない。少なくとも、俺を嫌ってたらあんな風には密着してこないんじゃなかろうか。

「つまり……このままいけば、澪様の処女が危ないってことよ！」

　ブラを丸出しにしたままで、なにを熱弁してるんだ、この一年生は。

「澪様の欲求不満は限界に達してる！　それは、同じ欲求不満のわたしたちだからこそわかるの！」

「澪は知らんけど、君たちはちょっと飢えすぎじゃないか？」

「女の子だってエロいことくらい考えるの！　澪様はいつ神堂祐貴さんを襲ってもおかしくないレベルなのよ！」

「葉月ちゃん、君って実は澪をバカにしてないか？」

「んなわけないでしょ！　澪様はわたしたちの天使なんだから！　澪様の処女は、わたしたち六姉妹ヘキサツドの誰だれかがもらうはずだったのに、神堂祐貴が登場したせいで……」

「しょ、処女をもらうって……」

　女同士でいったいどうやって……と訊きこうとしたけど、やめることにした。こんな密室であまり生なま々なましい話は聞きたくない。もうかなり手遅れだが。

「神堂祐貴、あなたが冴さえない顔して油断ならない男だってこともわかってる。転校して一ヶ月も経たたずに、あの手て強ごわいかなみ会長を落としちゃったんだもんね！」

「思いっきり誤解してるようだけど、かなみは落ちてないぞ」

　誓約エンゲイジを交わしたといっても、別に付き合い始めたというわけでもない。

「でもあんたは、かなみ会長だけじゃ足りないんでしょ。澪様に迫られたときの、あの鼻の下の伸ばしっぷり！　いつでもいけるぜみたいな感じが危険すぎる！」

　俺はどこへいこうとしているのだろう……。

「だから、六姉妹全員で決めたの。あんたの欲望をわたしたちの身体からだで満たしてもらう。さすがに、かなみ会長を含めて七人で絞り上げればあんたも満足するでしょ。そりゃ、ヒメ神ガミの人たちには勝てなくても、わたしたちだってけっこう可愛かわいいし乳もあるし！」

「…………」

　俺は無言で、周りを確認する。

　うん、確かにみんな可愛いし、スタイルもなかなかいい。全員揃そろって耳まで真っ赤になってるところを見ると、こんなことに慣れてるとはとても思えない。箱入りのお嬢ばかりなんだろう。

「わたしも含めて、みんな処女だから面倒くさいかもしれないけど、あんたなら慣れたもんでしょ」

「それもとんでもない誤解だけど……そこは置いといて率直に言わせてもらうと、もっと自分を大事にしたほうがいいよ」

「は？　そいつはまた、的はずれなご意見ね」

　人を小こ馬ば鹿かにした顔をして、葉は月づきは俺おれの両肩を思い切り掴つかんだ。さすがに体育会系だけあって、華きや奢しやに見える割になかなか力がある。

「わたしらはみんな、桃もも女じよを卒業して外に出たら、親が決めた相手と結婚すんのよ。ていうか、それしかないの。今、なんの不自由もない生活させてもらってる代償だし、しょうがないって思ってる」

「でも、それはそれ……なんじゃないのか？」

　結婚は一生の問題なわけだし、親が子供にできるだけいい生活をさせるのは当然のことだろう。

「親への恩返しなんだから、いいのよ。まあ、特にわたしたちは男は好きじゃないし、初めての相手が誰だれだろうとどうでもいいっていうか。つまり……あんたでもいいのよ！　つーか、今のところ、あんたを相手にするのが一番メリットがあんの！」

「メリットの問題なのかよ……」

「ああもう、わたしはあんたとお話ししたいわけじゃない！　いいから、皆さん、さっさとやっちゃいましょう！」

「やっぱりやるのかよ！」

　いや、今のは説得にもなっていなかったな。

　ヤバイな、葉月たちの目は本気だ。実にバカバカしい話だけど、俺がなにを言っても止まりそうにない。

　いくら葉月たちが体育会系で鍛きたえているといっても、この場から逃れるのは簡単だ。Ｍ４は取り上げられちゃったけど、素手でも別に難しいことじゃない。

　ただ、女の子を傷つけるのは、できる限り避けたい。ハルカみたいなのは別としても、この子たちはヒメ神ガミでも軍人でもない、女子高生だからなあ。

　かといって、アレをこんなことで使うわけにも……。

「さあ、覚悟しなさい、神しん堂どう祐ゆう貴き！　据すえ膳ぜんくわぬは男の恥って言うし、わたしたちを美お味いしくいただいちゃえ！」

「据えられてるのは、俺のほうじゃないか!?」

　ああもう、しょうがない。とにかく、ここから逃げ出そう。ちょっともったいないかも、なんて考えは捨てることにする。

「ひゃっ！」

　いきなり俺が椅い子すから立ち上がると、正面に立っていた葉月が怯おびえたような声を出して、後ろに一歩下がった。彼女はまだ覚悟が決まりきってなかったようだ。

　だが、葉は月づきはすぐに体勢を立て直し、勢いよくこちらに踏み込んできた。

　しまった、今のが逃げ出すチャンスだったのに――

「はい、そこまで」

　どがっ、と激しい音とともに更衣室のドアが開いた。違う、正確には――ドアが蝶ちよう番つがいごと外れていた。

　そのぶち壊れたドアのノブを握っているのは――

「やほ、祐ゆう貴き。兵隊さんのコスプレで７Ｐとは、なかなか大胆だね」

　派手に登場したのは、さっきまでの話題の中心、竜りゆう崎ざき澪みおだった。

　彼女は学校指定のジャージの上を羽は織おり、その下は競泳用の水着だ。プールサイドならともかく、なんで連合本部でそんな格好なんだ。

「ああ、この格好？　水泳部のプール、ここのすぐ近くなんだよ。部活の途中で本部に来るときは、いちいち着替えないんだ」

　俺おれの視線に気づいて、澪が説明してくれた。事情はわかったけど、ジャージの下ははいてないので、けっこうハイレグな水着が気になる……。

「ま、そんなことはいいとして……」

　澪は、じろりと六姉妹ヘキサツドの顔を眺め回す。

「あんたら……いったい、なにをやってるのかな？」

「あ、あの。澪様……」

　葉月が、胸元をあらわにしたまま、澪に近づく。

「こ、これは澪様のために……」

「まーったく、祐貴をこんなところに連れ込んでなにをするのかと思ったら……」

「ちょっと待て。澪、連れ込まれるところから見てたのか？」

「まあね。ちょこっと、葉月に部のことで相談があったから、捜してたんだよ。そしたら、祐貴がうちの連中に囲まれて引きずられてたから、びっくりだった」

「いやだから、待ってくれ。最初から見てたんなら、なんで今になって登場したんだ？」

　澪は、笑って肩をすくめる。そして、ドアのほうを指さした。

「なにが起きるのかな～と思って、覗のぞいてたに決まってるだろ」

「覗きかよ！」

「み、澪様に見られてた……」

　六姉妹の子たちが、一斉に恥ずかしそうに身体からだをくねらせ始める。人に――というか、澪に見られるのは恥ずかしいんだな。

「でもまあ、祐貴を先にいただかれるのはさすがに気に入らないからね。乱入させてもらった次第だよ。慌あわてすぎて、ドアをぶち壊しちゃったけど」

「とんでもないパワーだな……」

　いや、そんなことはどうでもいい。

　澪みおの登場があと数秒遅れてたら、マジで葉は月づきたちに襲われていたか、あるいは逆に俺おれの理性がショートして、襲いかかっていたかも……。

「みんな、というわけで話は全部わかってる。わたしは祐ゆう貴きと話があるから、みんなは部活に行くように」

「えっ？　で、でも澪様。こいつと二人きりになるのは……」

「行きなさい」

「…………」

　澪に睨にらまれて、葉月はがっくりと肩を落とす。

　それから、六姉妹ヘキサツドたちは服装を整えると、一人ずつ澪に頭を下げながら更衣室を出て行った。

　最後に残った葉月も、しょんぼりしたまま壊れたドアの横を通り抜けようとして。

「葉月」

「はっ、はい」

「今回のことは、とりあえず大目に見るよ。あんたがわたしのことを思ってるのは、わかってるから」

「澪様……」

　葉月は涙目になって、熱のこもった視線を澪に向けている。澪の優しい言葉に感動したようだ。

「……はぁ、やれやれ。悪い子たちじゃないんだけどね。行動が過激なのが困りものだよ」

　葉月も出て行ってしまうと、澪は苦笑を浮かべた。

「行動の過激さについては、澪も人のこと言えないと思うけどな」

　ていうか、ここの生徒たちは皆さん、虫も殺さないような顔して大胆なのばかりだ。

「いやいや、わたしなんて、まだまだだよ。せっかくのチャンスなのに、大したことも思いつかない」

「ん？　チャンスって？」

　澪は嬉うれしそうに笑って、ジャージのポケットから携帯電話を取り出した。

「なんで携帯？」

「さて、なんででしょう？」

　澪が見せてきた携帯の画面には――

「なかなかいい写真が撮れたね」

「…………！」

　制服をはだけた女の子たちに迫られている、どこかで見たようなしょぼくれた少年の姿が映っている。よほど上う手まくタイミングを狙ねらったのか、俺の顔はまんざらでもなさそうな、というか鼻の下が伸びている。

　こんな顔した覚えはないのに……男の本能って恐ろしいなあ……。

「なんとなく、会長に会いに行きたくなってきたなあ。携帯で撮った写真の見せ合いっこっていうのも、女の子らしくていいと思わない？」

「お、思いません……」

　この写真を、かなみに見られたらおしまいだ。付き合ってるわけじゃなくても、かなみならきっと俺おれを殺そうとする。

　ヒメ神ガミは嫉しつ妬としない――そんな話を聞いた記憶もあるけれど、その真偽を確かめる勇気は持ち合わせていない。

「ねえ、祐ゆう貴き。場合によっては、この写真を削除してもいいよ？」

「……要求を言ってください」

　澪みおはにっこりと微笑ほほえんで、俺の肩にぽんと手を置いた。

　一難去ってまた一難。今日の放課後は、ひときわ長く感じるなあ……。





　危うく、六人の女の子を相手に初体験しそうになった日から数日後の、日曜日。

　俺は朝から、また体育会連合の本部へとやって来た。

　学校のジャージの上下に、足下は歩きやすいスニーカー。背中にはずっしり重たいリュックを背負っている。おまけに――

「おはよう、祐貴。感心、感心、時間どおりだね」

　本部の玄関前でぼけっと立っていると、同じくジャージ姿の澪が小走りにやって来た。

「準備も万端みたいだね。きちんとライフルも持ってきてくれたんだな」

「そりゃあ、言われたとおりにしないと後が怖いし……」

　俺は、ぽつりとつぶやいた。

　澪から指示されたのは、動きやすい服装と軽い食べ物と飲み物。あと、山歩きに必要そうなものがあれば適当に。

　ここまではいいのだが、ライフルもよろしく――とのご指示には、マジで驚かされた。

　それでも一応、軍ぐん曹そうからもらったＭ４カービンを持ってきて、背負い紐スリングで肩から下げている。もちろん安全装置を掛けてあるし、そもそも弾倉をはめていない。

「澪には逆らわないけどさ……このライフルは、なんで必要なんだ？」

「難しいことじゃないよ。すぐにわかるから、一緒に来て」

　俺は不審に思いつつも、歩き出した澪に続いて本部の中に入る。トラウマになりそうな更衣室をスルーして、さらに奥へと進んでいく。

　澪は一番奥の部屋の前で止まると、鍵かぎを取り出してドアを開け、その中へ入っていった。もちろん、俺も続く。

　そこそこ広い部屋の中央に向き合う形でソファが二つ置かれている。窓際に立派な机が置かれ、壁沿いには本や書類らしきものがぎっしり詰まった本棚がある。

「澪、なんの部屋なんだ、ここは？」

「連合リーダーの部屋。つまり、わたしの部屋だね。一応、学院の部活を統括してる立場だから、たまーに書類仕事なんかもやらなきゃいけないんだよ」

「なるほどな。でも、ここでなにをするんだ？」

「ここはただの通り道」

　澪みおはにやっと笑って、壁際の本棚に手を掛けた。そして、彼女が軽く手を動かすと、まるで引き戸のように、本棚が横にスライドした。

「は……？」

　俺おれは、絶句してしまう。

　本棚が置かれていた場所の後ろに――地下へと伸びる階段が現れていた。

「な、なんだこれ……？」

「いわゆる、隠し階段ってやつだね。ついてきて、このまま下に降りるから」

　本棚の後ろに秘密の通路って、どんだけベタなんだ……。映画とかで見たことはあるけど、まさかこういうものが実在するとは。

　澪は階段の灯あかりを点つけると、ためらわずに下に降り始めた。

　階段はそこそこ長いようで、降りきったその先にはさらに通路が続いているようだ。

　体育会連合――っていうか、この学院はどうなってんだ、いったい。





　長い階段を降り、薄暗くて狭い通路をしばらく歩いてから、また階段を昇って――

　鉄製の重いドアを開いた先は、森の中だった。

「…………」

　俺はドアを出て、土を踏んだ瞬間に固まってしまい、しばらく口もきけなかった。

　こ、ここはまさか……。

「学院の……外なのか？」

「見てのとおりだよ。我々は、学校を取り囲む壁を越えて自由になれたってわけ」

　澪が冗談めかして言って、近くに転がっていた石を蹴け飛とばした。

　後ろを振り向くと、大人おとな三人が並んだくらいの太さの巨木があって、俺たちが出てきたドアはその木の幹にカモフラージュされている。葉やツタで幹がほとんど覆おおわれているので、知らなかったらドアには気づかないかもしれない。

　よく見ると、その巨木自体が作り物で、わざわざ出口を偽装するためだけに設置されたものらしい。

「……なんでこんな隠し通路があるんだ？」

「さあ？　連合のリーダーだけに代々伝わってるんだけど、なんで造られたのかはわたしも教えてもらってないなあ。学院の外に出るだけなら、週末とかなら外出許可を取るのは難しくないしね。どうしてわざわざ、こんな通路を造ったのやら」

「誰だれにも知られずに、外に出たかった……からとか？」

「その可能性はあるけど、桃もも女じよの生徒のほとんどは、こんな山の中なんか来たくないんじゃないかな」

　その意見もごもっともだ。

　軽く周りを見た感じ、道らしきものはないし、木や茂みだらけで普通に歩くのも難しそうだ。桃もも女じよは山を強引に切り開いて造られた学校だが、敷地の外にはほとんど人の手が入っていないようだ。

　ほんの少し離れたところに、桃女のキャンパスを取り囲む壁が見える。見張り台とそこに立っている女兵士の姿も確認できるが、この辺りは木々が多いので向こうからは見えないだろう。

「うちの本部だけじゃなくて、生徒会の本部――『黄おう玉ぎよくの館やかた』だっけ。あそこにも、外への通路があるらしいよ」

「マジか……」

　自分の仕事場にまで、そんなわけのわからんものがあるのか。

「さっき通ってきた通路はなんか枝分かれしてたみたいだけど、黄玉の館と繋つながってるとかじゃないだろうな」

「その可能性はあるんじゃないかな？　桃女の地下は相当入り組んでて、ダンジョンになってるって噂うわさも聞いたことあるし。前にちょっと歩き回ってみたことあるんだけど、シェルターみたいなものまであったなあ」

「どんな学校だよ」

　山を切り崩してでかい学校を建てるだけでも異常なのに、地下にダンジョンとかシェルターとか、怪しすぎる。

　神しん堂どう家の人間はなにを考えて、桃女を造ったんだろうな……。

「で、俺おれをこんな自然の王国みたいなところに連れてきた理由は？　しかも、わざわざライフルまで持たせて」

「熊くまはいないらしいけど、イノシシはいるんだって。鹿しかとか猿とかもいるかもしれないし、大した危険はないだろうけど、一応武装しておいてもらおうと思って」

「武装ねえ……」

　山歩きにＭ４は大げさな装備だと思うが、イノシシはけっこう危険な動物だ。あいつらの体当たりをくらったら、マジで死にかねない。

　俺はリュックから弾倉を取り出し、Ｍ４にはめて初弾を装そう填てんする。イノシシに立ち向かう必要もないけど、一応念のために。

「それで……さっきの繰り返しにもなるけどさ。危険もあるし、澪みおだって桃女の生徒だろ。なんでこんな山に来たんだ？」

「え、本気でまだわかってなかったの？」

　澪は軽く驚いたような顔をして、まじまじと俺を見つめてくる。それから、ぴょんぴょんと跳ねるようにして近づいてきて、ライフルを下げてないほうの腕にがしっと掴つかまった。

　ぐあっ、豊満すぎる胸の感触が、ジャージの薄い生地を通して……！

　俺おれの動揺など素知らぬ様子で、澪みおは上うわ目め遣づかいに俺を見つめてくる。

「日曜の朝に待ち合わせてお出かけだよ？　そんなのデートに決まってるじゃないか」

「…………」

　デート――

　それは、俺の十七年の人生でもっとも縁遠かった言葉であり。

　もし、このお出かけがそのデートとやらだとすると――もしかして、初デート、ということになるのだろうか。





　子供の頃ころに母とともに神しん堂どう家を出てから、定期的に受けていたサバイバル訓練では山歩きをやらされることも多かった。日本国内はもちろん、外国の山に登ったのも一度や二度ではない。

　普通の親子が、ピクニックや山歩きに行くのとはまるで別物だった。主おもに母の性格に問題があったせいで。

　どうかしている母は、幼い俺に山での生き残り方を徹底的に叩たたき込んできた。険けわしい山道を歩き、時には崖がけをよじ登り、コンパスと地図を片手に目的地にたどり着く訓練なんて、何度やらされたことか。

　冬山はもちろん、夏山にも少なからず危険が多くあることを、俺はよーく知っている。ホント、よく生き残れたもんだよ……。

　その頃歩いた山々に比べれば、桃もも女じよの周りの山なんて天国みたいなものだ。道はろくになくても、歩けないというほどでもないし、危険なヘビや蜘く蛛もなんかもいないだろう。気温は少し低いが天気はいいし、大おお嵐あらしの中を泥にまみれて山を登ったときのことを思えば、余裕で耐えられる。

　みずみずしい緑が目に優しく、空気が澄んでいて気持ちいい。桃女の敷地内と空気が変わってるわけじゃないだろうけど、どういうわけか美お味いしく感じられる。

　まあ、よくも悪くも俺の身体からだはこういう山とかに馴な染じむようにできてるんだろうな。

「よかったよ、祐ゆう貴き」

「ん？」

　俺と同じく、山道を苦にした様子もなく歩いていた澪が、笑顔を向けてくる。

「けっこう楽しそうにしてるから。デートにこの山を選んだのは間違いじゃなかったね」

「俺をデートに誘ってる時点で間違いのような気もするけどな。ていうか、なんでデートなんだ？」

「え？　正しい男女交際って、まずはデートからなんじゃないの？」

「よりにもよって、澪の口から正しい交際なんて言葉が飛び出すとは……」

「よりにもよって、とは失礼な」

　澪が憮ぶ然ぜんとした顔をして、俺を睨にらんでくる。彼女がこんな顔をするのは珍しい。かなみや軍ぐん曹そうにはしょっちゅう睨にらまれてるが。

「ああ、正しい交際で思い出した。この前のこと、あらためて謝っておくよ。うちの若い者たちが迷惑かけちゃったね。ごめん」

「……澪みおは気にしなくていいけどさ。六姉妹ヘキサツドって子たちは変わってるな」

「変わってるっていうか、連合は伝統的に、なぜかガチレズの子が多いんだよね」

　さらっと、とんでもない事実を暴露されちゃったよ。

「まー、おとなしいお嬢様揃ぞろいの桃もも女じよでは、連合はちょっと異質なんだよ。荒っぽい子もいるし、葉は月づきみたいに感情表現がストレートな子も多いなあ」

「どちらかというと、欲望にストレートな感じだけどな、あの葉月ちゃんは」

　今考えても、葉月が俺おれに迫ってきた理由は常軌を逸している。はっきり言って俺にはなんのデメリットもないというか、美お味いしすぎると言ってもいいくらいだが、あそこで遠慮なくごちそうになれる男でもない。

「葉月の気持ちは別に嫌じゃないんだよね。といっても、わたしには百ゆ合り趣味はないからさ。一応、女の子同士も試してみたけど、いまいちだったなあ」

「なにを試したんだ!?」

　だから、さらりととんでもないことを言わないでほしい。

　さわやかな山歩きの途中で百合とか試したとか、際きわどい話題は避けるべきだな……。

「安心しなよ、祐ゆう貴き。わたしはまだ純潔だから」

「そんなことは心配してねぇ」

「処女かどうかって、男の子にとっては大事なことのはず！　ていうか、今やそれが、祐貴がモノにした会長へのアドバンテージなのに！」

「モノになんかしてねぇ！」

「え？　会長って、もうすっかり非処女なんでしょ？」

「…………」

　ヤバイぞ、澪は素でそう思い込んでいるようだぞ。

　以前に俺がかなみを襲ったって思い込んでいて、それが校内に広まってた前科があるからなあ。誤解はさっさと解いておこう。

「言っとくが、かなみとはなんでもないんだよ。だいたい、もしかなみと付き合ってたら、日曜に澪とお出かけなんてしてないだろ」

「あー、それもそうか」

　わかっていただけたようだ。

　きちんと理屈で説明すればわかってもらえるのはありがたい。澪は、理屈もなにもなく命令で押し通してくる妹とは違うのだ。

「会長をなかなか毒どく牙がにかけられないから、軽そうなわたしの貞てい操そうを狙ねらってるんだね」

「全っ然わかってねぇ！」

　あと、自分で軽そうとか言うな。

　俺おれもちょっと、そう思っちゃいそうなんだから。

「かなみがどうこうじゃないんだよ。だいたい、写メで脅おどさなくても普通に言えば、山歩きくらい付き合うって」

「要するに、祐ゆう貴きは暇なわけだね」

「まあ、今日は生徒会の仕事もないし、貴き理りも朝からどっか出かけてるしな」

　軍ぐん曹そうも貴理についていったから、訓練という名のイジメもない。

「ていうか、考えてみりゃ、休みの日はホントにすることがないよなあ」

「祐貴は普段、学校終わったらなにやってるの？　生徒会とか訓練とかないときは」

「……なにもやってない」

　山中に孤立している桃もも女じよには寄り道をする場所なんてないし、屋敷に帰ってもやることはなにもない。

　桃女の授業はレベルはそこそこ高いけど、エスカレーター式ということもあるし、教師も生徒ものんびりしているので、予習復習も軽くやるだけで充分だ。

「たまにマツリと――うちのメイドさんたちと、ゲームやったりして遊ぶくらいだな」

「メイドさんとお戯たわむれかー。なんか、めちゃくちゃいいご身分に聞こえるね」

「……否定できない」

　マツリもけっこう暇らしくて、うるさく絡んでくるし、俺も一人でゴロゴロしてても退屈だしな。

「会長とはなんでもないなら、わたしとしては助かるけどね。ヒメ神ガミのことは置いとくとして、やっぱり連合のリーダーとしては会長には負けてられないから」

「そういや、生徒会と連合って仲悪いみたいだけど、なんでなんだ？　部費とか設備とかの割り当てでやり合ってるつっても、ケンカに発展するようなことでもないだろ？」

「あー、それは桃女の伝統なんだよ」

　澪みおは、目の前に現れた枝をばきっとへし折った。

「連合と生徒会は、昔から競争してきたんだよ。まあ、うちの生徒はみんな勉強にも部活にもあまり熱心じゃないし、競争とは無縁に生きてるからね。生徒たちにも、少しは争い事ってものを知ってもらうためにも、連合と生徒会は戦うことになってるの。争いがちょっとしたイベントになってくるくらいだよ」

　それは、わからない話でもない。

　桃女の生徒の中には、卒業後に社会に出る子もいるだろうし、温室のようなこの学校での穏やかな人間関係しか知らないままでは問題も大ありだろう。仕事に就つけば、争い事と無縁ではいられないだろうから。

「イベントか……。ということは、澪とかなみが嫌い合ってるわけじゃないってことか」

「嫌いとか好きとかいう前に、会長のことなんてそんなに知らないな。せいぜい、処女だってことくらいだね」

「それは今知ったばかりだろ。しかし、澪にはそこが重要なんだな……」

「性格キツくて男嫌いで、ツンデレって呼ぶにはデレがなさすぎる会長に先を越されたかと思って、焦あせってたんだよ。会長がいくら可愛かわいくても、あれに負けたら女がすたるね」

「メチャクチャ言うなあ……って、うん？」

　俺おれは肩から下げていたＭ４を掴つかんで、後ろを振り向き、銃口を近くの茂みに向ける。

「祐ゆう貴き、どうしたの？」

「いや、今なんか気配が……。そこになにかいるような……」

　Ｍ４を構えたまま、腰を落としてじりじりと歩いていく。気配は一瞬だったが、なにかが動いたように感じたのは確かだ。

「澪みお、ここは登山客が来たりするのか？」

「まさか。ここら一帯は神しん堂どう家の私有地だし、がっちり警備を固めてるよ。桃もも女じよには、いろんな意味で価値のあるお嬢様が数百人単位でいるわけだしね」

「じゃ、警備部隊の人だったのか？　いや、それなら声を掛けてきそうなもんだよな」

　動物でもなかったような気がするし、気配が一瞬だけだったのも気になる。

「あ、そうだ」

「ん？」

　澪の声に、俺はＭ４を構えたまま振り返る。

「すっかり忘れてたけど、この山にも警備ロボットがいるんだっけ。ほら、祐貴も見たことあるでしょ。あの、校内でゴミを集めてる変なロボット。あれって、夜中は警備もやってるんだけど、同じやつがこの山の中を巡回してるって話を聞いた覚えがある」

「あー、あれか……」

　球形のボディにタイヤがついた、ちょっと可愛いデザインのロボットで、夜には警備モードに移行するのも知っている。

　そういえば、ハルカが新たに入手した日本刀の試し斬ぎりにと、ロボットと戦っていたところを目撃したこともある。ハルカに斬られてしまったものの、さすがに機械だけあって、スピードもパワーもとんでもなかった。率直に言って、ハルカが化け物なのであって、人間があれと戦って勝てるとは思えない。

「ていうか、別になにも襲いかかってこないし、いいんじゃない？　祐貴は変なこと気にしすぎだよ」

「……それもそうか」

　母親とのサバイバル訓練では、奴やつが息子の教育のために仕掛けてくれた罠わなに散々悩まされたせいで、山に入ると神経が過敏になるのかもしれない。

「それにわたしは、そこらのお嬢とは違うからね。祐貴みたいに鉄砲は撃てないけど、トラブルが起きても、足手まといにはならないよ」

　澪はからからと明るく笑って言った。

　まあ確かに、澪は山道も全然なんでもないようだし、普段から水泳部で鍛きたえているだろうから、体力もありそうだ。

「そうか、それなら――」

　と、構えていたＭ４を下げたそのとき。

「…………」

「…………」

　俺おれと澪みおは、同時にフリーズした。

　突然――本当に、なんの前触れもなく、すぐそばの木々の間から警備ロボットが出現した。

　だが、ちょっと待ってほしい。なにかおかしい。

　普段、校内で見かけるロボットは全高一メートルほど。小さくて、丸いボディと白のカラーリングが可愛かわいらしく、怖いとか不気味とかそんなことは全然ない。

「……祐ゆう貴き、すっごく大きいね」

　澪がぽつりとつぶやいた。

　目の前にいるロボットは、形状は警備ロボットと同じ。カラーリングはグリーン系で、センスは悪くない。

　しかし――大きさは二倍くらい。つまり、高さも二メートルほどある。わかりやすく言うと、めっちゃでかい。

　校内のロボットは、ボディにアームが取り付けてあって、それでゴミを拾っている。ところが、ここにいらっしゃる巨大なロボットさんのアームはぎらりと輝くブレードになっていて、とてもよく切れそうに見える。刀身は分厚く長く、人間の胴体くらいあっさり真っ二つにしてしまいそうだ。

　そのブレードがゆっくりと振り上げられ――

「死ネ」

「ちょっ……!?」

　考えるより先に身体からだが動いた。

　俺は澪の腰に手を回し、彼女を抱かかえるようにして横に跳んだ。

「うわっ……！」

　澪が上げた短い悲鳴は、ブレードが地面にぶち当たった衝撃音にかき消された。振り下ろされたブレードはがっしりと地面に食い込み、地面に落ちていた木の葉や枝が、ばっと舞い上がった。

「ちょっと、祐貴！　なんでいきなり殺されかけてるの!?」

「知るか、そんなの！」

　俺は怒鳴ってから、Ｍ４を構えて手早く射撃モードを単発セミオートにセットし、照準を合わせて引き金を絞る。

　敵はごく至近距離、的もでかいので外すわけもないのだが――

「…………！」

　キンッ、キンッと甲かん高だかい金属音とともに、丸いボディが弾丸をはじいてしまった。Ｍ４のライフル弾はＭＰ５や拳けん銃じゆうで使っている９ミリ弾よりもはるかに強力だというのに、警備ロボットのボディにはほとんど傷すらついていない。

「ちっ……！」

　それでも俺おれはさらに弾丸を撃ち込む。耳みみ障ざわりな音が何度も響き、やはりロボットはダメージを受けた様子もない。

　なんつー分厚い装甲だ。ハルカは、紙を切るように刀でぶった斬ぎっていたけど、ライフルでも撃ち抜けないとは。

「ちょっと祐ゆう貴き、やばくない!?　吊つり橋効果を狙ねらってるの!?」

「わざとピンチになってるわけじゃない……って、うおっ！」

　またもやブレードが振られ、俺のすぐ横をうなりを上げながら通り過ぎていった。危ない、あんなごつい刃物で斬られたら、身体からだがボロクズになりかねない。

「ああくそっ！」

　普通の警備ロボットとは違い、球状のボディにはタイヤではなく、カニのような脚あしが左右に三本ずつ付いている。

　ボディを狙ってもダメなら、本体と脚のジョイント部分を狙って――

「ヌアァッ！」

　ジョイント部に弾丸を撃ち込まれると、ロボットはなぜか悲鳴を上げて、よろめいた。

　変なところ、生物っぽくしないでくれないかな。悲鳴が聞こえると、後ろめたいじゃないか。

「そんなこと考えてる場合じゃない。今のうちに逃げるぞ、澪みお！」

「ああ、うん――って、あ、あれれ？」

　俺のところへ走り寄ろうとして、澪は腰までの高さくらいの茂みに突っ込んでしまう。こんなときになにをやってんだ――

「う、おかしいな。なんかズボンに絡んで……ああもうっ！」

　澪は茂みに下半身を突っ込んだまま、なにやらもぞもぞしていたかと思うと、いきなり弾はじかれたように飛び出してきた。

「おおいっ、なにしてんだ!?」

「ズボンに枝かなにかが引っかかってたんだよ！　しょうがない！」

　しょうがないかどうかはともかく、茂みから飛び出した澪は、ズボンをはいていなかった。すらりとした太ももどころか、下着までばっちり見えてしまっている。

「逃げるんだろ！　いいから行こう、祐貴！」

「あ、ああ」

　俺は頷うなずいて、さらにロボットの脚のジョイント部に三発ぶち込んでから、澪とともに走り出す。

　もちろん、剥むき出しになっている澪の足をできるだけ見ないようにしながら。

　つーか、なんで桃もも女じよに来てから、男の欲望を刺激する危険なイベントが次々と起きちゃうんだろうな……。





　山中をかき分けるようにして走ること、二十分。

　小川を見つけたところで、俺おれたちはようやく足を止めた。

　距離的には大したことはなかったが、登ったり下ったり、邪魔な木々を押しのけながら走ってきたせいで、えらく疲れてしまった。

　Ｇガールズに拉ら致ちられたとき以来、全力ダッシュする機会がずいぶんと増えた……。

「はぁ……せっかく軍ぐん曹そうのイジメもない日だっていうのに、結局運動するハメになるんだな」

　しかし、それだけ走った甲か斐いはあったようだ。さっきのロボットの姿はどこにもなく、追いかけてくる気配も感じられない。さすがに、あれだけ図体がでかいと木が密集してるこの山中はまともに進めないだろう。

「っと、澪みお。ケガはない――かっ!?」

　澪のほうを振り向こうとして、すぐさま視線を逸そらす。

　そうだ、見事に頭から抜けてたけど、澪はズボンを脱いじゃってるんだった。

「大丈夫、なんともないよ。祐ゆう貴きが先に行って枝とか払いのけてくれたから、走りやすかったし。こういう細かい気配りができるあたり、楽園ハーレムを作ろうっていう男は違うね」

「そんなことで感心されても……」

　気配りをしたつもりは……なかったわけでもないけど、特に大したことではない。もちろん、下心があってやったことでもない。

「と、とりあえず俺のズボンを貸すから、これをはいてくれ。男のなんて、はきたくないだろうけど、山ん中で足を剥むき出しはまずい」

　パンツまで見えてるのは、俺にとってもまずすぎる。いくら屋外といっても、年とし頃ごろの男女が二人きりなわけだし。

「ううん、ズボンなんていらないよ」

「え？　でも、そのまんまじゃ歩きにくいだろ。俺は山には慣れてるし、なんとでもなるから気にするな」

「じゃあ、学校に戻ったらもらうよ。こっそりオークションにかけたら、いい値がつきそうだ。祐貴の匂においがついたズボンか、たぶん壮絶な奪い合いになるね」

「女子高生が男子高校生のズボンを奪い合うってどんな地獄絵図だよ……」

「みんな、それくらい祐貴に興味があるってことだよ。前にも似たようなこと言ったけどさ」

　そんな風に興味を持ってほしくないな……。せめて、性格のほうを見てもらいたい。

「いやいや、それはどうでも――よくはないけど、それよりその格好じゃ、学校まで戻れないだろ。どうするんだ？」

「平気だって。ほら、あれだけ全力ダッシュしたのに、全然傷もない」

「ホントかよ……って、だから俺おれに見せるなよ！」

　なにげなく、澪みおの足を見ようとしてしまって、俺はまた顔を背そむける。今度はめっちゃはっきりとパンツを見ちゃったよ。

「祐ゆう貴き、もういいからこっち見れば？　ていうか、またいつあのロボが現れるかわからないのに、わたしから目を離してていいの？　突然、背後から現れてわたしの服を刃物でビリビリに破いて触手でうにうに責めてくるかもしれないよ？」

「どこから触手が出てくるんだよ」

　戯ざれ言ごとは置いておくとして、澪の言うとおり、目を離しているのも危ないか。澪の運動神経がよくても、戦闘となると話は別だろうし。

「と、とりあえず……ケガはないんだな」

　俺はできるだけ澪のパンツを見ないようにして、彼女の意外に細い足を見つめる。うん、特にこれといって大きな傷なんかはなさそうだ。

「あ、ほらほら、祐貴見て」

「…………っ！」

　なにを思ったか、澪がジャージの上着の裾すそをぐいっとお腹なかのところまで引っ張り上げた。

　きゅっとくびれた腰に、つるりとなめらかなお腹とおヘソ。それに、さっきからちらちらと見えていたパンツも全ぜん貌ぼうがあらわになっていた。パンツは薄いブルーと白の縞しま模も様ようで、あれは噂うわさに聞いたことのある――

「縞パンって言うんだよね。こういうの、男の子は好きだっていうからはいてきてみた」

「どっ、どこで聞いたんだよ」

　動揺のあまり、どうでもいいことを質問してしまう。

　な、なにをしてくれてるんだ、澪は……。

「でもなー、こんな形で見せるつもりじゃなかったのに」

「どんな形で見せる気だったんだ!?」

　澪は答えずににやりと笑って、上着を下ろした。それでもパンツが裾の下から見えてはいるが。

「チャッピーって書いてあったね」

「は？」

　澪は楽しげに靴と靴下を脱いで、小川に足を踏み入れた。水が冷たかったのか、びくっと小さく反応したが、すぐに笑顔になって足首までつかるところまで歩いて行った。

「祐貴はじっくり観察してる暇はなかったかな？　ロボットのボディの端っこに、名前が書いてあったよ。ペンキで書き殴ったような字だったなあ」

「チャッピー……」

　はて、どこかで聞いた記憶があるような。

　えーと……ああ、そうか。

　ハルカに斬きられたロボットを、氷ひ室むろ慧けい――ヒメ神ガミの一人である眼鏡めがねっ子がチャッピーと呼んでいた。かなりどうかと思うネーミングセンスだったからこそ、記憶に残っていたようだ。

「慧も相変わらずとんでもないもの作るよね」

「なんだよ、澪みおもあれが氷室慧が作ったって知ってたのか」

「つーか、慧以外にあんなもの作れないよ。シャバでああいうロボット、見たことあるの？」

「ないな……」

　おっしゃるとおり、考えるまでもなくあれを作ったのは氷室慧だろう。

　ヒメ神にはそれぞれ個別にタイプがあって、なにか一つ、特別な才能に秀でているらしい。

　氷室慧は頭脳タイプのヒメ神とかいう話だった。戦闘タイプであるハルカが化け物だったように、慧も人間の常識が通じないレベルの天才なのかもしれない。

「慧の奴やつ、最近また引きこもってると思ったら、あんなの作ってたとは。しかも微妙に失敗してるし。警備ロボットは桃もも女じよの生徒は襲わないはずなのに」

「めっちゃ襲ってきたもんな……しかも、問答無用とか、危なすぎる」

　いきなり「死ネ」はないだろう。警備ロボットどころか、キリングマシーンじゃないか。

　俺おれは、ため息をついてリュックから水筒を取り出し、澪に放ほうり投げる。澪は受け取って、フタに水を注つぐ。

「だいぶ走ったからな。ちゃんと水分を摂とっておいたほうがいい。んで、それを飲み終わったら携帯で学校に連絡してくれ。またチャッピーが現れる前に、Ｇガールズにでも迎えに来てもらおう」

「わたし、携帯持ってきてないよ」

「え…………」

　澪はぐびぐびと水を飲んでから、ふーっと息をついた。

「せっかくのデートなのに、邪魔されたら困るしね。葉は月づきとか、すぐに遊びましょうって連絡してくるし。そういう祐ゆう貴きは持ってないの？」

「冗談だろ。俺、桃女に来る前は友達どころか、家族すらいなかったんだぞ。携帯なんて持っててどうするんだ」

「……今日までよく頑張って生きてきたね」

「哀あわれみをこめた目はよせ！」

　そりゃ、自分で言っててむなしくなってきたけど！

　使いもしない携帯電話なんて持ってたって無駄だろ。貴き理りは銃とかパソコンとかはくれたけど、携帯はくれなかったな。あいつは、俺に用があればＧガールズなりメイドなりをよこしてくるし。

「……参ったな。連絡すればすぐにＧガールズが来ると思ってたのに。つーか、もうここがどこかわからないぞ」

　周りを見ても、既すでに桃もも女じよを取り囲む高い壁は見当たらない。元来た道を戻ることは可能だろうが、そうすると殺人ロボットとまた遭遇する可能性もあるわけで。

　別ルートを探そうにも地図もなし、方向すらわからないんじゃなあ……。

「なんで、普通に山歩きしてただけで、また命の危機になってるんだよ……」

「山をナメちゃいけないってことだね」

　澪みおは、足首を小川につけたまま、ぱしゃぱしゃと水を蹴けり上げて遊んでいる。

「ああ、でもこれってもしかしてけっこうピンチだったりする？」

「当たり前だろ」

　さっき、十発ほど撃ったから、Ｍ４の残弾は二十発。まさかバトルになるなんて思ってなかったから、予備の弾倉は持ってきていない。もっとも、ライフル弾をいくらぶち込んでも、チャッピーの分厚い装甲を撃ち抜くのは難しいだろうが。

「ふーむ、山の中でピンチか……祐ゆう貴き、こうなったら」

「こうなったら？」

「裸になって、温め合わないと！」

「それは違っ……、おいこら！」

　勢いよく抱きついてきた澪に押され、絡み合うようにして小川の横の地面に倒れ込む。

　柔らかい土の上だったので痛くはなかったが、澪の顔が間近に迫ってきて、言葉を失ってしまう。

「山の中で迷ったときは、そうするのがセオリーなんじゃないの？」

「雪山の場合だろ、それは。つーか、こんなことしてる場合じゃ……」

　澪は首を振った。左耳に着けた、アクアマリンのピアスが小さく揺れる。

「おかしいな。どうやったら、始まるの？」

「……始まるって、なにがだ？」

　俺おれは、澪の顔をまっすぐ見ながら、ようやくそれだけ言った。かなみやハルカとはタイプが違うけれど、澪もやっぱり美人だ。葉は月づきが参ってしまうのも頷うなずける。

「もちろん、『誓約エンゲイジ』だよ。会長とはもうやったんだろ？」

「やったって、なんか人聞きが悪い……。だいたいなんで、澪が知ってるんだ？」

　かなみと誓約を交わしたときにそばにいたのはハルカだけだし、誓約のことを前から知っていたのはうちの妹――

「ああ、そうだよな。貴き理りが教えたに決まってるよな」

「そりゃ当然だよ。忘れないで、わたしたちヒメ神ガミは祐貴からの愛情がほしくてたまらないんだからね。愛をもらうために必要な儀式のことは、教えてもらわないと」

　ヒメ神。

　全部で七人いるという、神のような人間のような女の子たち。

　彼女たちは、思春期に達すると異性からの愛情を必要とするようになる。しかも、普通の男からの愛情では足りず、俺が持っているふざけた能力を使って、愛を語らなければならないらしい。

　愛を注そそぐために、ヒメ神ガミと俺おれが交わす儀式――それが『誓約エンゲイジ』だ。

　かなみとは既すでに交わしているが、なぜ誓約できたのかは、今でもわからない。かなみの手が光って変な模様が浮かんでいたけれど、あれもなにがきっかけで発現したのか……。

　もう一つついでに、ヒメ神は愛情を注がれ続けると、いつか女神と呼ばれる別の存在に変わるらしい。

　だけど、女神がなんなのか、いつどうやってヒメ神から変わるのか、すべては謎なぞだ。ヒメ神たち自身だって知らないらしい。

　貴き理りの目的の一つは、女神をつくり出すことのようだが……。

　とにかく、すべては愛情――そこから始まるのだ。

「わたしは、こんなに祐ゆう貴きを求めてるのになあ。祐貴は、わたしのなにが気に入らないの？　もしかして、貧乳派なの？」

「身体からだ目当てみたいに言わないでくれ！　かなみだって、別に胸がどうこうとかじゃないし！」

「貴理さんとか慧けいみたいな、ちっちゃい子が好きだとか……ロリコンでシスコン？」

「二重苦みたいに言うな。だいたい、貴理は双子なんだから同い年だよ。いや、そもそも澪みおが気に入らないってわけじゃ……」

「それじゃダメなんだよ」

「わっ……！」

　俺におおいかぶさったまま、澪がぐっと顔を近づけてくる。鼻と鼻がくっつきそうなくらい近い。

「気に入らないわけじゃない、じゃダメでしょ。誓約っていうのは、要するに婚約みたいなもんでしょ。その程度の気持ちで交わせるとは思えないよ。どうやったら祐貴がその気になってくれるのか――そこを探るのが、今回のデートのテーマだったりするの」

「どうやったらって……」

　澪の顔があまりに近すぎて、言葉が上う手まく出てこない。

　ただ、綺き麗れいな顔が間近にあるからじゃない。澪の表情が笑っているような、怒っているような、不思議な感じに見えて……。

「はっきり言って、わたしは祐貴を求めてる。最初に会ったとき、Ｇガールズに銃を向けられた祐貴を守ろうとした理由だってわかってる。わたしには祐貴が必要で、他ほかの誰だれにもあんたの代わりはできないから。これだけわたしは強く求めているのに、どうして誓約できないの？　祐貴がわたしを求めてくれてないから？」

「求めてるかって言われたら……それは違うかもしれない」

　澪の静かな言葉に、俺はようやくそれだけ答える。

　少なくとも、澪への恋愛感情は持っていないと思う。

　誓約が婚約のようなものなのだから、相手への好意が足りなければ交わせないのかもしれない。

「俺おれはまだ澪みおのことをそんなに知らないわけだし……」

「だったら、知って。心も、身体からだの隅すみ々ずみのことまで知ってくれてもいいよ」

　いいよ、と言われても困る。

　澪が俺をデートに誘った真意はわかるが、誓約エンゲイジに関してはまだまだ不明なところが多すぎるのだ。

「わたしの全部を知ってほしい。そのためなら――なにをされてもかまわない！」

　澪の熱い吐息を顔に感じる。

　俺たちは向き合ったままほとんど密着していて、澪の凄すさまじいボリュームの胸が押しつけられてきてる。

　正直、澪の身体の感触は理性を吹っ飛ばすには充分すぎて、このまま抱きすくめて、彼女の要望どおりに身体の隅々まで調べ尽くしてしまいたいくらいだが――

「そ、そういうことじゃないだろ。まずは普通に話とかして、少しずつお互いを知っていくもんだろ」

　俺は、ハイわかりましたと女の子をいただいてしまえるほど、豪ごう毅きな人間ではない。

「ヒメ神ガミと祐ゆう貴きのことに常識は関係ないよ。そもそも、七人の女の子をまとめていただいちゃおうってところから既すでに異常なんだから」

「まともであるに越したことはないだろ。いいから一いつ旦たん離れ――」



    

  
    
      



    

  
    
      「離れなさいよ、神しん堂どう祐ゆう貴き！」

　ビリビリと鼓膜を激しく震ふるわす声が響く。

　澪みおと俺おれが同時に、声が聞こえた方向に目をやると。

「ちゅーか、わたしと代わんなさいよ！　澪様に押し倒してもらっておいてなにもしないなんて、それでもあんた、男なの！」

「…………」

　代わってほしいのか、澪になにかやっていたほうがよかったのか、さっぱりだ。

　俺たちからほんの数メートルほど離れたところに立っていたのは、河合かわい葉は月づきだ。休日だというのに制服姿で、以前と同じくスカートの下にスパッツをはいている。

「どうなるのかドッキドキしながら見てたのに！　二人を見失って、やっと見つけたと思ったら、澪様がパンツ丸出しで！　いつまで経たってもラブシーンにならないし、どうなってんの！」

「ちょっと待て、コラ」

　俺は澪の身体からだをそっと押しのけて、立ち上がる。

「葉月ちゃん、俺らをつけてたのかよ」

「はぁ？　あったり前でしょ。澪様たちの第三女子寮は常に監視してるもん。澪様がお出かけになれば、ストーキングするのは自然の流れよ」

「そういえば、地下入り口の本棚、元に戻すの忘れてたね」

「おーい……」

　連合リーダーだけに伝えられる秘密がダダ漏れじゃないか。

「にしても、なかなか腕を上げたね、葉月。わたし、全然尾行に気づかなかったよ」

「えー、それほどでも」

　葉月は恥ずかしそうに身体をくねらせる。恥ずかしいのは、尾行なんてやらかしたことのほうだと思うけど。

「あのさ、澪と俺がどうにかなっちゃったら嫌なんだろ、葉月ちゃんは」

「もちろん！　嫌だけど嫌だけど、わたしの大好きな澪様がすぐそばで他ほかの誰だれかとエロく絡み合ってるっていうのは――」

「いうのは、なんだ？」

「それはそれで、けっこう興奮するなあ……んふふふふふふっ」

　不気味な笑い声を上げながら、葉月はあらぬ方向に目を向けた。

　彼女の視線の先には、ありもしなかった俺と澪のいかがわしいシーンが展開されているかもしれない。

「なあ、澪。あの後輩は大丈夫なのか……？」

「わたし、後輩にはけっこう甘くしてきたんだけど、さすがに教育方法を変えたほうがいいような気はしてきたね……」

　澪もさすがに呆あきれているらしく、さっきまでのシリアスな顔はどこかへ行ってしまったようだ。

　まだ身体からだをくねらせている葉は月づきは、どう見ても変態以外の何者でもない。欲望の対象にしている先輩を奪われて興奮するって、どれだけレベル高いんだ。

「しかし、よくまあこんな山ん中で俺おれたちを見つけられたもんだ。執念っていうのは、侮あなどれないなあ……」

「祐ゆう貴き、執念ならあれも負けてないようだよ」

「あれ？」

　呆あきれ顔の澪みおが指さしたのは変態後輩――ではなく、その後ろだった。

　グリーンの丸っこいボディが、木々の間から突とつ如じよ出現していた。

　チャッピーはエンジンではなくバッテリー駆動なのか、動作音がほとんどしない。そのせいか――葉月は、すぐ真後ろに現れたロボットにまったく気づいていないようだ。

　いくら変態でも……後輩で、女の子だしな。見殺しにするわけにもいかないか。

「おい、葉月ちゃん。妄もう想そうは後にして、こっちに来い」

「……は？　なんでわたしが、あんたの言うことをきかなきゃいけないのよ」

　予想どおりの反応だけど、そこにいると君が危ないんです。

　ああほら、チャッピーは今度は無言でブレードを振りかぶり始めたぞ。

「葉月、いいから来なさい。そこにいるとヤバイのよ。あんたの妄想もたいがいヤバイけど、それ以上に」

「わたしの妄想よりヤバイものなんて存在しません！」

　力強く言い切ったなー。

「だから、もう少しだけ。そこにいるにっくき神しん堂どう祐貴と澪様を見ながら、妄想させてください。にゃふふふふ」

「ダメだ、こりゃ……」

　俺は頭を抱かかえてため息をつく。

　葉月は、また妄想モードに入ったらしく、目を閉じてうっとりした表情を浮かべた。

　なんかもう、葉月ごとチャッピーを撃ってやりたい気分になったのは、気の迷いだと思うことにして。

　できる限り、アレは使いたくない。本当の使い方を知ったというのもある。

　だが、自分のこだわりに縛られて、なにかを失ってしまうなんてバカげている。

　だから――

《河合かわい葉月！　今すぐ俺のところに来い！　全力で走れ！》

「わかったわ！」

　ついさっきまでの妄想モードはどこへ行ったのか。

　葉月は俺の言葉に力強く頷うなずくと、脇わき目めも振らずに走ってこちらへとやって来る。

「王の声オーバーロードか……」

　すぐ隣で、澪がぽつりとつぶやくのが聞こえた。

　そう、俺おれが持っているろくでもない能力――

　あなたの言葉は、人の魂たましいを震ふるわせ、神にすら届く。

　かつて、誰だれかがそう呼んだ『王の声オーバーロード』。その力で発せられた言葉を聞いた者は、どんな荒こう唐とう無む稽けいなデタラメでも真実だと思い込み、言葉が命令であれば無条件にそれに従う。

　能力の発動条件は相手の名前、あるいはあだ名などを呼ぶだけ。

　俺の言葉に聞く耳を持たない、葉は月づきのような生意気で思い込みの過剰な女の子だって、『王の声』で発せられた言葉には逆らえない。

　人を奴隷にしてしまいかねないこの能力を、俺は心底嫌っていた。本当の使い方を知った今でも、さほど好きでもない。

　非常時には役に立つので、否定もしきれないのだが……。

「って、葉月ちゃん!?」

　走り寄ってきた葉月は、俺の胸にどーんと飛び込んできた。女の子の柔らかな身体からだの感触と、いい匂においがする髪に、一瞬頭がくらりとする。

　なんでいきなり抱きついて――って、『俺のところに来い』をそう解釈したのか。

「祐ゆう貴き、来るよ！」

　澪みおが鋭く発した警告に、俺は顔を上げる。

　今まさに、チャッピーが六本の脚あしを器用に動かしてこちらに迫ってきていた。

　迷っている暇は――ない。葉月に妙な動きをされても邪魔になる。

《葉月！　耳をふさいでじっとしてろ！》

　俺は再び『王の声で』で命令しつつ、Ｍ４を構える。

　ボディに銃弾は効かない。ジョイントを狙ねらっても足止め程度にしかならない。

　だが、ボディの正面真ん中あたりに、半球状のセンサーらしきものが見える。あれもそれなりに頑丈ではあるだろうが、装甲が施されているわけでもない。

　俺はすうっと息を吸い込む。ハルカと戦ったときに、彼女の刀を銃弾でへし折ったのは、決してまぐれじゃない。細い刀身に比べれば、センサーは直径二十センチくらいある。

「当たれ！」

　続けざまに引き金を絞り、迫ってくるチャッピーのボディに着弾する。センサー部分に四発目が命中して――ばりん、と砕け散った。

「よし！」

　俺からほんの二メートルほどのところまで迫ったところで、チャッピーは動きを止めた。センサーが破壊されて、目標を見失ったためだろう。動力を破壊したわけじゃないけど、とりあえずはこれで――

「目標ヲろすと。目標ヲろすと。コレヨリ、ですとろいもーどニ移行スル」

「へ？」

　チャッピーは、ぶるぶるとボディを震わせながら二、三歩よろめくと。

「全テヲ破壊スル！」

「ちょっ……！」

　俺おれは、葉は月づきを抱きかかえて後ろに跳躍する。

　チャッピーは無む闇やみやたらにブレードを振り回しながら、周囲を薙なぎ払い始めた。

　宣言どおり、この世のすべてを破壊し尽くすような勢いだ。

　小川のそばに生えていた太い木が、ブレードでバターのように斬きられて倒れ、大きな地響きを上げる。

「じょ、冗談じゃないぞ、余計ヤバくなったじゃん！　葉月ちゃん、逃げるから走れ！」

　と言ったところで、抱きかかえている女の子が気絶していることに気づいた。

　迫り来るチャッピーが怖くて、気を失っちゃったのか……。まあ、これでもヒメ神ガミでもなんでもない女の子だもんなあ……。

「祐ゆう貴き、こっち！　川を渡って！」

「あ、ああ！」

　いつの間にか、澪みおは小川の向こう岸に渡っていた。川の幅はほんの三メートルほどで、足首までの深さしかない。

　俺は、めちゃくちゃに暴れ回るチャッピーから離れて、葉月を抱かかえながら川を渡る。

「澪、悪いけど、葉月ちゃんを頼む。俺は、アレを少しでも食い止めるから」

　俺に任せて先に行け、なんて台詞せりふを自分で言うハメになるなんて思いもしなかった。

　けど、俺がやるしかないしなあ。魂たましいのない機械には、『王の声オーバーロード』も通じない。最初で最後のデートにはしたくないけど、マジで命懸けになってきた。

「いや、いいよ。祐貴こそ下がってて」

「え……？」

　澪は、にやりと笑って、俺を押しのけて前に出た。

　チャッピーは辺りを走り回りながら、こっちに近づいてくる。そして、派手に水しぶきを上げながら小川を渡ろうとしたそのときに――

「待ってたよ！」

　澪のそんな声とともに、小川が爆発した。

　いや、ゆっくりと流れていた水が突然勢いを増して溢あふれ出し、鉄砲水のようにチャッピーに襲いかかり、バカでかいボディを押し流してしまう。

「……な、なんだ、今のは？」

「祐貴、わたしにだってヒメ神の『天罰』の力はあるんだよ。会長が電撃を使うように、わたしは水を操れるの。まあ、まだまだ微妙な力だけどね」

　澪の言うとおり、大したパワーはないらしく、チャッピーも数メートル流されただけだった。それでも、水の勢いに押されて、ボディが横倒しになっている。

「ついでに言うと、わたしは運動能力に優れたタイプのヒメ神なんだよ。たとえば、こんな感じに」

　澪は落ち着いた動作で、川の中に入っていくと、地面に転がっていた一ひと抱かかえもある巨大な石に触れて――一気に持ち上げた。

「えっ!?」

　自分の目を疑わざるをえない光景だった。澪みおは三十キロ以上はあるであろうその石を軽々と抱かかえて、チャッピーのほうに向き直った。

「せぇーの！」

　澪は石を両手で高々と持ち上げ、無造作に放ほうり投げた。

　石は一直線に飛んで――チャッピーのボディに勢いよく激突した。

「グワアァァァ――――っ！」

　またもやチャッピーは妙に人間っぽい悲鳴を上げ、命中した石が地面に落ちると、ボディにはくっきりと大きなへこみができていた。

　そして、ロボットはぴくりとも動かなくなった。

「おー、壊れたかな？　意外にもろいもんなんだね」

「な、なんか凄すごかったな……」

　思わず、声が上ずってしまった。

　澪が軽く投げた石は、男の俺おれでも持ち上げるのがやっとの重量だろう。ましてや、ぶん投げるなんて、ほとんど不可能だ。

「凄いことは凄いんだけど……ちょっと欠点もあるんだよね」

「欠点？」

「さっきみたいなパワーを出しちゃうと、身体からだがめちゃくちゃ熱くなって……」

　澪の顔がみるみる赤くなってくる。

　それだけでなく、首やあらわになったままの太もももうっすらと朱あかに染まり始めている。

「ああもうダメ！　こんなの着てられない！」

「おおぃ、待て！」

　俺の制止もむなしく、澪はジャージの上着を脱ぎ捨て、その下に着ていた白いＴシャツも躊ちゆう躇ちよなく脱いでしまう。

　ご丁寧にブラまで下に合わせて縞しま模も様よう――というか、そんなことはどうでもよく思えるくらい、とんでもなく胸がでかい。なんだあれ……なに食って育ったら、あんな大きさになるんだ。

　規格外にでかい胸もうっすらと赤くなっていて、なんだかやけに色っぽい。そういえば葉は月づきもまだ抱えたままで、いい匂においがしてるし、もうなにがなにやら。

「身体がオーバーヒートしちゃうのが、熱くなるのが欠点なんだよね。だから、ヒメ神ガミの力ってあまり使いたくないんだよ」

「そ、そうだったのか」

　目のやり場に困ってしまうが、そういうことなら仕方ない。

　澪はぱしゃぱしゃと小川の水を身体に掛けながら唸うなっている。どうでもいいが、その身体の火ほ照てりはいつ治るものなんだろうか。それまでずっと、半裸でいるつもりか。

「参ったなあ……」

「私ハ、マダ参ッテイナイ……」

「げ」

　倒れていたはずのチャッピーが立ち上がり、ブレードをびゅんびゅんと振りながらこっちに近づいてくる。センサーは壊したはずなのに、ロボットのくせにカンで動いてるのか？

「まずいな……」

　ライフル弾じゃ倒せないのは実証済み。澪みおもオーバーヒートのようだし、葉は月づきは気絶したまま役に立たない。

　あれ？　今度こそマジで死ぬんじゃないか……？

　いやいや、それより澪と葉月だけでもなんとか――

「やっと見つけたわ！」

「今度はなんだ！」

　澪とも葉月とも、もちろんチャッピーとも違う声に、俺おれはヤケクソ気味にツッコミを入れる。もうなにが出てきても驚かないぞ。

「なんだ、とはご挨あい拶さつじゃないの、祐ゆう貴き君。後で、正しい挨拶の仕方を生徒会長みずからじっくり教えてあげるわ」

「か、かなみ……」

　チャッピーが現れたのと同じところから姿を見せたのは、鳴なる神かみかなみだった。

　かなり山を歩き回ったのか、着ている制服がずいぶんと汚れてしまっている。

　しかも、なんだかご機嫌斜めのようだ。

「まったく、木ばっかりで鬱うつ陶とうしいったらないわね。生徒会長権限で丸ごと焼き払ってやりたくなってきたわ」

「とんでもない自然破壊だなー」

　かなみの場合、本気でやりかねないのが恐ろしいところだ。

「全テヲ！　全テヲコノ手デ破壊スル！」

　おっと、あいつがいたんだった。チャッピーは、存在を忘れられて拗すねたわけじゃないだろうが、さらにメチャクチャな動きで暴れ回っている。

「うるさいわよ！　あたしは今、ものっすごい機嫌悪いんだから！」

　かなみは、チャッピーをすうっと指さして――人差し指から青白い火花が散り、落雷のように電流が走った。

「ヌアァァァァ―――――っ！　アッアッ、アアアアアアッ!!」

「……嫌な悲鳴を上げるわね。ロボットのくせに」

　電流に打たれたチャッピーはよろよろと横によろめいてから。

　死んだ虫のように逆さまにひっくり返って、完全に動かなくなった。

「さすがに機械だけあって、電撃には弱かったか」

　しかし、あのでかいロボットを一撃で仕し留とめるとは。

　チャッピーも怖いが、うちの生徒会長はもっともっと恐ろしい。

「警備ロボットのことなんてどうでもいいわ。それより……祐ゆう貴き君」

　俺おれにまっすぐに向けられてきたかなみの目に込められているのは――明白な殺意。

「会長、なかなかいいタイミングだったね。助かったよ」

「ん、んんん……」

　下着姿で、全身がびしょ濡ぬれのまま、かなみに笑いかけている竜りゆう崎ざき澪みお。

　俺に抱きかかえられて、気を失っている河合かわい葉は月づき。

「祐貴君。あなたは、いったいなにをやっているのかしら？」

「…………」

　まあ、この状況を見れば、かなみでなくても同じ質問をするだろう。

　当然、俺でなくても事情を簡単に説明することはできまい。

　少なくとも――怒りに震ふるえているかなみを納得させられる説明は、俺には思いつけない。

　俺が口ごもっていると、なぜか唐突にかなみはにっこりと笑った。

「いいわ。祐貴君も上う手まく言えないみたいだし、説明は起きた後にしてもらうわ」

「起きた後……？」

「そう。あなたには、これから一眠りしてもらうわ」

　かなみは背筋が凍りつくような笑みを浮かべて。

　両手をゆっくりと広げた。

　その手のひらからは、青い火花がばちばちと飛び散っている。

　見ただけで、さっきチャッピーにくらわせた電撃よりもはるかに強力な電気がたくわえられているのがわかってしまう。

「おやすみ、祐貴君。永遠の眠りにならないことを祈ってなさい」

「ぎゃーっ！」

　思わず悲鳴を上げた俺の前で、ゆっくりとかなみの人差し指がこちらに向けられる。

「あーあ、これでデートはおしまいか。ちょっと遊び足りなかったなあ」

　俺が最後に聞いたのは、澪のそんな残念そうな声だった。

　青白い閃せん光こうがほとばしるのを、他人事のように眺めながら。

　なにはともあれ、できれば生きて再び目覚められるようにと。

　ついでに、デートが中断したお詫わびもできるように――と、俺は祈った。



    

  
    
      
２章　二人だけのちょっぴり甘い夜



　昔の、夢を見た。

　といっても、それほど昔でもない。

　たぶん、四年くらい前。俺おれが十二か十三歳だった頃ころのことだ。

　いつものように、母にどことも知れない外国に無理矢理連れて行かれ、一メートル先も見えないような吹雪の中、なにもない雪原をひたすら歩かされた。

　どんなに訓練を積んだって、寒いものは寒い。極寒の環境に耐える体力をつけ、効果的な防寒対策を身をもって学ぶことが重要なのだ。

　母親はそれを俺に教えたかったらしいが、別に北国に住んでいるわけでもないので、そんな訓練になんの意味があるのかさっぱりわからなかった。

　俺がぶつぶつ文句を言いながら歩いてると、母は決まってこう言ったものだ。

　あらゆる危機に、考えて対処できるようになりなさい。

　適当というか、その程度の当たり前のことを教えるために、なぜ息子を下へ手たすりゃ死ぬような雪原に連れてくるのか。

　今だから言える。

　うちの母親は、アホだったんじゃないだろうか……。





「んん……？」

　ゆっくり目を開けると、なにか白いものが目に入った。なぜか頭がぼんやりしていて、それがなんなのか判別できない。

　おかしい、なんだか寒すぎるような気がする。

　山中にある桃もも女じよは比較的気温が低いけれど、五月に入ってからは少しはあたたかくなってきたはずだ。寒さがぶり返したのか。

「……起きた？」

「…………っ！」

　俺は、半開きだった目を大きく開いた。

　見えていた白いものは――女の子の膝ひざ頭がしらだった。つるりとしていて、雪のように真っ白なヒザ。

　慌あわてて飛び起きて、状況を確認する。

　どうやら、ベッドで寝ていたらしい。俺の顔のすぐ横に、女の子がぺたんと座り込んでいたわけか。

　その女の子は――

「え、えーと……氷ひ室むろ慧けい……ちゃん？」

「そう、ボクは氷ひ室むろ慧けいちゃん」

　彼女は、こくりと小さく頷うなずいた。

　肩より少し長いくらいの、不思議な銀色の髪。

　大きな瞳ひとみと、ちょこんと鼻に載っている眼鏡めがね。

　どういうわけか、旅館の浴衣ゆかたのようなものを着て、前をだらしなく開け、帯もきちんと結んでいないので裾すそも乱れてしまっている。

　薄いふくらみが覗のぞいている胸元には、パールを一粒通しただけのネックレスがぶら下がっている。

　まだきちんと話したことはなかったが……彼女も、ヒメ神ガミの一人だ。

「君……なんでここにいるの？」

　とりあえず、彼女の前に座りながら、思いついた疑問を口にしてみた。まったく状況が呑のみ込めない。

「なんでもなにも、ここはボクの部屋だから」

「慧ちゃんの部屋？」

　ということは、ここはヒメ神たちが住む第三女子寮か。

　俺おれはあらためて、部屋を見回してみる。

　二十畳ほどの広い部屋には、俺たちが座っているベッドが一つ。枕まくら元もとにノートパソコンが置かれていて、スクリーンセーバーが作動中だ。

　ベッドの上には、替えのものらしい浴衣やタオルがいくつか散乱している。

　そのベッドの周りは――カオスというか、えらいことになっている。

　パソコンの筐きよう体たいらしきものはまだわかるが、用途もわからない機械がいくつも転がっていて、ランプがちかちか光っていたり、謎なぞの数字を刻んでいたり、時折回転音を響かせたりしている。おまけに、ごちゃごちゃに絡んだケーブルが何十本も床を這はっていて、足の踏み場もない。

「慧ちゃん、ホントにここで暮らしてんの？」

「うん、最近は学校も行ってないし、ほとんど一日中ここにいる」

　ぼけーっとした調子で、慧は答えた。なんか、表情に乏とぼしい子だなあ。

「学校行ってないって、君は何年生？」

「中二。ボクは登校しなくても、別に文句は言われない。そういう約束で桃もも女じよに通ってるから」

「ふうん……」

　まあ、あんなロボットを作っちゃう頭脳の持ち主だしな。学校側が少々のことには目をつぶるのもわからないでもない。

「じゃあ、次の質問。なんで俺はここにいるの？」

「ボクが君に用があったから。でも、君は気絶して起きないっていうから、貴き理りに頼んでここに連れてきてもらった。こっちから会いに行くのはめんどかった。で、ずっと起きるのを待ってたの」

「……用ってなに？」

　慧けいは座ったまま、ずるずると足を動かして俺おれに近づいてきた。

「チャッピーは、ハルカにやられた後、解体して作り直したの。というか、対ハルカ用の兵器として根本から設計をやり直した」

「確かに、前とは別物だったな、アレ……」

　かなみが現れなかったら、まず間違いなく俺は奴やつにやられていただろう。ていうか、あの後俺はいったいどうなったんだ。

「ただ、チャッピーのメインメモリは前のボディから流用したの。ハルカがメモリを書き換えて生徒や職員を識別できなくしていたのをすっかり忘れて、山に放ほうり込んで慣らし運転させてたら……」

「そういや、ハルカが前に変な機械で書き換えやってたな。で、俺と澪みおがアレと遭遇して、戦闘になっちゃったってわけか……」

　桃もも女じよの生徒が入り込んでもおかしくない山中に、あんな殺人兵器を投入するはずがないもんなあ。ただのミスだったのはわかるが、それで殺されちゃたまらん。

「だから、君と澪には謝らなきゃいけないと思って」

　そう言って、慧は正座して、揃そろえた両手の指をベッドの上にちょこんとつけた。

「ごめんね」

「……い、いや。あらたまって謝らなくてもいいけどさ」

　意外に素直な謝罪をしてきた姿に、なんとなく苦笑いしてしまう。無表情で考えが読みにくいけど、けっこういい子なのかもしれない。

「でも、うちの子チヤツピーが迷惑かけちゃったから。アイス、食べる？」

　慧はどこからかカップアイスを取り出して、俺に手渡してきた。

「このクソ寒い部屋でアイス？　つか、なんでここ、こんなに寒いんだ？」

　おかげで、昔の嫌な夢を見ちゃったし。

「機械は冷やしたほうが調子がいい。ボクも寒いほうが好き」

「あんまり身体からだによくないぞ」

「君も……祐ゆう貴き先輩のことも、けっこう好き」

「へ？」

　慧は、ノートパソコンを引き寄せて、かたかたとキーを叩たたき始める。

「またチャッピーは壊れたけど、データは助かったの。君とチャッピーの戦闘で、いいデータが取れた。祐貴先輩は強すぎず、弱すぎず、いい感じに戦ってくれたから、ちょうどよかった。ボクの研究に役立ってくれる人は、みんな好き」

「ど、どういたしまして？」

　喜んでいいのか、判断がつきかねるお言葉だ。

「データを詳しく解析すれば、今度こそハルカを倒せるロボットが作れる」

「ハルカにやられたのが、よっぽど悔くやしいんだな……」

「あんな前時代的な白はく兵へい戦せんで、ボクのロボットがやられちゃダメなの」

　相変わらず無表情のままだが、慧けいは燃えているらしかった。

　やはりヒメ神ガミの一人だけあって、彼女も相当に変わっている……。難しそうな子に見えて、わざわざ謝ってきたりとか、コミュニケーションはけっこう取りやすそうだけど。

「うーん」

　俺おれは、夢中でキーを叩たたき続ける慧を眺めながら、もらったアイスのフタを開けて、一口食べる。

「……冷たっ」





　寒さに震ふるえながらアイスを食べ終えると、慧の部屋からおいとますることにした。

　慧という子にはそこそこ興味もあったが、作業に熱中しているようだし、邪魔をするのも悪い。

　彼女の部屋から廊下に出ると――

「……あれ？」

　そういえば、慧の部屋はカーテンが引かれていたから気づかなかった。

　窓の外は、夕暮れの色に染まりつつあった。

　時計を確認したわけじゃないけど、俺がかなみの電撃をくらって気絶したときは、まだ午前中だったはず。

「えらい長いこと気を失ってたんだな……」

　誓約エンゲイジを交わしたことで、かなみの電撃はパワーアップしたらしいが、彼女を怒らせないように気をつけないと、マジであの世行きになりかねない。澪みおは半裸で、俺が葉は月づきを抱きしめてるところを見られりゃ、潔けつ癖ぺきなかなみが怒るのも当然だもんな。

「あっ、旦だん那なー。やっと出てきたんすね」

「マツリ？」

　廊下の先から、ばたばたと足音を立ててメイド服の女の子が走ってくる。

　元は貴き理りのメイドで、今は一応、俺の専属ということになっているマツリだ。軍ぐん曹そうと同じく、本名は不明。神しん堂どう家の使用人は、全員が元々の名前を捨てて、使用人としての新しい通称を使うことになっているのだ。

　とにかく元気がよく、三つ編みにした髪をぴょこぴょこ揺らしながらいつも走り回っている。とはいっても、あまり仕事をしている印象もない。

　マツリは一ヶ月くらい俺についているが、未いまだにメイドとしての能力はいまいち不明だったりする。無駄に騒がしいだけで、この先もあまり明らかになりそうにない。

「ずいぶんお待ちしたっすよ。でも、ヒメ神の慧さんのお部屋に入っていくわけにもいかないし、ずっと廊下でやさぐれてました」

「そりゃー悪かったな」

　神しん堂どう家の他ほかのメイドたちの名誉のために言っておくと、ここまでぞんざいな言動と態度を示すメイドはマツリ一人だけだ。他のメイドたちは礼儀正しく、遠慮深く、文句一つ言わずに仕事をこなしている。

　もっとも、神堂家を出てから十年、庶民として暮らしてきた俺おれにはマツリのフランクな性格がありがたいのだけれど。

「まったくもう、旦だん那なには手を焼かされますよ。ああっと、あれ置いてきちった」

「あれ？」

　俺の質問には答えず、マツリは廊下を引き返していった。

　どうでもいいが、マツリは俺を御主人様だのシェフだの呼んでいたけど、旦那という呼び方が一番しっくりきたらしい。

「あああっ、なんでっ!?」

「ん？」

　マツリの素すっ頓とん狂きような声が聞こえ、廊下の角から彼女がよたよたしながら戻ってきて――

続いてメイド服を着たハルカが姿を現した。

　ハルカは、大きなトランクを引きずっている。

「ごきげんよう、祐ゆう貴きさん。気絶されたと聞いてましたが、意識が戻られたのですね」

「ハルカさん？　なにしてんの？」

「まったくですよ！　ハルカさんはここに用はないはずっす！」

　なにやらマツリはエキサイトしている。いつもこんな感じではあるけど。

「嫌ですわね、祐貴さんが倒れたと聞けば駆けつけるのは当然じゃありませんか。で、寮の玄関にこのトランクが置いてありましたのでお持ちしただけですわ」

　ハルカは自分の身体からだの半分ほどもありそうなトランクを床に置き、ぽんと叩たたいた。

「それはちょっと重たかったから玄関に置き忘れてきただけです！　旦那に渡すのはウチの仕事なのに！」

「まあまあ、マツリさん。私も今は神堂家のメイドなのですし、仲良くお仕事すればよいでしょう」

「ハルカさん、怪しいんですよね……。旦那の専属メイドの座を狙ねらってないっすか？」

「そのポジションはいつでも奪い取れますので、マツリさんを焦あせらせて楽しんでいるところですわ」

「仲良くなんてなれません！」

　マツリが泣きそうになっているのも、無理はないと思う。ハルカも相変わらず笑顔で怖いことを言うものだ。

　この怖いもの知らずっぽいマツリでも、ハルカには勝てないか……。

「と、とにかくこのトランクはウチが持つんです！」

　慌あわてながらマツリはハルカの手からトランクを引ったくり、重そうに持ち上げて俺の前にどんと置いた。

「なんでもいいんだけど、このトランクはなんだ？　マツリ、夜逃げでもするのか？」

「どーうしてウチが逃げなきゃならないんですか！　そりゃあ、旦だん那なに武器を横流ししたのがバレて、ヒラのメイドに降格させられましたよ！　でも、逃げ出すようなことでもないっす！」

「あー、その件は悪かったって」

　マツリは俺おれの専属メイドになってから地位が上がり、警備部隊への命令権も入手していた。しかし、以前に俺がハルカと戦うために、マツリに頼んで警備部隊からサブマシンガンを横流ししてもらったのだが、その件がメイドのボスにバレて、お仕置きをくらうとともに格下げになったらしい。

「今や、祐ゆう貴きさん専属の座すら危うくなりましたものねえ」

　危うくしている本人がしみじみと言った。

「危なくなーいっ。専属の特別手当だけが今のウチの希望なんですから！　ハルカさんはあくまでお屋敷付きのメイドです！　永遠に！」

「あなたは無邪気すぎて、お怒りになっても憎しみがまったく込められませんわね。いまいち面白くないですわ」

「ハルカさんを楽しませるために生きてるんじゃないっす！　ウチはウチのためだけに生きてますから！」

　そこまできっぱり自分大好きを宣言できるのも、いかがなもんだろう。相手を憎まずに怒れるっていうのも凄すごい話だが。

「メイドだって遊びでやってるんじゃないんです。メイドは遊びじゃないんです」

「なんで微妙に言い直したんだ？」

「だって、ウチには目的がありますから！」

　マツリは真剣な顔をして、俺のツッコミを軽くスルーする。

「ウチはまだまだまだあきらめてません。働いてお金を貯ためて、暖だん炉ろのある広い一戸建てを買って、庭で白い大型犬を飼うんです」

「一人で一戸建てなんかに住んでどうするんだ？」

「一人じゃござーせん！　優しくて男前で、親とは別居で、ウチにはあまり干かん渉しようせずに好きにやらせてくれて、通帳とハンコを預けてくれる旦那様を見つけるんですよ！」

「……まあ頑張れ」

　少なくとも、家は自力で手に入れるつもりらしいから、そこは評価してもいいだろう。

「なるほど、よい野望ですわね。これは本気で専属の座を狙ねらってもいいかもしれません」

「邪魔する気満々!?　ダメです、旦那の専属なんかになったらソッコーで妊娠します。子だくさんです」

「そういうことなら、既すでに専属のあなたも危険ということになりますわ」

　ハルカはにっこり微笑ほほえんでそんなことを言う。完全に小こ馬ば鹿かにしてる笑みですね、ハルカさん。マツリも人をなんだと思ってるんだ。

「ウチは平気です。なぜなら、可か憐れんな少女は愛する人と結ばれる運命さだめにあるからです」

　マツリは、うっとりした顔になって遠くを見始めた。

　さすがのハルカも、気味悪がっているのか呆あきれているのか、微妙な表情をしている。

　これだけ楽観的に生きられたらさぞ楽しいだろうなあ……。

「そのためにも、小さなことからコツコツとです。このトランクに旦だん那なの着替えとか日用品とか詰めてあります」

　マツリは真顔に戻って言った。

「なんだ、夜逃げするのは俺おれか？」

　桃もも女じよに編入したばかりの頃ころなら、喜んでここから出て行っていただろうが。

「ウチもよく知らないです。とにかく、お嬢からの伝言で、着替えを持って地図のこの場所に行けって」

「貴き理りが……？」

　マツリが差し出してきた地図を受け取って、俺は首を傾かしげる。地図の一点に、赤ペンで×印がついている。

　貴理の奴やつ、どこかへ出かけたはずだけど、戻ってきてたのか。

　俺に楽園ハーレム作りを命じた張本人は、今度はなにをやらせようっていうんだろ。



    

  
    
      



    

  
    
      　暗くなってきた空の下を、トランクを引きずりながら桃もも女じよの敷地内を歩いていく。

　マツリとハルカはしょうもない言い争いをしながら屋敷に戻っていった。地図の場所へは俺おれ一人だけで行かなければならないらしい。

　昼間は綺き麗れいに晴れていたのに、灰色の雲が出てきている。目的地は遠そうなので、急いだほうがいいかもしれない。

　地図は、神しん堂どう家と桃女の敷地の見取り図にもなっていた。一ヶ月以上住んでいるのに、どこになにがあるのか、正確に知るのは今が初めてだ。

　山を崩して確保された桃女と神堂家の敷地は、ほぼ長方形になっている。四つのエリアに区分けされているが、壁やフェンスで区切られているわけではない。

　長方形の右上に位置するエリアには、桃女の中等部・高等部の校舎や中庭、裏庭、それに三つの女子寮、職員たちの寮がある。生徒会が使っている黄おう玉ぎよくの館やかたもこのエリア内だ。

　左上のエリアが一番広い。グラウンドや体育館、二つあるプール、テニスコート、弓道場や乗馬用のコースなんてものまであるらしい。俺が連れて行かれた連合の本部もこのエリアだ。不自然に空いている空間もあるが、たぶん地図には描けない施設とかがあるんだろう。Ｇガールズ関係の施設があるのかも。

　で、右下の辺りのエリアが神堂家の敷地だ。俺と貴き理りが住んでいる本館の他ほかに別館がいくつかあり、最初に俺を拉ら致ちってきたときにも使われたヘリポートもある。地図で見るとさほど広く感じないが、縮尺から考えると、個人の住宅としては充分すぎるほど常識外れだ。

　そして――

　俺が向かっているのは、この三つのうちのどれでもない、左下に位置するエリアだ。

　ちなみに、地図ではそこは真っ白だ。エリアの真ん中あたりに、ぽつんと付いている×印がどことなく不気味に見える。まさか、宝が埋まってるわけでもないだろう。

　マツリによると、「あんま行ったことないけど、原生林みたいなんでしたよ」とのことだ。マツリが「原生林」なんて単語を知っていた驚きはほっとくとしても、なにやら嫌な予感がして仕方ない。

　とにかく、歩くこと十数分。

　謎なぞのエリアに着くと、確かにそこには鬱うつ蒼そうとした林が広がっていた。山に続いて、またこんな自然の中に入っていけっていうのか。散々、山を走り回ったばかりなのに。

　原生林っぽいけど、一応道らしきものもある。

　×印のほうへと、さらに歩いていくと――突然、視界が開けた。

「なんだこりゃ……？」

　林の中に現れたのは、妙に四角い、コンクリートの建物だった。見たところ、三階建てのようで、玄関のところは自動ドアになっている。

　ここでなにが巻き起こるのだろうと考えていると、その自動ドアが開いて、建物の中から数人の人間が出てきた。先頭に立っている小柄な人物の姿に、ため息が漏れる。

「兄にい様さま、お疲れのところすみません」

　軍ぐん曹そうとＧガールズの兵士二人を引き連れて、貴き理りが俺おれの前まで歩いてきた。

「いいよ、可愛かわいい妹からの呼び出しだからな」

「そうですよね」

　貴理は、満面の笑みを浮かべて頷うなずいた。

「……一応言っておくけど、今のは嫌味だぞ」

「兄様は、貴理に嫌味なんて言いません」

「それはおまえが決めることなのか!?」

　遠回しに生意気なことを言うなと、脅おどしてきているのか？

「ええ、貴理が決めることです。あと実は、貴理はお出かけで疲れていますので、話はさっさと済ませちゃいます。お連れして」

　貴理が命令すると、横に控えていたＧガールズの兵士が建物の中へ戻っていった。一分も経たたずにまた自動ドアが開いて、兵士が一人の少女を連れてきた。

「げげ……」

「あなた、あたしの顔を見るたびにいちいち失礼な反応をするわよね」

　ばちっ、とさっそく電気を弾はじけさせる鳴なる神かみかなみ。とてもご機嫌斜めのようだ。

　かなみは私服に着替えて、さっきの無惨な有様からは回復している。いつもの、外見は完かん璧ぺきに可愛い鳴神かなみだ。

「いやほら、急に現れられると、びっくりするというか、心の準備が必要というか」

「そうね。確かに急に、というのはよくないわ。いきなり電撃をくらわすのも、あまりいいことではないわよね」

「う、うん。まあそうだなあ」

　なんだ、この物わかりのよさは。

「きちんと事情を聞いて、なにがあったのか確認してからでないと――」

　かなみは、偉そうに腕組みをして胸を張り、不敵に笑う。

「一撃で殺すか、いたぶってから殺すか、決められないからね」

「殺すのは確定なのか！」

「人けのない山の中に女の子を二人も連れ込むなんて、あたしの――じゃない。生徒会の一員がそんな不潔なマネをするなんて許せるはずないでしょ」

「あたしの、なに？」

「余計なことにつっこむと、今度は気絶じゃ済まないわよ」

　さらにばりばりと電流が弾け始め、かなみの髪が逆立ってきている。

　ヤバイ、机を木こっ端ぱ微み塵じんにしたこともあるかなみの本気の電撃をまともにくらったら、マジで一撃で死にかねない。

「兄様、かなみさんは事情も聞かずに電撃くらわせてごめんなさい、と謝っているんですよ」

「きっ、貴き理りさん！」

　かなみが頬ほおを赤くして、貴理をキッと睨にらむ。だが、貴理は涼しい顔のままだ。

「かなみさんが素直じゃないから解説したまでですよ。それに、このままでは話が進みませんからね。兄にい様さま、今日はかなみさんと――」

「あたしは知らないわ！　そっちで勝手に話をして！」

　かなみはそう言い捨てると、大おお股またに歩いて、また建物の中へ入っていった。

　ひとまず、助かったようだけど……。

「話って、いったいなんなんだ？」

「こちらの建物は、簡単に言うと兄様とヒメ神ガミが一緒に過ごすための場所です。難しく言うと、邪魔をされずに兄様がヒメ神にいかがわしいことをできちゃう場所なんです」

「その言い方は、難しいというのか？」

　澄ました顔で、うちの妹はなにを言ってるんだ。

「兄様とかなみさんには、今日はここで過ごしてもらいます。明日の朝までですから、半日ちょっとくらいですね」

「は？　かなみと二人で？」

「使用人もいませんから、食事やお風ふ呂ろの支し度たくは自分でやっていただきますけど。まあ、兄様はそのくらいできますよね」

「できるけどさ……なんで、二人きり？」

　俺おれが首を傾かしげると、貴理はやれやれといった感じで肩をすくめた。

「兄様もかなみさんも素直になれないんですから、無理にでもくっつけるしかないでしょう？」

「く、くっつけるって、おまえ……」

「もちろん、どこまでやるかは兄様たち次第です。ですが、兄様たちが生ぬるいようですので、ここを使うことにしたわけですよ」

「俺らのためだけに、建物一個造ったのかよ……なんつー無駄遣いだ」

「え？　兄様名義の借金で造りましたから、大丈夫ですよ」

「どこも大丈夫じゃない！」

　そんな金、俺が何年働けば返せるんだ……。

「そういうわけですから、兄様は遠慮なくこの建物――仮に『宝石の宮パレス』と名付けましたが、自由に使ってけっこうですよ。ヒメ神は七人いますから、一日一人ずつここに連れ込むと、一週間の予定が埋まりますね」

「毎日女の子をとっかえひっかえかよ。どんだけ人間のクズなんだ、俺は」

「ふぅ……」

　貴理は、深いため息をつくと、俺の胸にそっと右手をつけた。

「兄様……まだわかってないんですか？　ヒメ神は愛を必要とするんです。かなみさんはあまりガツガツしないでしょうけど、たとえば澪みおさんはどうですか？」

「…………」

　どうやったら誓約エンゲイジを交わせるのか。

　そう言ったときの、澪の声は真剣だった。いつも笑っている澪だけれど、あのときの彼女の言葉は本気だったと思う。

「前にも説明しましたよね。兄にい様さまにしか、ヒメ神ガミに愛情を注そそぐことはできないんです。きちんと彼女たちと向き合って、たっぷり可愛かわいがってあげてください」

「可愛がってって……俺おれは、かなみとだって付き合ってるわけじゃないんだぞ」

「建前はどうでもいいんです」

　ばっさりと切り捨てられたよ。

「彼女たちが必要としているものを、与えてあげてください」

「そう言われても。一応言っとくけど、俺だって誰だれでもいいわけじゃないぞ」

「影カゲヒメのことをお忘れですか？」

「…………」

　それを言うのは卑ひ怯きようだと思う――

　だが、忘れてはいけないことであるのも事実だ。

「一応、もう一度説明しておきますが、ヒメ神は兄様の『王の声オーバーロード』で愛情を注がれないと、影ヒメになってしまうんですよ。誰もが当たり前に持っている、愛されたいという感情ではなく、憎まれることを求めてしまう悲しい存在に」

　貴き理りの顔は、ほとんど無表情だ。

　なにを考えているかわからない妹だが、ヒメ神が影ヒメになることを悲しむくらいの優しさは持っていると思う。

「ただし、『王の声』で愛情を注ぐだけでもダメです。肌を重ねることで、ヒメ神たちもより深く兄様からの愛情を感じられるでしょう」

「肌って、おまえね……」

　いろいろぶっちゃけすぎじゃないだろうか。

「兄様、女の子にだって性欲はあるのですよ。抱かれることで愛情を感じ、満たされる。当たり前のことです」

「女の子に性欲があるのは、つい最近、よーく理解したけどね」

　主おもに河合かわい葉は月づきたち六姉妹ヘキサツドのおかげで。

「だったら、おわかりでしょう。女の子は抱いてあげて初めてモノにできるんです。触れもしないでモノにできるのは妹くらいのものですよ」

「おまえは、特殊な妹だからな!?」

　この妹、俺を愛してるとかなんとか言ってたこともあるが、どこまで本気なんだ。

　昔から俺に懐いてはいたけど、離れていた十年の間に貴理にいったいなにがあったんだよ。

「つーか、貴き理りも俺おれにこだわってる割にヒメ神ガミとくっつけるのは平気なんだな……」

「ヒメ神を落とすように仕向けるのは神しん堂どう家当主の義務ですから。貴理個人としても……まあ、兄にい様さまに愛人が数人できる程度のこと、笑って許容できる器量はありますよ」

「……おまえ、なんか怖い」

　じゃあ正妻は誰だれなんだというツッコミが、答えが怖くてできません。

　やはり一度、兄と妹という関係をなんらかの形できっちり示しておいたほうが……。

「とにかく、今は貴理のことはいいんです。竜りゆう崎ざき澪みおのこともひとまず置いておきましょう」

「澪のこともいいのかよ」

　自分で次のターゲットに指定したくせに。

「釣った魚にもエサをあげないといけません。誓約エンゲイジを交わしたらそれで終わりではないんですよ。ガンガン愛情とかその他ほかいろいろ、鳴なる神かみかなみに注そそいであげないと」

「…………」

　その他ってなにを注げばいいんだとか突っ込んではいけない。

　うちの妹は具体的に答えてしまう可能性がとても高いから。

「誰でもいいわけじゃないことくらい、わかっています。ですが、兄様が鳴神かなみへの手出しをためらうのは、息をしてない人を前にして『え、でもファーストキスになっちゃうし……』って人工呼吸を嫌がるようなものですよ」

「すげぇたとえだな……」

　割と的を射てるとは思うが。

「かなみさん、澪さん、慧けいさん、ついでにハルカさんも一応ターゲットにしてかまいません。それに、残りのヒメ神たちも。兄様は、全員と要領よく付き合って、全員を全力で愛しちゃってください。兄様なら、それができます」

　背の小さい妹は、つま先を伸ばして俺の頬ほおを両手で包み込むようにしてくる。

「大丈夫、安心してください。兄様には素質があります。七人の女の子たちを同時にモノにしてしまえる、ケダモノになる素質が」

「やな素質だな」

　実の兄貴をケダモノ呼ばわりとは、やはりこの妹はいい性格をしている。

　だが、貴理が言うことはたいてい正しいのが困ったところだ。

　少なくとも、俺はかなみに対しては無関係だなんて、とても言えないようになっている。

　それになにより、かなみが愛情を必要としていることも、影カゲヒメになってしまったハルカのことも知ってしまっている。

　もうとっくに、なにもしないなんていう選択肢は消えているのだ。

　俺は漏れそうになるため息を抑えて頷うなずいた。

「まあ……なんとか努力はしてみるよ」





　宝石の宮パレスの一階にはキッチンとダイニング、それに風ふ呂ろとトイレがあった。ダイニングはそこそこ広いが、特におかしなところはない。ごく普通の家にもありそうな設備だ。

　他ほかにも部屋が二つあったが、鍵かぎがかかっていて入れなかった。

「この鍵じゃダメなのかな」

　貴き理りから預けられた鍵をかざしてみる。よく見ると、２０１という数字が刻まれている。俺おれの家なのに、２０１以外は自由に入れないのかよ。

　不条理を噛かみしめつつ、トランクを抱かかえて二階に上がってみると。

「あ……」

　なぜか廊下に座り込んでいたかなみが、俺に気づいて立ち上がる。彼女の横には、大きめのバッグが置かれている。

「やっぱり、あなたも来たのね」

「今日は家に帰っても入れてくれないんだってさ。だったら、ここに泊まるしかない」

　春になったとはいえ、夜はまだまだ冷える。雲行きも怪しかったし、屋根のないところで眠るキツさは知っているから。

「ところで、なんでそんなとこに座り込んでんの？　部屋に入れば？」

「貴理さんに２０１って書かれた鍵をもらったんだけど、２０１の部屋のドア、この鍵じゃ開かないのよね。他のドアも試してみたけどダメだったわ」

　かなみは、手に持っていた鍵を訝いぶかしげに見つめる。

　２０１と書かれたドアを見てみると、鍵穴が二つついている。ということは……。

「かなみ、ちょっといいか」

「……なるほど、そういうことね」

　俺が鍵を取り出したのを見て、かなみはすぐに察してくれたようだ。

　二人同時に鍵を差し込み――ゆっくりと回すと、がちんと音を立てて鍵が開いた。

「まったく、面倒くさい。貴理のやりそうなことだな……」

「なに言ってるの、貴理さんはいい子よ」

　人前では猫をかぶっている貴理の本性を、かなみはまだ知らないらしい。

「とりあえず入るわよ、あたしも今日は山を歩き回って疲れたし、ゆっくりしたいのよ」

「…………」

　かなみはバッグを持ち、俺を押しのけて部屋の中へ入っていく。と思ったら、すぐに立ち止まった。彼女の後ろから部屋を覗のぞき込んでみると――

「……これはまた、えらく渋しぶい部屋だな」

「あたし用の部屋か……。やっぱり、貴理さんはあたしの過去を知ってたのね」

　かなみが呆あきれたように言った。

「貴理はあれでも、学院のオーナーだからな。生徒に怪しいのがいないか、素性を調べるのは当然といえば当然か」

「学校で一番怪しいあなたが言うと、説得力があるわね」

　さらりとひどいことを言ってから、今度こそかなみは部屋の中に入った。

　部屋の広さは八畳ほど。神しん堂どう家の俺おれの部屋や、女子寮の個室に比べればずっと狭い。

　畳敷きの和室で、部屋の中央にはちゃぶ台が置かれている。隅っこにどこから見つけてきたのか、今時珍しいブラウン管ＴＶがあり、押し入れも付いている。なぜか窓にはカーテンがないが、それを除のぞけばある意味では普通の部屋だ。

「庶民生活に偏見があるような気もするけど……なんだか懐かしいわ。あたしが母さんと住んでた部屋にどことなく似てるわね」

「へぇ……」

　かなみはバッグを置いて、感慨深そうに部屋を眺めている。口元には少し笑みが浮かんでいる。

「気のせいかもしれないけどね。もう、母さんと普通に暮らしてた頃ころのことは、あんまり覚えてないから。ずっと忙しくて、いろんなことを詰め込んできたからかもね」

「かなみ……」

　鳴なる神かみかなみは、中学まで普通の家庭に育ち、母親を亡くしてから名門である鳴神家の当主である父親に引き取られた。そのときから、名家にふさわしいお嬢様になるべくかなみは死に物狂いで努力を続け、桃もも女じよで生徒会長に選ばれるほどになったが……。

　努力の代償として、失ったものがあっても不思議じゃない。

「というか、なぜあなたまで一緒に部屋に入ってきてるの？」

「えっ？　だって、俺の個室なんてないし、鍵かぎをくれたんだから、この部屋を使えってことだろ？」

「もちろんそうでしょうね。でも、一緒の部屋なんて冗談じゃないわよ。まあ、廊下を使う許可くらいはあげるわ」

「そこは認めるのに、部屋に入るのはダメなのか！」

　相変わらずのひどい暴君っぷりですね、かなみ会長。他ほかの生徒には優しいのに……。

　かなみは狭い部屋の中をうろうろと歩き、壁を触ったりＴＶのスイッチをいじったりしている。

「……？　かなみ、疲れてるんだろ？　座ったら？」

「…………そうね、そうするわ。仕方ないから、あなたもその辺にいていいわよ」

「そりゃどうも……」

　かなみがちゃぶ台の前に座り、俺も重たいトランクを畳の上に置いて、彼女から離れたところに腰を下ろす。

　俺が神堂家に出戻る前に住んでたアパートもこんな雰ふん囲い気きだったけど、別に懐かしさは感じない。アパートを出たのはつい最近だし、むしろ懐かしさを感じたのは神堂の屋敷のほうだった。

　俺にはこの部屋なんて、眺めていても面白いものじゃないし……。

　いったい、ここでなにをすりゃいいんだろ？

「祐ゆう貴き君、先にシャワー浴びてきたら？」

「えっ!?」

「なにを驚いて…………ち、違う！　そういう意味じゃないわよ！」

　かなみは真っ赤になり、ちゃぶ台に手をついて身を乗り出してきた。

「今日は山を歩き回って、あちこち汚れたでしょうから、綺き麗れいにしてきなさいって意味よ！　バカなこと考えないように！」

「あ、ああ。なるほど、確かに」

　いやでも、この状況じゃ勘違いしても無理ないと思う。特別、俺おれが妄もう想そう癖へきがあるとかそういうことではない……はず。

「まったく、あなたは……害のなさそうな顔して、けっこういやらしいのよね」

「……そういえば、かなみはなんで山にいたの？」

「山登りが趣味なのよ」

　うわー、なんのよどみもなく大おお嘘うそをついたよ、この人。

　これ以上答えるつもりはないらしく、かなみは頬ほお杖づえをついて、そっぽを向いてしまった。まあ……あの大ざっぱそうな河合かわい葉は月づきでも尾行できたのだから、優秀なかなみがその気になれば俺と澪みおをつけることくらいは可能だろう。

　今思えば、一度不審な気配に気づいたけど、あれはかなみだったのかもしれない。あのとき、かなみの話、してたもんな。

　とはいえ、なぜつけてきたのか問い詰めたりすると、たぶん俺は死ぬ。

「じゃ、俺はお先にシャワーを」

「はい、どうぞ」

　かなみはそっぽを向いたまま、素っ気なく言った。

　やれやれとため息をつきながら部屋を出て、一階の風ふ呂ろへと向かう。階段を降り始めたところで、タオルも着替えも持たずに来たことに気づいた。

　いかん、どうも周りに世話してもらう生活に慣れてるな。神しん堂どう家では、なにもしなくても脱衣場にタオルも着替えもなにもかも用意されているもんだから。

「ごめん、ちょっと忘れ物――」

　ドアを開けて、俺は絶句する。

「きゃははっ、畳、畳、畳だわ♪　ああ、懐かしいこの匂におい。新品の畳じゃないところがまたいいわね。このままずっとゴロゴロしていたい♪」

　かなみが畳の上にうつぶせになり、ミニスカートからすらりと伸びた生足をぱたぱたさせながら、楽しげに笑っていた。

　畳の匂いを吸い、ゴロゴロと狭い室内を転がり、鼻歌さえ唄うたっている。

　こ、これは……。

「うーん、ここに引っ越してきちゃいたいわね。寮は快適だけど、広くて落ち着かないし。やっぱり、日本人は畳が一番…………はっ!?」

　かなみが、俺おれに気づいてびくりと反応し、完全に動きが固まってしまう。

　しばらく俺たちは無言で見つめ合い、かなみは不意に視線を外すと、おもむろに起きあがり、正座してからこほんと咳せき払ばらいした。

　かなみは、どんと拳こぶしでちゃぶ台を叩たたくと。

「あなたといるときは、お嬢様のフリをしなくていいんでしょ！」

「え、逆ギレ!?」

　おっしゃるとおり、俺の前ではお嬢様の演技をしなくていいと言ったけどさ。

「別にいいでしょ！　畳の部屋なんて久しぶりなんだから、少しくらいはしゃいでも！」

「も、もちろん……いや、いくらでもはしゃいでくれていいけど、その前に」

「は？」

「ごめん、今の今まで気づかなかった。デニムのスカート、はいてくれたんだな」

「あ……」

　かなみは頬ほおをわずかに赤く染めて、スカートの裾すそをぐっと引っ張った。

「この前、ネットで見つけて買ったのよ。でも、はいてみたら凄すごく短かったから……どうしようかと思ったんだけど」

「いやいや、めっちゃ似合ってる。可愛かわいいよ」

「ちょっ……あ、あなたそんなストレートに」

　かなみは慌あわてて、スカートを両手で隠そうとする。彼女の言うとおり、かなり際きわどい短さだが、そこもまた似合ってる。



    

  
    
      



    

  
    
      「本当にいいな、それ。ちょっと、近くでじっくり見ていいか？」

「いいわけないでしょ！」

「冗談だよ。でも、わざわざはいてきてくれるなんて」

「祐ゆう貴き君のためじゃ……ないわよ。というかあなた、本当にこういうスカートが好みだったのね……」

「まあね」

　俺おれは笑って頷うなずく。

「もちろん、誰だれでもいいわけじゃないけどさ。かなみは似合ってる。可愛かわいい」

「……い、いいからさっさとお風ふ呂ろに行きなさい！　それと、順番が逆になったけど、スカートをはいてあげたんだから、今度はあなたが料理を作ってくれる番よ」

「ああ、そうだった。もちろん、夕食は俺が作るよ」

　庶民の料理をかなみに食べさせて、そのお礼にデニムのスカートをはいてくれる。

　しょうもない約束かもしれないけど、果たせるときが来てくれたか。

「あ」

　かなみが、ふっと窓のほうを見た。

　つられてそちらを見ると――雨が降っていた。

　すぐに、驚くくらい大きな雨音が響き始めた。





「美お味いしい……」

　肉を一口食べて、かなみはぽかんとした顔をする。

　まさか、あの素直じゃないかなみが一口目で褒ほめてくれるとは。

「まあ、すき焼きなんて誰が作ってもあんま変わらないけどね」

　そう言いつつ、俺も肉をかじる。うん、さすがにいい肉だけあって美う味まい。

　ちゃぶ台に置いた卓上コンロと鍋なべを挟んで向き合って座り、俺たちはしばらく黙々とすき焼きをつつく。

　鍋の中では、牛肉、しらたき、春菊、しいたけ、ネギ、焼き豆腐などの具材がぐつぐつと煮えている。キッチンの冷蔵庫に入っていた材料は、さすがは神しん堂どう家が用意したものだけあって、どれも一流のものらしかった。

「……そんなことないわよ」

「え、なにが？」

　かなみは溶き卵に豆腐をからめ、口の中に放ほうり込んで熱そうに頬ほお張ばり、ゆっくりと飲み込んだ。

「あたしには、こんな料理、作れないもの。こういうダシって割り下っていうんだっけ。いい味付けね」

「分量がわかっていれば、誰だれでも作れるよ。かなみにも教えようか？」

「その上から目線が気に入らないわ」

「ええぇっ！」

　褒ほめてくれてる中でも、毒舌を忘れないその姿勢には感服する。

「冗談よ。あたしは、料理はどうもダメなのよ。そもそも、材料を切るのも無理ね」

「ふうん……」

　まあ、かなみみたいに荒っぽい性格の子には料理は合わないかもな。特に俺おれの近くで包丁を握られたりすると、命に関かかわりかねない。ハルカと戦っていたところを見た感じ、人に斬きりつけるのは上う手まかったし……。

「でもまあ、桃もも女じよの学食じゃ、まず鍋なべなんて食わないだろ。うちじゃごちそうといえば鍋だったし、たまにはいいんじゃないかと思ってさ」

「あなたは妙な男ね。上じよう手ずに鉄砲撃ったり、ハルカさんと渡り合ったかと思うと、こんな美お味いしい料理を作ってくれたりとか」

「できることをやってるだけだよ」

　かなみのために、料理を作ることも銃を取ることも、必要だと思うからやっている。できないことはあるけど、できることなら惜しむことはない。

　ひとまず、それでいいのだろうと思う。

「いいから、どんどん食べよう。ちょっと多めに材料切っちゃったけど、ガンガン食って、栄養つけないと」

「あなたは栄養が足りないくらいのほうがいいんじゃないの？　あまり元気だと、澪みおさんと葉は月づきさんをまとめて襲うだけじゃ済まないかもしれないわね」

「待った！　そうだ、まずそれを説明しないと！　そうじゃなくて、あのとき澪と葉月ちゃんがああなってたのには、わけがあって――」

「澪さんだけならともかく、六姉妹ヘキサツドのほうにも手を出していたとはね。さすがのあたしも気づかなかったわ」

「手なんか出してないって！　いいから聞いてくれ！」

　かなみに口を挟む隙すきを与えず、俺は一気に事情をまくし立てる。

　まるっきり浮気がバレた亭主のようだが、誓約エンゲイジのこともあるので似たようなものだと言えなくもない。

　一通り、話を説明すると――

「なるほど、わかったわ。確かに、祐ゆう貴き君に責任はなさそうね。デートに誘われてホイホイついていったのは、ともかくとして」

「うっ」

　葉月たちに迫られている写真をネタに強ゆ請すられたことだけは説明できなかったので、そこを責められると……。

「まあいいわ。別にあたしと誓約を交わしたからって、他ほかのヒメ神ガミに手を出しちゃいけないわけじゃないしね」

　かなみは俺おれを睨にらみながら、もぐもぐと肉を食べる。なんか、今のかなみを見ていると、手に持っている箸はしすら凶器に見えてしまう……。

「ヒメ神ガミは嫉しつ妬としないもの、だからね。いえ、あたしに嫉妬する理由なんて一つもないけど。だいたい、ヒメ神は誓約エンゲイジを交わして愛情を注そそいでもらわないと、影カゲヒメになってしまうんだからね。澪みおさんだってそれは同じなわけだし、ハルカさんみたいなのがこれ以上増えたらたまらないわ」

「…………」

　やべぇ、口く調ちようは冷静なのに凄すごく怖いぞ。

　数時間気絶するほどの電撃をくらわせて、少しは怒りが晴れているかとも思ったのに。

「あたしは、祐ゆう貴き君が他ほかのヒメ神と誓約を交わしちゃいけないなんて、口が裂けても言わないわ。あなたの口を裂きたくなるかもしれないけど」

「言ってくれたほうがまだいいよ！」

　平和な食卓が、突とつ如じよとして殺さつ伐ばつとしてきたぞ！

　マジで人を殺しかねなかったときのハルカよりも、今のかなみのほうが圧迫感があるくらいだ。

「このしいたけも美お味いしいわね。さすがに昔、うちで食べてたようなしいたけとは全然違うわ。あ、そうだ。まだ気が早いけど、シメはどうするの？」

「……え、えっと、一応うどんにしようかと」

　口を引き裂きたくなる、のところで話を終わらせたところが余計に怖い。

「うどんか、悪くないわね。どうせなら――祐貴君を煮込んでもいいけど？」

「うわー、笑顔で凄いこと言った」

　首を小さく傾かしげ、にっこりと微笑ほほえむかなみが可愛かわいくも恐ろしい。

「い、いいからもっと食べよう！　足りなきゃ追加も持ってくるし！」

「強引にごまかしたわね」

　じろりと俺を睨みながらも、かなみは食事に集中し始めてくれた。なんだかんだで、久しぶりの庶民のごちそうが嬉うれしいのかもしれない。

　それにしても、これから週一回でかなみとこの宝石の宮パレスで過ごすのか……。嬉しくないと言ったら嘘うそになるが、不安もでかい。

　そもそも、俺は来週まで生きていられるんだろうか……。今日あたり、散ってしまうんじゃないだろうか。

　窓の外では、雨音がどんどん大きくなってきている。遠くからかすかに雷の音まで聞こえているような気がする。このまま大荒れになりそうだ。

　宝石の宮の中も外も嵐あらしか……。





　食事を済ませ、片付けも終わらせると、俺おれは２０１号室を出て、ダイニングへと降りてきた。

　ダイニングの大きなテーブルを隅っこに寄せて、２０１の押し入れに入っていた布団を敷く。フローリングの床は綺き麗れいなものなので、なんの問題もない。

「ま、こうするしかないよな」

　さすがに、一緒の部屋で寝るわけにもいかない。年とし頃ごろの男女だから、という理由ももちろんあるが――それ以上に、一晩一緒に過ごして無事でいられるとは思えない。

　もちろん、俺の身が危険という意味だ。

　食事をしただけで、数回命の危険を感じるくらいだ。一夜をともにしたりした日には、いったいどんなトラブルが起こることやら。

「つっても、まだ八時にもなってないか……」

　かなみと二人でなにもせず部屋にいるのも落ち着かないので、すぐに下に降りてきちゃったけど、ＴＶもないダイニングじゃ時間も潰つぶせないな。

「ちょっと」

「わっ」

　いきなりかなみが顔を出し、俺は思わず後ずさってしまう。

「ホント、失礼な反応よね……。祐ゆう貴き君、あたしもお風ふ呂ろに入るから」

「ああ、ごゆっくり。タオルとかはある？」

「持ってきたわよ。それより、覗のぞかれないか気にしながら入るのも嫌だから、あなたも一緒に入る？」

「ええぇっ、いいの!?」

「そんなわけないでしょ」

　ぎらり、と殺意を込めた瞳ひとみが向けられてくる。しまった、罠わなか！

「どうやら、あたしの入浴に興味津々のようね……」

「それはまあ……なんというか……」

　実は、以前にとある方法で一度ご一緒したことがあります、とも言えない。もし知られたら、間違いなくこの宝石の宮パレスが俺の墓場と化すだろう。

「なんなら、また眠らせてあげましょうか？」

　ばりばりっ、とかなみの人差し指の先で青い火花が踊る。

　俺は激しく首を振り、背筋を伸ばして両手を後ろに回す。

「絶対にここから一歩も動かないと誓います。もし誓いを破った場合は、煮るなり焼くなりご自由にしていただいてけっこうです」

「……ふうん。煮るも焼くも潰すも自由か。一応、信じてあげるわ」

　なにか一つ加わっているが、もちろん問題にならない。俺がいらんことをしなければいいのだ。

　かなみは着替えらしき服と、小さなバッグを持って、風呂場のほうへと歩いて行った。風ふ呂ろはダイニングを出て、廊下の向かい側にある。俺おれのいる位置からでは、風呂のドアも見えない。ここにいれば、間違っても覗のぞきの疑いをかけられることはないだろう。

「ふう……本当にデンジャラスな子だよな……」

「祐ゆう貴き君」

「うわっ!?」

　なぜかかなみが戻ってきて、ダイニングの入り口から顔を出していた。

「いちいち驚かないで。いい、ちゃんとそこにいるのよ？」

「信用ないなあ……大丈夫だって」

　さすがに苦笑してしまう。そりゃ覗かれるのは嫌だろうけど、そこまで心配しなくても。

「そうね。ちょっとしつこかったかもしれないわ。ごめんなさい、それじゃ」

「うん」

　再び、かなみは風呂場のほうへ消えていった。脱衣場のドアの開閉音が聞こえ、しばらく耳を澄ましていたが、こちらに戻ってくる様子はなかった。

「…………」

　さっきのかなみ、無表情だったけど、ちょっとおかしかったな。

　ごめんなさい、なんて素直に謝るのも彼女らしくないし……。

「ん？」

　窓の外が一瞬光ったかと思うと――バリバリと空気を引き裂くような轟ごう音おんが響いた。もしかすると、近くに落雷したのかもしれない。

「こりゃ、本格的に荒れてきたなあ」

　と、つぶやいたのと同時に。

　ぱっと明かりが消えて、瞬時に辺りが真っ暗になってしまう。

「……あらま」

　停電か。

　神しん堂どうの屋敷なら自家発電装置とかありそうだけど、さすがに普段使わないこの建物にまでは用意されてないようだ。

「非常事態だし、しょうがない。懐中電灯とかロウソクとか探したほうがいいかな」

　キッチンを少し使っただけなんで、どこになにがあるのかさっぱりだ。すぐに電気がつけばいいけど、雷も雨も凄すごいし、ついたり消えたりになるかも。

「おーい、かなみ！　そっちは大丈夫かー！」

　一応、声を掛けてみたが、反応はない。脱衣場のドアを閉めてると、ダイニングからは声が届かないのかな。

「かなみ！　大丈夫かー！」

「き、聞こえてるわよ」

「ん……？」

　ずいぶんと近くからかなみの声が聞こえたような……。

　目をこらし、声が聞こえた辺りの暗くら闇やみをじっと見つめる。そこには――

「……かなみ？」

「ど、どこにいるのよ？　全然見えないんだけど」

　かなみはダイニングの入り口に立っていて、困ったようにきょろきょろしている。

　夜中も容赦なくやらされたサバイバル訓練のおかげか、俺おれは少し夜目が利くが、向こうはまだこちらが見えないようだ。

「あっ…………」

　かなみが小さく悲鳴を上げる。

　窓の外で稲妻が光り、部屋の中が一瞬だけくっきりと見えた。

「か、かなみ……なんつー格好を……」

「しょ、しょうがないでしょ。タオルを見つけるので精一杯だったんだから」

　驚くべきことに、かなみはバスタオル一枚を身に着けているだけだった。

　意外に大きくふくらんでいる胸元や、太ももが際きわどいところまであらわになってしまっている。濡ぬれた髪も、やけに色っぽい。

　驚いたのはわかるけど、なにも風ふ呂ろを飛び出してこなくてもいいだろうに。

「あ、あのさ、かなみ。懐中電灯かなにか探してくるから、そこで待っててくれ」

「ダメ」

　即答だった。

　かなみは、胸元のタオルを軽く引っ張り上げ、恥ずかしそうにうつむく。

「どこにも行かないで。そこにいなさい」

「……今、電気がついたら大変なことになると思うんだけど」

　俺にとっては素晴らしい光景がはっきり見えるだろうが、かなみのほうはえらい姿をさらすことになってしまう。

「ひゃっ……！」

　また外がまぶしく光り、直後に凄すさまじい轟ごう音おんが響いた。かなみは悲鳴を上げて、耳を塞ふさぎながら――

「もうイヤっ」

「わっ……！」

　突とつ如じよ猛ダッシュしてきたかなみを、俺は慌あわてて前に出ながら受け止める。ろくに見えてないくせに、急に走らないでほしい。

　つーか、これからどうすればいいんだ。

　彼女の裸の肩を抱きながら、途方に暮れてしまう。

「……嫌いなのよ」

　かなみは、うつむいてぽつりとつぶやいた。

「あたし、雷が大嫌いなのよ！」

「ええぇっ！　電撃使いのくせに雷が怖いの!?」

　そいつは、なかなかに意外な告白だ。

「怖いなんて言ってないでしょ！　嫌いなのよ！」

「……そうか」

　その二つの違いがわからないっつーか、「怖い」のほうが正解のような気がしてならないが、そこを指摘するほど命知らずでもない。

　しかし、ドレスやパーティとかも嫌いだと言ってたし、かなみは好き嫌いが激しい。できれば、好きなもののほうも知りたいところだ。

　でもまあ、その前に。

　かなみの肩に置いた手をどうしようか、考えないと。

　さっさと離してしまったほうがいいんだろうが、彼女が震ふるえていることに気づいてしまえば、そうもいかない。

　となれば、俺おれにできることは、このまま彼女の肩を抱いて――

《大丈夫、雷なんてすぐに止やむよ。だからなにも心配いらない》

「……わかってるわよ」

　かなみの震えがほんの少しだけ、小さくなったようだった。

　このまましばらく灯あかりがつかなくてもいいかもな……。



    

  
    
      



    

  
    
      　夜も更ふけて、外はさらに荒れに荒れていた。

　窓が吹き飛ぶのではないかと不安になるほど風は強く、土砂降りの雨も雷もまるで止やむ気配がない。

「嘘うそつき」

「……すみません」

　かなみのつぶやきに、思わず謝ってしまう。

　いやでも、台風じゃあるまいし、こんなに荒れるなんて思わないだろ。つーか、もしチャッピーに追い回されて、夜まで帰れなかったら危なかったなあ……。

　結局、俺おれは２０１号室に戻ってきた。

　電気は一向に復旧しないが、キッチンでライターと非常用のロウソクを見つけたので、なんとか灯あかりは確保できている。

　かなみは白いパジャマに着替え、俺に離れないように命じて部屋に戻った。

　俺は部屋の隅に腰を下ろし、そばにロウソクを置いた。かなみは俺から離れつつ、ロウソクの灯りが届くところに体育座りをして、しばらく黙り込んで――ようやく発したのがさっきの言葉というわけだ。

「ていうか、どうなってるのよ。なんで電気つかないの？」

「俺に言われても……。ブレーカーが下りてるわけじゃないから、こっちではどうしようもないな」

「すぐに止むって言ったのに……しかも、『王の声オーバーロード』を使ったでしょ」

　かなみは俺をじろっと睨にらんで、不服そうに唇を尖とがらせる。

「けど、かなみもわかってるとか言ってただろ」

「恐ろしいわね、『王の声』は。あなたの適当な言葉さえも、信じさせるんだから」

「ヒメ神ガミには通じないはずだろ！」

　俺の『王の声』は偽いつわりを真実に変え、絶対的な命令を発する能力。ただし、神でもあるヒメ神には嘘や命令は通じない。

　まあ、なに一つ通じないってわけでもないのだが。

「もういいわ。あたし、寝る」

「え、もう寝るの？」

　まだ九時になったばかりだ。今時、小学生でもこんな時間に寝ないだろう。

「こんな雷がゴロゴロ鳴ってる中で眠れるわけないでしょ！　さっさとお布団に潜もぐり込みたいの！」

「うわー、清すが々すがしいほど本音と本性が出てきてるな」

「うるっさい！」

　かなみは押し入れから布団を取り出して、手際よく敷いた。彼女も昔の家では、ベッドでなく布団を使っていたのかもしれない。

　宣言どおりに布団の中に潜り込み、うつぶせになって頭まですっぽりと隠してしまう。

　ここまで雷が怖いとは……。雷を怖がる女の子は確かに多いらしいが、この強気な鳴なる神かみかなみに、意外な弱点があったものだ。

「あのさ、かなみ」

「…………」

　返事なし。

　人を部屋に引っ張り込んでおきながら、わがままだなあ。

「なんでそんなに雷が怖――嫌いなんだ？　ただの自然現象じゃないか。落雷で死ぬことなんてめったにないし」

「……そういう問題じゃないの。理由なんかないのよ。あなたを嫌っているのとは、また違う種類の話なのよ」

「……まだ嫌われてたのか」

　布団の中にこもったままなので、彼女がどんな顔をして言っているのかわからない。

「嫌いだけど……一応、お礼は言っておくわ」

「お礼？」

　かなみが布団から顔を出して、手招きをしている。

　俺おれはかなみの枕まくら元もとまで寄って、あぐらをかいた。

「今日、貴き理りさんが出かけてたでしょ。あれね、あたしの実家に行ってたの」

「鳴神家に？」

　財産はさほどでもないが、過去には大臣も輩出したことがある名家だという鳴神家。

　そして――愛人の子であるかなみが後継者になったというだけで、彼女の命を奪おうとしている人でなしたちがいる一族。

「貴理さん、このところずっと鳴神家と交渉を続けてたらしいの。あたしの暗殺指令を取り下げるようにって」

「……貴理に、そんなことできるのか」

　それができるなら、話は簡単だったじゃないか。

　鳴神家の親族からの暗殺指令を受けてハルカが暗躍することも、俺やＧガールズが命懸けで戦うこともなかったんじゃ……。

「それは、その……あ、あたしが……」

「かなみが？」

「ゆ、祐ゆう貴き君の婚約者――候補ってことになったから、その……あたしは、神しん堂どう家の身内ってことにもなるらしくて。だから、もしあたしになにかあったら、神堂家が全力で対処に当たるって」

「ほとんど脅おどしだけど……効果的だろうな」

　神堂家は――神堂グループは世界経済にも少なからず影響を与える巨大企業だ。いくら鳴神家が名門だといっても、敵にすらならないだろう。しかも、神堂の当主みずからが交渉に出てきたとなれば……。

「それはよかったな。これでもう、かなみはなにも気にせず学校生活を送れるじゃないか。雷は気になるだろうけど」

「一言多いわよ。とにかく、貴き理りさんと――あなたのおかげだわ。あなたがあたしを守ってくれて……誓約エンゲイジを交わしたからだもの」

「俺おれは、好きでやっただけだよ」

「そうね。じゃあ、そういうことでお礼なんていらないわね」

　かなみは、さらりとそう言うと、布団をかぶり直してしまう。

　この人、なかなかドライな性格をしてらっしゃるようだ……。

「……話はよくわかったよ。俺としても一安心だ。ハルカさんはもう大丈夫だろうし、新手の殺し屋も来ないなら、なによりだ。んじゃ、俺はダイニングに戻るよ」

「待ちなさいよ！　冗談じゃないわ、こんなところに女の子を一人きりにするの!?」

　かなみは布団をはねのけて、起き上がる。

「こんなところって、普通の部屋じゃないか」

「……特別に。特別に、許可してあげるわ。ここで寝てもいいわよ」

　これまた意外なことを言い出すな、このお姫様は。

　でも、これほどまでに怖がっている女の子をほったらかしていくのも気が引ける。

　俺が理性を保っている限りなにも起こらないわけだし、もし暴走したところで、家の中にも雷が落ちるだけだ。

「布団を取ってくるよ。下のダイニングに敷きっぱなしだ」

「結局、行くつもりなの？」

　姫君はほんのわずかな時間も一人になりたくないようだ。よくこれで、今まで寮で一人暮らしができてたもんだ。

「行くっていっても、すぐに――」

「…………」

　ふと、かなみの顔を見て――

　どくん、と心臓が大きく跳ねた。

　雷が怖いあまりに、目を潤うるませて、彼女を一人にして行ってしまう男――俺を睨にらんでいる。かなみのその顔が、凄すごく――そう、凄く可愛かわいくて。

「かなみ」

「え、ちょっと……」

　俺は、自分でも信じられない行動に出ていた。

　かなみの両手をしっかりと握りしめ、顔を近づける。やっぱり、彼女は飛び抜けて可愛いし、なにより俺の好みにストライクなのだ。

　そんな彼女の怯おびえたような、怒ったような顔は……なぜか興奮を誘う。

　まずい、葉は月づきのことは言えないな。こんなことで興奮するなんて、どうかしてる。

「祐ゆう貴き君、あなた……なにしてるの……？」

「いや、布団なんてどうでもいいと思ってさ」

　俺おれはかなみに笑いかける。わざわざ、かなみを一人にしてまで布団なんか取りに行く必要はない。

　今はこうしてかなみのそばにいたい。雷雨のことなんて、もうどうでもいい。

「あなた、変なこと……考えてるんじゃないでしょうね……」

　かなみの目がとろんとしている。まるで、魔法にでもかかってしまったかのように。

「なんなの、いったい……」

「俺にもわからない」

　かなみがどさりと布団の上に倒れ込み、俺も握り合ったままの手を引っ張られて彼女の隣に寝転がる。

　なんだか頭がぼうっとする。俺も、かなみと同じような目をしているのかも。

　彼女が右手の薬指に着けた、ヒメ神ガミの証あかしであるトパーズの指輪が淡い光を放っている。誓約エンゲイジのときに刻まれた謎なぞの模様が浮き上がっているようにも見える。

「祐ゆう貴き君、離れて。離れてくれないと……最大出力でいくわよ……」

　いつもの脅おどしにも力がない。

　俺たちは布団の上で横向きに寝転がって向かい合い、ぎゅっと手を繋つなぐ。

「ちょっ、ダメ……よ。なに考えてるの……」

「いやもう、なにも考えられない」

　かなみの栗くり色いろのふわふわした髪を手ですいて、それから背中に腕を回して抱き寄せる。彼女の身体からだは信じられないくらい華きや奢しやで、柔らかく、あたたかい。

　抱き寄せてもかなみは逆らわず、むしろこちらに寄ってきた。

「もう……ダメだってば……本気で怒るわよ」

「これ以上はなにもしないから。だから、もう少しだけ……」

「調子に乗らないでよ、バカ……」

　かなみは目を閉じて、言葉とは裏腹にさらに身体を密着させてきた。

　二つの大きなふくらみが俺の胸に当たり、お互いの太ももがくっついている。

《かなみ、いい匂においがする。やっぱり、かなみは可愛かわいい》

「…………っ！」

　かなみの身体がびくりと震ふるえる。

　ほとんど意識せずに、『王の声オーバーロード』が発動していた。

　ヒメ神は愛情を必要とする。愛情は、ヒメ神にとって水や酸素のようなものでもあると、貴き理りは言っていた。

　今が、能力を使うべきときなんだろう。

《さっきのデニムスカートも似合ってた。またはいてほしいな》

「ちょっ、ちょっと……あなた、あたしをからかって……」

　かなみが目を開き、真っ赤になりながら俺を睨にらんでくる。

《かなみを想おもい続けるって誓ったことは忘れてない》

「そ、それは……うわ言みたいなもの……でしょ」

《違う、あれは俺おれの言葉だよ》

「も、もう……本当にここまでよ。これ以上変なことしたら、普通に絞しめ殺すわよ」

　電撃じゃなくて、絞め殺すというのがリアルでとても嫌だ。だが、これ以上のことさえしなければ大丈夫、ということだ。

《心配しなくていい。なにもしないから、ゆっくり眠っていいよ》

「眠れるわけ……ないじゃない」

　かなみを抱いたまま、片手で掛け布団を引っ張り、俺たちの上に掛ける。

　彼女のいい匂においに包まれ、俺はそっと目を閉じる。

　かなみももう、雷のことは気にしていないようだ。彼女には穏やかに眠ってほしい。

　小さな息づかいを聞きながら、俺の意識は少しずつ沈んでいった――



    

  
    
      
３章　水上の決闘



　桃とう花か泉せん女子学院には屋内プールが二つもある。

　俺は近づいたこともなかったが、第一プールは主おもに水泳部が使用する競技用だ。長さは五十メートルで、十コースあり、おまけに二階部分に客席もついていて、公式大会にも使えるだろう。体育の授業でも使用されるらしい。

　第二のほうは、完全に遊びのための施設だ。南国のビーチをイメージした波のプールで、ビーチチェアなども並んでいる。学校内の施設としては、とんでもなく贅ぜい沢たくなシロモノと言えるだろう。貴き理りによると、「山奥で慎つつましく暮らしている女子生徒には、ストレス発散が必要」で、そのために用意されたものらしい。

　二つのプールは隣接する建物内にあり、それぞれの建物は通路で繋つながっていて、水着を着たまま気軽に行き来が可能だ。

　水泳部員が第一での部活を終えた後、第二のほうに移動して遊んでいることも多いらしい。部活の後で、よくまだプールで遊ぶ気になれるもんだと思う。

　今俺がいるのは、第一プールのプールサイドだ。

　せっかくのプールだけど、俺は残念ながら水着ではなく制服を着て、ぼけっと突っ立っている。

　二階の客席には女子生徒たちが大勢集まっていて、楽しげな様子で騒いでいる。二百人くらいいるんじゃないだろうか。桃もも女じよの生徒数は中・高等部あわせて六百人ほどなので、全生徒の三分の一が集まっていることになる。

　平日の昼過ぎだが、彼女たちも俺おれも授業をサボっているわけではない。

　今日はあるイベントが予定されていて、午後の授業はすべて中止になったのだ。

　わあっ、と女子生徒たちが歓声を上げた。

　彼女たちがはしゃぎながら、プールに入ってきた一人の女の子を熱い視線で見つめている。

「これはまた、とんでもない大騒ぎね……」

　その女の子は、客席を見回してから呆あきれた声でつぶやいた。それから彼女は気を取り直して笑い、客席の生徒たちに手を振った。生徒たちが大喜びして黄色い声を上げる。

　さすが、我らが生徒会長は人気者だ。

　風かざ間まハルカが戦闘、竜りゆう崎ざき澪みおが運動、氷ひ室むろ慧けいが知能に優れているように、鳴なる神かみかなみは高いカリスマ性を持つ。かなみの一挙手一投足が人々の目を引きつけ、言葉の一つ一つが心を震ふるわせる。

　俺の『王の声オーバーロード』にも似た力だ。だが、かなみのカリスマはヒメ神ガミとしての力だけでなく、彼女自身が努力して身に着けた学力とか運動能力とか、指導者としての力量があってこそだと思う。

　なんの努力もなしに、力をもらった俺とは違うよなあ……。

「しかし、すげーな」

　女の子たちに手を振っているかなみは、なんと水着姿だ。プールなんだから、自然な格好ではあるけど、シンプルな白いビキニがよく似合っている。いつもは小さめのブラを着けているという胸も、今日は圧倒的なほどの存在感を主張している。

　わかりやすく言うと、胸がすげぇでかくてエロい。

「……ふん」

　俺の視線に気づくと、かなみはぷいっと顔を背そむける。

　彼女はこの数日、ずっとこんな態度だが、つい先日の雷雨の夜と無関係ではない――というか、あの夜のせいだろう。かなみらしくもなく、俺に抱きしめられて抵抗もしなかったことが、自分でも許せないようだ。

　今日はひときわ機嫌が悪そうなのは、この騒ぎが気に入らないというのもあるだろう。まあ、かなみがバカバカしいと思うのも無理はないけれど。

「あっ」

　また、大きな歓声が上がり、俺はプールの入り口のほうを見る。

「おー、ずいぶんギャラリーが入ってるね。客席なんていらないと思ってたけど、たまには使えるな」

　にやにやと笑いながら入ってきたのは、竜崎澪だった。

　こちらもビキニ――それも以前の下着姿を思い出させるようなボーダー柄の水着を着ている。

　いや、柄のことなんて、この際どうでもいい。

　俺おれはあっけにとられて、澪みおの水着姿をまじまじと見つめる。

　鳴なる神かみかなみを明らかに上回る、圧倒的なボリュームの胸がそこにはあった。薄いグリーンと白のボーダーの水着は、明らかに布地が小さく、二つのふくらみの頂上の辺りを覆おおっているにすぎない。

　澪が客席の子たちに手を振りながらプールサイドを歩いている。一歩踏み出すごとに、凶悪なふくらみがぷるんと震ふるえ、胸がブラのカップからこぼれ出しそうだ。

　競泳用水着や下着姿も見ているから、でかいのは知っていたけど、ここまで凄すさまじいものだったとは……。

「ぬぁっ!?」

　いきなりの衝撃に、俺は思わず跳び上がる。

「なっ、な……んだ……で、電撃か……？」

　衝撃のダメージに震えつつ、そっと横を向くと――かなみが俺のほうに差し出していた手を引っ込めるところだった。

　しまった、かなみがいるのを忘れて、思いっきり澪に見とれてた……。

「あはは、なにやってんの、祐ゆう貴き」

　ぶるぶると震えている俺のところへ、澪がやって来る。彼女の胸もやはり、ぶるぶると震えている。歩いただけでこの揺れって、どうなってんだ。特殊な歩き方なのか？

「今日はしっかりと見ておいてよ、祐貴。勝利はわたしのもの。祐貴も――わたしのものになるんだからね」

「は、はぁ……」

　俺は、頷うなずいていいものか、悩んでしまう。

「祐貴君なんてどうでもいいけど、簡単に勝てると思わないことね」

　かなみは澪を睨にらみつけ、挑戦的な口く調ちようで言った。澪のほうはにやりと笑って、かなみにまっすぐな視線を叩たたきつける。

　どちらも負けるつもりはまったくなさそうだな……。

　この第一プールで、鳴神かなみと竜りゆう崎ざき澪が対たい峙じしているのには、もちろん理由がある。

　ある意味ではとてもアホらしいことが発端なのだけれど、お互いにもう引けなくなってしまっているのだ。

　あれは、雷雨の夜の翌日のことだった――





　雨もすっかり上がり、晴れ渡った月曜日。

　桃もも女じよの高等部・中等部に、ある噂うわさが矢のように走った――らしい。

　らしい、というのは俺おれの耳にはまったく届いていなかったからだ。

　俺もだいぶ桃もも女じよには馴な染じんだし、同じクラスの女の子たちとは挨あい拶さつくらいはできるようになった。とはいえ、休み時間に女の子たちと世間話をできるほど溶け込んでいるわけでもない。

　そして、俺に噂うわさが伝わらなかったのは、クラス内での微妙な立場のせいだけでもなかった。彼女たちが俺には教えられないワケがあったのだ。

　俺が噂のことを知ったのは、その日の放課後。

　生徒会が使っている建物――黄おう玉ぎよくの館やかたの生徒会室で、俺とかなみはいつものように長机を挟んで座り、書類とにらめっこしていた。

「…………」

　かなみは必要なこと以外、まったく口を利かず、部屋の空気はとても重かった。

　まあ、昨夜あんなことがあったのだからしょうがないよなあ……。

　なんだか、催眠術にでもかかったみたいに、かなみも俺もおかしくなっちゃってたし。今思えば、光っていたかなみの指輪が、かなり怪しげだった気がする。ヒメ神ガミには、まだまだ俺もかなみ自身も知らない秘密があるんじゃないだろうか。

　愛情を必要とするヒメ神と、彼女たちに愛情を注そそぐ『王の声オーバーロード』。

　動物が誰だれに教えられたわけでもなく交配して子孫を残すように、俺とヒメ神には愛情を注ぐためのシステムが本能とか遺伝子に組み込まれちゃってるのかも。

　そうでもなきゃ、俺がかなみに触れた時点でぶち殺されていただろう。

　ただ、結局は――

「ちょっと！　祐ゆう貴き、会長！」

　生徒会室の扉が勢いよく開き、制服姿の竜りゆう崎ざき澪みおが大おお股またで歩きながら入ってきた。

　澪の後ろには、葉は月づきたち六姉妹ヘキサツドのメンバーまでくっついてきている。

「何事なの、澪さん。ここに入ってくるのはいいけど、もう少し静かにしてもらえないかしら？」

「普段のわたしなら、静かに入ってくるよ。今は、それどころじゃないんだ」

「……なにかあったの？　祐貴君になにかされたなら、喜んでキツイ罰を与えておくわ」

「喜ぶなよ！」

　即座に俺がなにかしでかしたと疑われるのも心外だ。

「なにかされたのは、会長のほうでしょうが」

　澪は、かなみのそばまで歩み寄り、長机をばんと叩たたいた。理由はわからないが、澪の顔はえらく真面目まじめだ。

「あたし？　あたしがなにかされてたら、今いま頃ごろコレは人の形を留とどめてないわよ」

「……かなみ、段々思想が過激になってるよ」

　俺をサンドバッグかなにかと間違えてないだろうか。

「悪いけど、会長。わたしは、そんなツンデレ台詞ぜりふには惑わされないよ」

「ツンデレって言うな！　その言葉が割と一般にも浸透したのが、妙に腹立たしいわ！」

　そこまで広まってるってわけじゃないと思うけどね。かなみが嫌がるのはわかるが。

「話をしよう、会長。とても大事な話だよ」

　澪みおはかなみの剣幕にも怯ひるまず、空いていた椅い子すを引っ張ってきて、どかっと腰を下ろして足を組んだ。

「噂うわさを聞いたんだよ。ついさっきのことだけどね。噂の的になってる当の本人たちは知らないっていうのは、よくあることだよね。桃もも女じよはいろんな話があっという間に広がるけど、こういうこともあるんだな。おおっぴらにしにくい、際きわどい話ではあるけどさ」

「……澪さんらしくない、回りくどい言い方ね。噂ってなんなの？」

　淡々と語る澪に、かなみが訝いぶかしげな目を向ける。

「会長と祐ゆう貴きが一夜をともにして、いくところまでいっちゃったって噂よ」

「はっきり言いすぎよ！」

「注文が多いなあ。これでもまだ、表現をオブラートに包んだのに。もう噂は広がりに広がりまくって、会長と祐貴の子供が男か女かってことが、一番ホットな話題だよ？」

「広がってるというより、ねじれまくってるわよ！」

　どうしよう、かなみがヒートアップしてるんで、俺おれがつっこむ隙すきがないぞ。

　澪が、唸うなりながら小首を傾かしげて口を開く。

「つまり、きちんと避妊はしたってこと？」

「してない！　……って、そうじゃなくて……ひ、避妊しなきゃいけないようなことなんて、なにもしてないってことよ！」

　かなみ、今度はしどろもどろになっちゃってる。

　いやまあ、動揺するのも無理はない。ていうか、ぶっちゃけ俺もかなり動揺してます。

　とりあえず、エキサイトしてる生徒会長に代わって、ここは俺がしっかりしないと。

「なあ、澪。どうして、そんな噂が流れてるんだ？」

「知らないよ。噂の出所なんて、たいていわからないものじゃない？　ただ、ソースに信頼は置けると聞いたよ」

「だから、どこからなんだよ」

　出所不明なのにソースはしっかりしてるとか、意味わからん。

「わからないんだって。ただ……なんだっけ、葉は月づき？」

　澪の後ろに侍女のように控えていた葉月が、一歩踏み出してくる。

「わたしが聞いた話によると、三つ編みの女子生徒が暗躍してたとかなんとか」

「マツリぃーっ！」

　もう完かん璧ぺきに話はわかった。

　三つ編みの女子なんて他ほかにもいるだろうけど、この話の流れで出てくる三つ編みの女子なんて、あいつ以外にいない！

「ちょっとマツリをとっつかまえてくる。あいつから、詳しい話も聞けるだろうしな」

「待った、祐ゆう貴き」

　澪みおが手を挙げて、立ち上がろうとした俺おれを制してくる。

「わたしが聞きたい話は、祐貴とかなみ会長にも聞けるんだよ。で、どうなの？　噂うわさは本当なのかな？」

「あ、それは……その、ほら……あれだよ。だって……」

　今度は、俺がしどろもどろ。

　だって、こんなのどう答えりゃいいのやら。完全無罪……というのもおかしいが、なにもなかったとは言えない。

「確かに、祐貴君と同じところに泊まったわよ」

「え」

　俺が説明に窮きゆうしていると、かなみが不意に立ち上がり、きっぱりとそう言い切った。

　あまりにはっきり言われたせいか、澪と六姉妹ヘキサツドの子たちもぽかーんとしている。

　室内の空気が凍ったことにもかまわず、かなみはさらに言葉を続ける。

「でも、あたしにやましいことはなに一つないわ。祐貴君には、廊下で寝てもらったしね。この男は『むしろこういう放置プレイがご褒美だ』とか言ってたわよ」

「…………」

　俺の性癖を誤解されそうなデタラメな付け足しはともかく。

　さすがはかなみ、もう落ち着きを取り戻したようだ。

　宝石の宮パレスが俺とヒメ神ガミのための施設である以上、澪もいつかは館やかたの存在を知ってしまう。だからそこはあえて隠すことなく、いかがわしいことはしていないという一点を押し通す。

　実際、一緒に寝ただけでそれ以上のことはなにもなかったが、そこまで言ってしまうとなにかあったと勘ぐられるだろう。だからそこはきちんと伏せている。

　俺だったら、動揺して全部明かしちゃってたかもなー。

「そういうわけだから、澪さんが気にするようなことはなにもないわ。どうぞお引き取りを」

「でもそれって、会長が言ってるだけだよね。本当はどうだったか、わかったもんじゃないよ」

　澪も一歩も引き下がらない。真顔でかなみを見つめながら、なにやら考え込み始める。

「信じてもらうしかないけど……澪さん、あなたはあたしになにを要求したいわけ？」

「要求っていうか……わたしも……」

　澪は、俺にちらりと視線を送ってきて。

「わたしも、祐貴と子供ができるようなことをしたい！」

「あなた、本気で欲求不満なの!?」

　間かん髪はつ入れずに、かなみの鋭いツッコミが炸さく裂れつする。本当、俺が口を挟む隙すきがまったくないな！

「み、澪様。そういうことは……」

　慌あわてながら、葉は月づきが澪みおに近づく。六姉妹ヘキサツドの他ほかの子たちも、澪の後ろに集まってくる。彼女たちも、彼女たちのリーダーの奔ほん放ぽうすぎる発言にはさすがに驚いているか。

「澪様、そういうことはわたしたちが引き受けますよ。どうぞ、わたしたちで澪様の溢あふれんばかりの欲望を満たしていただければ」

　前言撤回、澪と六姉妹は基本的に同じ種類の変態のようです。つーか、女の子同士では子供はできません。

「澪さん……あたしもう、どうしたらいいかわからないわ」

　かなみ会長は完全に呆あきれ果ててらっしゃる。

「おっと、つい欲望を口に出しちゃったね。いや、会長への要求はちゃんとあるんだ。まずは噂うわさの真偽を二人から確認したかったっていうのが、あったから。まあ、会長が嘘うそついてるかもしれないし、確認は難しいよね」

「……なら、どうしろっていうの？」

「わたしもヒメ神ガミである以上、祐ゆう貴きが必要。だからね、祐貴を会長のところに――生徒会に持って行かれたままっていうのも気に入らないんだよ。今回のお泊まりのこともそうだし、会長に負けっぱなしみたいな感じだしね」

　澪は、にっこりと微笑ほほえんだ。そして、おもむろに右耳のアクアマリンのピアスを外し、長机の上に置いた。

「なるほど、そういうことね」

　俺おれには澪の行動の意味がさっぱりわからないが、かなみは納得したようだ。

　かなみも右手薬指にはめていたトパーズの指輪を外し、長机の上に置く。

　二人は一瞬睨にらみ合ったかと思うと、かなみはアクアマリンのピアスを、澪はトパーズの指輪を手に取った。

「これで、儀式は成立したわ。勝負の方法は、そちらが決める番だったわね」

「会長にも楽しんでもらえるように、いろいろ考えておくよ。じゃ、行くよ、みんな」

　澪は椅い子すから立ち上がると、六姉妹を引き連れて生徒会室から出て行った。葉月は立ち去り際に、俺に向けて舌を出して行ったけど。

「……で、今のはなんなわけ？」

　ドアが閉じてから、俺はかなみのほうに向き直って言った。

「別に、桃もも女じよでは珍しくないことよ」

「珍しくないこと？」

　桃女では、なにが特別でなにが普通なのかまでは、俺はわかってない。かなみと澪なんて、存在自体が普通じゃないし。

「始まるのよ」

　そう言って、かなみは頬ほお杖づえをつき、窓のほうを見た。外の景色は、夕暮れの色に染まりつつある。

「生徒会と体育会連合の戦争が始まるだけ」





　桃とう花か杯はい――

　それは、桃もも女じよの伝統イベントの一つである。

　まるで競馬のレース名のような名称だが、レースやトーナメントというわけではない。

　元々は、桃女のお嬢様たちの遊びだったらしい。

　スポーツでもゲームでも、とにかく桃女の生徒同士でなんらかの大事な勝負をする際に、互いの宝物を相手に預ける。アクセサリーや服を預けることが多いようだ。

　それから、普通に勝負をして、決着をつける。預けた宝物を取られることはなく、勝負が終われば互いに返却する。宝物を預けるのは、いわば手袋を投げつけて決闘の意志を示すのと同じようなものらしい。

　そして敗者は、勝者の言うことを一つだけ聞く。ほとんどの場合、お茶に付き合ってもらうとか、一緒にお出かけしてもらうとか、その程度の要求で終わる。

　はっきり言って、他愛のない遊びだと思う。普通に勝負するのではつまらないから、という装飾のようなものだ。

　ただ……。

　そのシステムが、生徒会と体育会連合の争いに組み込まれてしまったらしい。

　もう何年も前から、生徒会長と連合リーダーが思い出したようにこのシステムに則のつとって勝負を繰り広げ、いつの間にか桃花杯という名前までついてしまった。

　部費や施設の使用、その他ほかもろもろの揉もめ事がどうしても解決しなかった場合、桃花杯が開催され、生徒会長と連合リーダーが激突するのだ。

　今回は……まあ、俺おれをめぐってということになるのかな……。

　生徒会と連合、勝ったほうが俺を引き入れることができると。

　とんでもないことだが、もう今さら止められない。

　澪みおがかなみに挑戦した日から数日。

　すべての準備が整い、この屋内プールを舞台にして桃花杯が始まったというわけだ。

　まだ夏でもないのに、水着姿の女の子を見られるのは嬉うれしくもあるけど……。

「しかし、こんな大勢の前で会長を負かすのは気が引けるなあ。人気者の会長を倒しちゃったら、わたしが悪者にされそうだよ」

「その心配はいらないわよ。それより、水泳部の部長がプールで負けたときのことを考えると、気の毒でたまらないわ」

　かなみと澪は、二人とも笑顔でありながら異様な気迫が満ちている。

　なんか近くにいるのがいたたまれないっつーか、胃が痛くなってきたよ……。

　とはいえ、この勝負自体はまあ別にいいんじゃないだろうか。

　刀を振り回す女の子や、過剰武装の殺人ロボットとバトルを繰り広げるよりは、はるかに穏やかなイベントとも言える。

　平和的すぎて、なにか裏があるんじゃないかと疑ってしまうくらいだ。

　だが、客席に一般の女子生徒のみなさんもいることだし、銃弾が飛び交ったりはしないだろう。

「さーあ、始まりました。今年度第一回の桃とう花か杯はいは、この第一、第二プールを舞台に行われます。なんか、旦だん那な――神しん堂どう祐ゆう貴き様をめぐっての争いらしいっすけど、会長もリーダーもとんでもない趣味してますね！」

　プールサイドの片隅に、実況席が作られている。

　そこでマイクを握ってべらべらとまくし立てているのは、我が専属メイドのマツリだ。よく舌が回るのを買われて、実況解説役に抜ばつ擢てきされたらしい。面倒くさがりのくせに引き受けてるところを見ると、アルバイト料でも出るんだろうか。

「別にあたしは、祐貴君なんかどうでもいいんだけどね。仮にも副会長を任せてるアレを連合に引っ張り込まれるのが気に入らないだけなのに。誤解もはなはだしいわ」

「へえ、そうなんだ。わたしは祐貴がほしくてしょうがないよ。あんなこととか、こんなこととか、祐貴となにをして遊ぶか、今からワクワクだね」

「……本当、趣味が悪いわ」

　かなみと澪みおはまだ笑顔で毒舌をぶつけ合っている。

　ていうか、生徒会が負けたら俺おれは澪個人の所有物になるの？　それとも連合に入るの？

　その辺、はっきりさせてほしいが、今のかなみと澪に話し掛けるのはちょっと怖い。

「兄にい様さま、兄様」

「ん？」

　後ろを振り向くと、妹が手招きしていた。貴き理りも制服姿で、横には軍ぐん曹そうを従えている。

「兄様の席をご用意しました。こちらへどうぞ」

「……おまえ、楽しそうだな」

　プールサイド、実況席の近くにいつの間にかふかふかの椅い子すが二つセッティングされていた。神堂兄妹きようだいは、あそこで観戦しろということらしい。

　ぼけっと立っていても仕方ないので、俺は貴理と一緒に並んで椅子に座る。

「なあ、貴理」

「はい、なんでしょうか、兄様」

　貴理は澄ました顔で答える。

「今回のバカ騒ぎの黒幕もおまえだろ」

「いいえ、すべての黒幕が貴理ですよ」

「ああ、そうだろうな！」

　わかっていたけど、真っ向から肯定するなよ……。

「ですが、実はそれほど動いたわけでもないんですよ。兄様とかなみさんにお泊まりしてもらったのは、純粋にヒメ神ガミ攻略の一環ですし。ただ、二人の熱い一夜を学校中に言いふらしたら面白いんじゃないかと」

「あのなぁ……それで、マツリを使って噂うわさをばらまいたわけか。つーか、マツリって俺おれの専属メイドじゃなかったか？」

「神しん堂どう家の使用人を当主の貴き理りが使っても問題ないでしょう。それに大したことでもありませんし。貴理にちょっと、可愛かわいいイタズラ心が芽生えたというだけですよ」

「可愛くない、可愛くないよ……」

「あははっ、兄にい様さまったらご冗談ばかり」

　どういうわけか、うちの妹は兄に可愛がられていると信じて疑わないようだ……。

　そのイタズラ心のせいで、こんなバカ騒ぎが起こっているというのに。

「さーあ、そんじゃ始まりますよ！　三月の桃とう花か杯はいでは鳴なる神かみ会長がゲームマスターだったんで、今回は竜りゆう崎ざきリーダーのご指定です！　女の園でプールで女の戦いとか、男の子が見たらドッキドキっすね！　女子校だけど！」

　ここに男が一人いることを、マツリはすっかり忘れているようだ。

　ちなみに、桃花杯では生徒会と連合が交互に勝負方法を指定することになっている。

　俺が編入してくるちょっと前にも、桃花杯が開催されたそうだ。いくつかの運動部から施設の改善要求が上がり、かなみが却下したことが原因で対決になったらしい。

　そのときは、かなみが“〝クイズ対決”〟を指定して、澪みおにあっさり勝利した。まあ、頭を使う勝負で学年トップのかなみが負けるはずがない。容赦ないよな、かなみって。

「で、今回の勝負方法ですが！」

　やけにテンションが上がっているマツリが解説を続ける。

「なんと、ボリュームたっぷりの三本勝負です。もちろん、先に二勝したほうが勝ち。タイマンだけじゃつまんないので、会長にもリーダーにも助すけっ人とがつきまーす。ああ、副会長はあれでも一応身体的には男なんで、体力勝負になる今回は遠慮してもらいます！」

　マツリの説明どおり、俺は完全に見学に回ることになっている。もっとも、体力勝負じゃなくても参加は遠慮していただろう。かなみと澪の対決に参加するなんて、考えただけで恐ろしい。

「では一回戦の助っ人に登場していただきましょう。おいでませ、ガールズ！」

「澪様、参りました！　今度こそ生徒会を打倒ですよ！」

　プールの入り口から登場したのは、当然ながら河合かわい葉は月づきだ。明るいオレンジのワンピース水着を着用している。挑戦的な目つきを、かなみではなく俺に向けてきているのはなんでなんだろう。

「はぁ、やれやれ、面倒ですわ。まあ、このところ殺し合いもしてませんでしたし、いい運動になるかもしれませんわね」

　葉月の後ろからぶっそうなことをつぶやきつつ、ゆっくり歩いて現れたのは、風かざ間まハルカだ。黒いビキニを着て、長いパレオを腰に巻いている。胸は小さいが、細い腰とすらりと長い手足は、まるでモデルのようだ。

　ハルカも中身はともかく、外見は抜群なんだよな……。

「ちっ……」

　今、マツリの舌打ちがマイクで増幅されてばっちり聞こえたぞ。やはり、ハルカが気に入らないらしい。

「おおっと、今日のウチは実況で来てるんだから私情は捨てないと。大丈夫、ウチはプロですから」

　なんのプロだ。おまえは確かメイドだったはずだろ。

「役者が揃そろったところでさっそく行きましょう！　第一回戦は、障害物競走です！」





　五十メートルプールでは、既すでに障害物競走の準備は整っていた。

　プールサイドや観客席など、会場のあちこちには液晶モニターが置かれ、なぜか配置されている撮影スタッフによる映像がリアルタイムで映し出されている。

　ご丁寧に、かなみや澪みおたち参加者は、オペレーターが使うようなインカムを装着しており、防水が施ほどこされていて、プールでもしっかりと声まで拾ってくれるそうだ。

　これらすべてを手配したのは、他ほかでもない我が妹である。障害物競走の準備を手伝うのはいいけど、なんで撮影までするんだ。まさか、売る気じゃないだろうな。

　撮影スタッフは全員女性である。どこからか撮影のプロを呼んできたらしいが、男子禁制は変わらないらしい。

　わっ、と大きな歓声が聞こえ、俺おれはプールに視線を戻す。

　かなみとハルカ、澪と葉は月づきが飛び込み台の上にあがっている。

　障害物競走は二人一組で行われる。連合のコンビについては、葉月がどさくさに紛まぎれて澪を襲わないか心配ではあるが、それよりかなみたちだ。つい先日までガチで殺し合いをしていた二人がコンビを組んで大丈夫なんだろうか。つーか、ライバル同士が手を組むって少年漫画みたいだ。

「それにしても、これはなんとかならないのかしら……」

　かなみが不満げにつぶやいて、手首を持ち上げる。その手首は手錠でハルカとがっちり繋つながっていた。

「仕方ありませんわ。コンビでの戦いを効果的に演出する小道具、だそうですから」

　ハルカは納得しているようだが、手錠で繋がれたままプールに入るのは抵抗がありそうだ。まあ、かなみは単純にバカバカしいと思っているようだが。

「はーい、鳴なる神かみ会長も竜りゆう崎ざきリーダーも準備はよろしいっすかー！」

　実況席からマツリが脳天気に声を掛ける。

　かなみも澪も無言で頷うなずき、マツリは席に置いてあったピストルを手に取った。

「んじゃ、桃とう花か杯はい第一回戦、よーい…………すたぁと！」

　パン、とマツリがピストルを鳴らすと同時に、四人が一斉にプールに飛び込んだ。

　派手に水しぶきが上がり、さすがにプールには慣れているからか、澪と葉月は歩きにくい水中を苦にせずに、すたすたと進んでいく。この競技では泳ぐのは禁止されている――というか、手錠で繋つながれた状態ではまともに泳げないので、歩くしかないのだ。

「澪みお様、頑張りましょうね！　勝てば神しん堂どう祐ゆう貴きは連合のもの。つまり、連合のメンバーのわたしが煮ても焼いても自由ってことですよね！」

「まずはわたしが遊んでからだよ。もっと言えば味見をしてからじゃないと、煮ちゃダメだよ」

「えーっ」

　不満の声を上げたいのはこちらのほうだ。

　澪と葉は月づきのやり取りは、聞こえないほうがよかったかもしんない。葉月は俺おれなんてほしくないだろうから、わざと澪の足を引っ張るかもと思ってたけど、それはなさそうだ……。

「そういや、あの葉月って運動できるのか？　連合のサブリーダーとか言ってたけど」

　俺は、隣の貴き理りに話し掛ける。

「え、兄にい様さま知らないんですか？」

「俺は知らないことばかりだよ」

　なぜなら、貴理が大事なことを隠しまくっているから。

「河合かわい葉月は、昨年、中等部三年のときに百メートル自由形で全国優勝しています」

「……優勝？　あの百ゆ合りっ子が？」

「性癖と能力は無関係ですよ。まあ、兄様は楽園ハーレムを作りたがる人にふさわしい、女の子を好きにできちゃう能力をお持ちですが」

「俺は二ふた股また三さん股またかけたいなんて思ったことはなーい！」

　三股どころか、最大で七なな股またらしいが。

「兄様のことは冗談ということにしておくとして。河合葉月が全国を制したのは事実ですよ。竜りゆう崎ざき澪も全国レベルのタイムを持ってるそうですが、実力は葉月も負けていないでしょう。そうでなくては、連合も一年生をサブリーダーにはしません」

「ふうん……」

　そういえば今まで知らなかったけど、澪の実力も明らかになった。

　あの二人が連合のトップに立っているのも、相当の実力者だからってことなんだな。

「さあーっ、最初の障害です！　ダッシュで駆け抜けてください！」

　マツリの声が響き、俺はプールのほうに視線を戻した。

　水面には、スチロールのブロックのようなものがいくつも浮かべられ、二本の道が造られている。

　澪と葉月はブロックの上によじ登り、水に浮いているだけの不安定な道の上を、バランスを崩すこともなく走っていく。

　ハタから見ていると簡単そうに見えるが、澪たちのバランス感覚が抜群で、息が合っているからできる芸当だ。

　普通の女の子が、水に落ちずに走るのは相当に難しいだろう。その証拠に――

「ああっ、落ちた！　鳴なる神かみ・風かざ間まペアが見事に落っこちました！」

　プールに派手な水しぶきが上がり、かなみの短い悲鳴も聞こえた。

　おーおー、やっぱり落ちてる。

「ちょっ、なにをやってますの、かなみさん！　落ちたショックでポロリでも狙ねらっているのですか！」

「そんなわけないでしょ！」

　道から派手に落っこちたかなみとハルカが、罵ののしり合いながら、ブロックの上に再度よじ登ろうとする。

「かなみも運動神経いいはずだけど、勝手が違いそうだなあ。つーか、あの手錠がタチ悪いな。勝負を盛り上げてはいるけどさ」

　一人が落ちたら、もう一人も引きずり込まれて落っこちてしまう。ブロックの道はほんの数メートルなのに、かなみたちはなかなか進めないでいる。

「この勝負、もらいましたね、澪みお様！」

　葉は月づきの元気な声がプール内に響き渡る。

「おーっと、竜りゆう崎ざき・河合かわいペアは早くも次の障害ですよ！」

　澪たちはブロックの道をクリアして、次の関門――滑すべり台昇りに挑戦し始めていた。

　幅十メートルほど、高さ五メートルほどの巨大な滑り台がプールの真ん中にどんと置かれている。滑るのではなく、逆向きに昇っていくのだ。

　ただし、かなり傾斜が厳しい上に、水がかなりの勢いで流れてきていて滑りやすくなっていて、簡単には昇れないようになっている。

「わっ……！」

　さすがの澪も滑り台の途中でバランスを崩し、倒れそうになった。

「……っとっと。危ないとこだった――って、ちょっと葉月！」

「ああっ、澪様。ごめんなさーい！」

　体勢を立て直した澪に、葉月が覆おおい被かぶさるようにして倒れ込んでいく。

　葉月は澪にがっちり抱きつき、そのまま二人は滑り台の下まで真っ逆さまに滑り落ちていった。

　今の、完全にわざとだな……。葉月は、どさくさまぎれに澪に抱きつきたかっただけだろう……。

　そんなことをしているうちに、かなみたちが追いついてきた。彼女たちは手が繋つながってる状態にも慣れたらしく、息を合わせて滑り台を勢いよく昇っていく。

「あっ、やべっ！　負けたらシャレにならないじゃん！」

「葉月、あんた後でお仕置きだからね！」

「きゃーん！　きっついやつをお願いします！」

　いじめられるのもＯＫとか、まるでハルカのようだが、葉月が喜んでいるのはまた別のことだ。要するに葉月は、澪にならなにをされても嬉うれしいんだろう。なぜ、十五や十六の女の子があんな変態になってしまったのか……。

　ともかく、障害物競走は早くも佳境を迎えていた。

　本気になった澪みおたちはあっという間に遅れを取り戻し、かなみたちとほぼ同時に滑すべり台をクリア。

　再びプールに飛び込み、二組は次の――最後の障害へと向かう。

「さてさて、早くも最後の障害だ！」

　マツリはマイクをぐっと握りしめ、さらにノリノリになっている。元気すぎるな、こいつは。

　二組の行く先には、さっきのスチロールのブロックと同じようなものが浮いている。

　ただし、大きさは十メートル四方ほどもある。

「皆さん、ご覧あれ！　あれはいわばリングなのです！」

　マツリが椅い子すを倒すような勢いで立ち上がり、浮かんでいるリングを指さした。

「あそこは、女同士がガチンコでケリをつける神聖な戦場なのです！　二組がリングに上がり、相手の組を水に叩たたき落としたほうが勝ちです！」

「……ってことは、先に進んでてもリングで相手を待ってなきゃいけないんじゃないか。ここまでの競争って全然意味ねぇな」

「そこの旦だん那な、どうでもいいツッコミを入れない！　面白ければいいんです！」

　なぜか、マツリに怒られてしまう。俺おれのほうが正論言ってると思うけどなあ。

　そんなことを考えている間に、四人の女の子たちはリングに昇っていた。リングの上には、野球のバットくらいの長さの棒が置かれていて、全員がそれを手に取っていた。

「叩き落とす、と言っても女の子同士が殴り合ったり取っ組み合ったりは美しくありません。その柔らかソフトな棒で相手をぶっ叩いちゃってくださーい！」

　なるほど、四人が持っている棒はふにゃふにゃの素材でできているようだ。もっとも、あんな棒でも思い切り殴られれば、怯ひるんでしまうだろう。

「た、大変ですわ、かなみさん……」

　リングの上で、ハルカが不意に困ったような顔をして言った。

「どうしたのよ、こういうのはあなたが得意でしょ」

「で、ですが……こんな柔らかい棒では敵を斬きれませんわ！」

「斬らなくていいのよ！」

　インカムを着けたのは失敗だったかもしれない……。ハルカがアホみたいに見えるぞ。

そういや、ハルカは学校でほとんど見かけないけど、成績はどうなんだろう。

「チャーンス！　ハルカ先輩、お覚悟！」

　あたふたするハルカに、葉は月づきが不意討ちを仕掛ける。

　ソフト棒を構えてハルカに襲いかかり、肩口を狙ねらって振り下ろす。

「…………」

　しかし、ハルカは落ち着いた動作で上半身をひねってその一撃をかわすと、よどみのない動作でソフト棒を振り、葉は月づきの胴に叩たたきつける。

「ひゃうっ」

　葉月が変な声を上げて後ずさる。澪みおも引っ張られて後ろに下がり、リングがぐらりと揺れた。

「葉月！」

「わっ、たったっ……ど、どうりゃあああ！」

　不安定になったリングの上で、倒れそうになった葉月が抜群のバランス感覚を見せて、体勢を立て直した。そして、間かん髪はつ入れずにソフト棒を構え、今度はかなみめがけて振り下ろした。

「きゃっ」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げたかなみの胸に、棒がばしんと当たった。葉月は止まることなくかなみの胸元に連続で撃ち込み、弾はずみで胸がぷるんと揺れ、水着がずれそうになる。

「あっ、ちょっと……葉月さん、待って、水着が……」

「問答無用です！　これは勝負ですから！」

　葉月は巧妙にハルカの攻撃が届かない間合いを保ちつつ、水着が気になって反撃できないかなみに攻撃を続ける。というより、棒で水着をはぎとろうとしているような。

「ちょっ、ダメ、ダメだってば！　もうダメって……言ってるでしょ！」

「甘いです！」

　かなみの鋭い反撃を、葉月は強引に身体からだをひねってかわし、間合いを詰める。そして、葉月が近距離からソフト棒の突きをぶちこむと、かなみは大きくバランスを崩した。

「きゃああぁっ！」

　その一撃で勝負はついていた。

　既すでにリングの縁ふちまで追い込まれていたかなみは後ろに倒れ、そのままプールに見事に落っこちた。当然ながら、ハルカも一緒に落下する。

「ああーっと、ついにやりました！　障害物競走は、連合の勝利です！　河合かわい葉月さん、見事な一撃でした！」

　マツリが勝利を宣言し、澪と葉月が笑みを浮かべて両手を高々と挙げた。

　終わっちゃったか。葉月もどうせならかなみの水着を剥はぎ取ってくれれば……って、いかんいかん。かなみのポロリを目撃したら、間違いなく俺おれに電撃の罰が下る。

「よくやった、葉月！　なんか最後はわたし、出番なかったけど！」

「いえいえ、澪様のためですから。このくらいは軽――」

　そこまで言って、不意に葉月が顔をしかめた。そのまま、固まったように動かなくなってしまう。

「どうしたの、葉月？」

「あ、あはは。いえいえ、なんでもないですよ」

　葉月は無理矢理な笑顔をつくり、リングの上で一歩踏み出そうとした。その途端、今度は明らかに苦しげな表情になり、また止まってしまう。

「……おい、貴き理り」

「兄にい様さまはそこにいてください。軍ぐん曹そう、ちゃんと待機させてますね？」

「はい、お嬢様」

　軍曹が片手を上げると、プールサイドに立っていた水着の女性二人が即座に動き出し、プールに飛び込んで、澪みおたちのところへ泳いでいった。

　貴理はなにかあったときのために、Ｇガールズを待機させてあったらしい。相変わらず、手際のいい妹だ。





　Ｇガールズの衛生兵が診みたところ、葉は月づきは軽いねんざのようだった。

　かなみの一撃を強引にかわしたときに、足首をひねってしまったらしい。不安定な足場の上であれだけちょこまか動き回れば、そりゃケガもするだろう。

「うわーん、わたしまだできるのに！　今日は絶対、どさくさにまぎれて澪様の生乳を堪たん能のうするつもりだったのに！」

　葉月はＧガールズの二人に肩を貸してもらい、泣きわめきながらプールを去っていった。

　全国制覇を達成した期待のルーキーのケガをこれ以上悪化させるわけにはいかない。

　葉月の続行嘆願を、澪はもちろん桃もも女じよのオーナーである貴理も許さなかった。葉月は、桃女が誇るスターでもあるのだ。

「なにはともあれ、大したことなくてよかったわ」

「大ケガになっていたら、私も恨まれてましたわ。まあ、恨まれるのは大好きですが」

「一応、勝負の最中のケガだからね。うちの後輩には、あんなことで恨むような教育はしてないよ」

　どういうわけか、かなみ、澪、ハルカの三人のヒメ神ガミたちが俺おれの椅い子すの周りに集まっている。

　三人とも水着のままだから、あまり近づかれると目の毒のような保養のような……。

「でもまあ、葉月もいなくなったことだし……」

　澪は、かなみの顔を意味ありげに見ながら、にやりと笑った。

「連合の勝ちってことでいいかな？」

「いいわけないでしょ！」

　かなみが鋭く反論する。

「まだ一本取っただけじゃないの。そりゃ、ケガの責任はこっちにあるけど、それはそれよ。まだ勝負はついてないわ」

「やれやれ、会長は負けず嫌いだねえ」

　澪はわざとらしく呆あきれたように笑って、首を振ってみせた。

　とりあえず、続行で決まったようだ。

　ここで終わってくれれば、いろいろうやむやになるかも――なんて、期待していませんでしたとも、ええ。

「では、葉は月づきさんの代わりは私が務つとめましょう」

　一瞬、誰だれが言ったのかわからなかった。

　しかし――聞き違いではない。

　さっきから黙って俺おれの隣に座っていた妹の口から飛び出した発言だった。

「おい待て、貴き理り。おまえが参加するの？」

「だからそう言いました。私が心配なのはよくわかりますが、大丈夫です。ケガするほど無理はしませんから」

「…………」

　俺の妹は、隠し事は山ほどしているが、あまり嘘うそや冗談は言わない。

　ヒメ神ガミたちもそれを知っているので、みんな黙り込んだまま、じっと貴理の顔を見つめている。

「嫌ですね、皆さん。そこまで驚かなくてもいいじゃないですか。さっきから見ていたらなんだか楽しそうなので、私も参加してみたくなっただけです」

　貴理は微笑を浮かべてそう言うと、椅い子すから立ち上がって、ぷちぷちと制服のボタンを外し始めた。

「ちょっと、貴理さん！　祐ゆう貴き君がいるのに、なにを――！」

　慌あわてふためくかなみの声が聞こえないかのように、貴理は制服をするりと脱ぎ捨てた。

　思わず目を逸そらそうとした俺の前に――

「もちろん水着を着てますよ。実は、桃とう花か杯はいが終わったら少し泳ごうと思っていたんです」

　貴理は学校指定のものらしい、スクール水着を着ていた。

　こうして水着姿を見ると、うちの妹はヒメ神や葉月と比べて、格段に身体からだの凹凸が少ないのがわかるなあ。胸のふくらみが薄いというより、無いと言ったほうがいいくらいだ。澪みおやかなみと同い年というのが信じられない。なんて可哀かわい想そうな妹……。

「兄にい様さまと少しお話がありますので、皆さんは次の競技の準備をしておいてください」

「…………っ！」

　兄だから――兄だから、わかる。今、妹はにこやかに言ったけれど、その裏には明らかな殺気が込められていた。

　双子だからなのか、たまに貴理は俺の心を読んでくるからな……。

　かなみたちは戸惑いつつ、第二プールのほうへ歩いていった。二回戦は第二で行われるのだ。

　マツリと観客たちも移動し、第一プールには俺たち兄妹きようだいと軍ぐん曹そうだけが残った。

「さてと、兄様」

「は、はい」

「ああ、立たなくていいですよ。そのまま」

　反射的に立とうとした俺おれを、貴き理りはやんわりと制してくる。

　その柔らかい物腰が逆に怖い。

「いろいろとお話ししたいことはありますが、それはまたいずれということで。軍ぐん曹そうの訓練に特別メニューを加えてもらうかもしれませんが」

「腕が鳴ります」

　軍曹は無表情で頷うなずいた。

　なにをされちゃうの、俺……。

「それより兄にい様さま。お手を拝はい借しやく」

「は？　手？」

　首を傾かしげながら、俺は手を差し出す。貴理は俺の手を取って、ゆっくりと引っ張った。

「え!?」

　ぷに、と弾力のあるふくらみの感触。水着の上から触れた胸は、ほんの少しだけふくらんでいて柔らかくて。

「って、なにやってんだ、貴理――」

　突とつ如じよ、視界が大きく揺れた。貴理の姿が何重にもダブって見え、妹の胸に触れている手の感覚が喪そう失しつする。

　意識が一気に遠くなっていったかと思うと――

「…………っ！」

　今度は唐突に意識がクリアになった。

　頭も視覚もはっきりしたそのときに、俺が見たのは――俺だった。

「神人一体ホーリイ・ワン……」

　すぐ目の前で椅い子すに座ったまま目を閉じているのは、まぎれもなく神しん堂どう祐ゆう貴きだ。

「貴理、おまえ……またやったな」

『兄様もあっさり引っかかりましたね。少し驚きましたよ』

　頭の中で、貴理の声が響く。

　神人一体は、神堂貴理が持つ能力である。元々は、神の魂たましいをみずからの肉体に降臨させる能力らしいのだが、双子の兄である俺の魂も取り込むことができる。

　互いの魂が入れ替わるのではなく、俺の魂が貴理の中に入るだけだ。貴理は、自分の身体からだを動かせなくなるが、俺との会話は可能だ。

　さらに言えば、魂が抜けた俺の身体は仮死状態だ。そのまま長時間放ほうっておけば死に至るという、俺にとってはいろんな意味で恐ろしい能力である。

「ううむ……」

　俺は思わず唸うなりながら、意味もなく手を握ったり開いたりを繰り返す。

　双子とはいえ、俺と貴理では体格がまったく違うのだが、身体を動かすのにさほど不自由は感じない。

　ただ……。

「女性用水着って、すげぇ違和感あるなあ……」

『兄にい様さま、今まで着たことないんですか？』

「あるわけないだろ！」

　着たことあったら、まぎれもなくただの変態だ。

『それは意外です。ですが、別に動きにくいものでもありませんし、競技に参加するのは問題ないでしょう』

「俺おれが澪みおと組んで、かなみたちと戦えってことだよな……」

『兄様も、ただ見ているだけではつまらないでしょう？』

　妹の口く調ちようはクールだが、完全に面白がっている。

　貴き理りの目的は俺にヒメ神ガミ全員をモノにさせて、楽園ハーレムを作らせることだが、その過程を楽しもうとしている節ふしがあると思う。

『では兄様、第二プールのほうに移動しましょう』

　俺は自分の意志で魂たましいを元の身体からだに戻すことはできない。

　つまり……あきらめるしかないということだ。





「はいはーい！　ちゅーわけで、舞台を第二プールに移しての第二回戦です！」

　実況席ごと第二プールに移動してきたマツリが、マイクに向かって叫ぶ。

　ついでに、抜け殻と化した俺の身体も椅い子すに座らされたまま、Ｇガールズたちの手で運び込まれている。意識がないのがバレないように、テープかなにかで強引に目を開かされているようだ。人の身体になんてことするんだ、軍ぐん曹そうたちは。

　南国の砂浜をイメージした波のプールの周りには、第一プールにいた観客たちも移動してきている。しかも、さっきよりも人数が増えているようだ。

「二回戦は水上騎馬戦でーっす」

　マツリののんきな声に、観客たちがきゃーっと喜びの声を上げる。なにが嬉うれしいんだろ。

「一組だけの直接対決じゃ面白くないんで、生徒会側は有志の生徒たち、連合側は連合メンバーが協力して、総勢十騎で行われちゃいます。つーか、美少女だらけのこの騎馬戦のＤＶＤを売ったら、家を買えちゃうくらい儲もうかりそうで、ウチは悪の道に踏み込みかけてます！」

　俺は、波のプールにぷかぷかと浮かびながらため息をつく。

　マツリよ、もはや実況なのか暴露なのか、わからなくなってるぞ。

「ねえ、貴理さん」

「あ、はい。なんでしょう？」

　ゆっくり泳ぎながら近づいてきた澪に、笑顔で応こたえる。

　貴理の口調を意識しなければならない。貴理は俺や使用人と話すときは一人称は「貴理」。他ほかの人との会話では「私」なので、そこも注意しないと。

　まさか、俺おれが貴き理りの身体からだに宿ってるなんて夢にも思わないだろうが、念のためだ。

「葉は月づきの代わりってことで、わたしの騎馬になってもらうけど、大丈夫？」

「もちろんです。私もそれくらいできますよ」

　俺が頷うなずくと、澪みおは簡単に説明を始めた。

　騎馬戦は五対五の対決で、騎手が一人に騎馬が三人。騎馬の三人は前に一人、後ろに二人で三角形をつくり、その上に騎手が乗る。

　騎手は頭にハチマキを巻き、それを敵に取られたら負け。澪のチームは青、かなみのチームは黄色のハチマキを締しめている。

　チームの主将であるかなみと澪のハチマキが奪われた時点で、勝敗が決まる。主将はもちろん、他ほかの四騎の立ち回りが重要になってくるわけだ。

　騎馬が崩れても負けにはならないが、組み直し中も攻撃の対象になるとか、細かいルールもいくつかあるらしい。けっこう面倒だ。

「……と、こんなところかな。いい、貴理さん？」

「はい、大丈夫です。私もたまには生徒の皆さんと遊びたいので、楽しみですよ」

「遊びじゃないよ」

　澪はそう言うと同時に、俺の――貴理の両肩を掴つかんでいた。彼女の顔は真剣そのもので、冗談を言っているようには見えない。異様な圧迫感すらあるくらいだった。

　元から澪は凛りんとした顔つきなので、真剣な表情をすると怖いくらい迫力があって――そして、綺き麗れいだった。

「……なんてね。まあ、貴理さんも楽しんでくれると嬉うれしいな。気楽に、気楽に」

　澪は表情を緩めて言うと、今度は俺の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「じゃ、他の子たちにも声掛けてくるから。ちょっと待ってて」

「……はい」

　澪は軽やかに泳ぎながら、他の騎馬たちのところへ行ってしまう。

　なんだったんだ、今の澪は……？

　やはり冗談だったとは思えないけど、このバカ騒ぎも澪にとっては真剣勝負だということなんだろうか。

　かなみは負けず嫌いだから、本気でやっているのはわかるけど……。澪もここまでマジだったとは思わなかった。

「水着の女の子だらけだからって、浮かれてられそうにないか」

　今度はハルカだけでなく、かなみまで敵に回っているわけだからな。

　貴理のしょぼい運動能力でどこまで役に立てるだろうか。

『この勝負の勝ち負け自体はそれほど問題じゃないと思いますけどね』

「ん？　どういうことだ、貴理？」

　口に出さなくても貴理には聞こえるのだが、頭の中で話をするのはどうも苦手だ。

『いえ、兄にい様さまは目的を忘れないでくれればいいんです。ヒメ神ガミをモノにするという目的ですね。二番目のターゲットに竜りゆう崎ざき澪みおを指定したのも、きちんと理由があるんですよ』

「……そういや、かなみを一番目に指定した理由を訊きいてなかったな」

『もちろん、一番落としやすそうだったからですよ。実際、そうだったじゃないですか』

　別に、かなみが落ちたとか落としたとか、全然思わないけど。

　誓約エンゲイジまで持ち込めたのだから、成功といってもいいのかもしれない。

　ということは、本当に澪を狙ねらうことにもそれなりに意味があるのだろうか……。

「つまり、貴き理りは澪を狙えば落とせると思ってるわけだな？」

『それは兄にい様さま次第ですよ』

　妹はさらりと、こんなことを言ってしまうんだよな。

　肝心なことは教えてもらえない。

　だが……それでも俺おれは、自分の意志でヒメ神ガミたちと関かかわり始めている。

　澪やかなみのために、できることをしてやりたいと思っているのだ。





　ホイッスルの音が高々と鳴り響いた。

　貴理が気になるからか、審判を買って出た軍ぐん曹そうがプールの波打ち際に立ち、騎馬を組んだ女の子たちの様子を確認する。

　プールに、水着姿の女の子たち十騎が集まっている姿はなかなか壮観だ。

　俺は、澪の騎馬の先頭に立たされている。前だろうと後ろだろうとどちらでもいいのだが、騎手を務つとめているかなみと、その騎馬の先頭にいるハルカが真正面にいるので、なんとなく怯ひるんでしまう。

「皆さん、準備はいいようですね。それではお嬢様方、よーい……始め！」

　再びホイッスルが鳴り響き、一斉に十組の騎馬が動き出す。

「おうおう、始まった、始まりましたよ！　今度はマジでポロリにも期待できる騎馬戦ですよ！　ウチの旦だん那なも目を血走らせて見学していることでしょう……って、あれれ？　あんまりがっついてないっすね。おっかしいな。部屋の掃除をしてるウチの乳とか尻しりとか横目でちらちら見てる、あのムッツリな旦那らしくもない」

　あのメイド……！

　マイク握って、大音量でなんてこと言ってやがる。

　俺ががっついてないのは魂たましい抜けてるから当たり前だけど、別に魂入ったままでも、冷静に見てたと思うぞ。かなみがいるんだし、下へ手たなマネはしない。

「旦那が落ち着いてるのはつまんないけど、まあいいや。そうだ、障害物競走ではすっかり忘れてたけど、ご機嫌な音楽を掛けましょう。勝負を盛り上げる熱くノリノリな曲で盛り上がれ！　れっつ、みゅーじっく！」

　マツリの合図とともに、プール内にアップテンポな音楽が流れ始める。

　ああ、この曲は聞いたことあるな……。

「ヒットチャートをにぎわせまくっている謎なぞの歌姫『セラフ』の新曲ですよ！　燃えますね！」

　まあ確かに、音楽は悪くないし、盛り上がるのはいいことだ。

　こっちも敵も、相手の出方をうかがうように動いていたが、音楽に乗せられたかのように目に真剣みが帯びてきて、相手と間合いを詰めていく。

　連合側は、もちろん全員が運動部所属の女の子たちだ。波のプールは足がつくとはいえ、なかなか動きにくいが、どの騎馬もするすると前に進んでいる。かなみとハルカは強敵だけど、他ほかの四組の騎馬を倒して、こちらは数騎がかりでいけば――

「待った、貴き理りさん。あまり前に出すぎないで」

「……慎重ですね」

　澪みおの言葉に俺おれは頷うなずいて、スピードを落とす。見ると、かなみの騎馬も前に出すぎず、他の騎馬たちを先行させている。

「ほら、早くかかってきてくださいっ！」

「手加減しないわよ！　さあ、みんな行きましょう！」

　両チームの騎馬が衝突し、お互いのハチマキを狙ねらって攻防を始めている。

　ちょっと意外だ。連合の子があっさり勝つかと思ったら、かなみの助すけっ人との子たちもなかなか頑張っている。

「へえ、会長のところの子たちもなかなかやるね。自分から会長の助っ人に志願したらしいけど」

「みんな、けっこう本気でやってますね……」

　かなみのほうも、なかなか有能な女の子たちを集めたらしい。

「かなみ会長のために！　すべては鳴なる神かみかなみ様のために！」

「やりましょう、皆さん！　かなみ会長の笑顔のために、勝利を！」

　かなみチームの女の子たち……。

　独裁者とその親衛隊みたいになってるぞ、おい。

　洗脳みたいで怖いんだけど。

「ちぇっ、あれも会長のカリスマのおかげかな」

「カリスマ性の高さも問題があるような気がしますよ」

　俺は小さく首を振りながら答える。

「あれはあれでいいんじゃないかな？　誓約エンゲイジを交わすと、ヒメ神ガミの地味な能力もなかなか侮あなどれないものになっちゃうんだね」

　澪は本気で悔くやしそうだ。

　本当にかなみチームの女の子たちは、動きがいい。普段から運動部で鍛きたえている連合の女子たちと互角に渡り合うとは。

「いやぁ―――っ！」

「えっ？」

　ひときわ大きな悲鳴に、とっさにそちらを振り向くと。

「うわっ、ちょっ!?」

　俺おれは、思わず貴き理りの演技を忘れて叫んでしまった。

「おーっと、ポロリだ！　遂にポロリが出ましたよ！　もちろん敵の水着を剥はぎ取るのは反則ではありません！　胸を隠そうと手が塞ふさがったところが、ハチマキを狙ねらうチャンスにもなるのです！　いいぞ、もっとやれ！」

　いやいや、もっとやられちゃ困る！

　ほんの一瞬だったけど、連合側の騎手の女の子が、胸を丸出しにしていたのを見ちゃったよ……。

　けっこうでかかったなあ……。形もよかったし、綺き麗れいなピンク色だったし……。

「って、見てる場合じゃありませんよ！」

「な、なに？　どうしたの、貴理さん？」

　貴理の姿で、女の子の裸を見るのは、なんだかとても卑ひ劣れつなマネをしている気分になってしまう。水着を取られた子は、悲鳴を上げてる割に半笑いだったけど。

　とにかく、今は澪みおの味方なんだから、勝つことを考えないと。

「澪さん、敵もこちらも力量は互角です。味方の騎馬を澪さんが指揮して、効果的に動かさないと！」

「え？　でもわたし、指揮とかやったことないんだよね。水泳は基本的に個人競技だし。ああ、貴理さんはよくＧガールズとかメイドさんを偉そうに使ってるから、命令には慣れてるんじゃないの？」

「そ、そうでもないですよ」

『失敬ですね。貴理は、偉そうじゃなくて偉いんです』

　貴理が不満げにつぶやいたが、その声は澪には届かない。

　ともかく、困ったことになった。水着の上を取られた女の子は、まだハチマキは無事だが手で胸を隠したままなので、戦力にならない。

　後の騎馬たちも牽けん制せいし合いながら、衝突しては離れてを繰り返してる。

「……よし、会長と一騎打ちをしよう。ちまちま指揮を執とるなんて、わたしの趣味じゃないし、会長のハチマキを取ればそれで終わりなんだから」

「え、待ってください、そんな大ざっぱな」

　澪の言うことにも一理あるが、かなみの近くにはもう一騎ウロウロしている。たぶん、かなみからあまり離れないように指示されているんだろう。

　二騎を相手にするのは、いくら澪でも得策じゃない。

「いいから行って！　会長っ、いざ尋常に勝負！　勝って、祐ゆう貴きはいただきだよ！」

「あんなのもらってどうするのよ！　ストレス発散には役に立つけど！」

　澪の挑発に、かなみも大声で応こたえる。

　だから、俺のストレスはどうするんだよ。

　仕方ないので、かなみに向かって前進していく。騎馬の動かし方なら、少しはアイデアがあったんだけどなあ。

　澪みおとかなみはゆっくりと近づいていく。当然、かなみについているもう一騎の騎馬も一緒だ。やっぱり一対二になるのかよ。

　ふと、騎馬の先頭にいるハルカと目が合った。

「ふう……」

　なんか、いきなりため息つかれたぞ。

「馬の役なんてつまらないですわね……。かなみさんなんて乗せても面白くもなんともありませんし。私の願望は、祐ゆう貴きさんに乗っていただくことですのに」

「乗るってどこにですか！」

　ハルカは俺おれに恨まれるのはあきらめたようだが、いじめられることには執しゆう着ちやくがあるようだ。影カゲヒメのエネルギーは恨みじゃなくて、いじめでもＯＫなのか？

「ハルカさん、バカなこと話してないで、真面目まじめにやってよ。あと、貴き理りさんは純粋なんだから、変なこと吹き込まないで」

　いやあ……うちの妹は、見た目ほど純粋無む垢くでもないと思う。

『貴理は見た目が無垢に見えれば充分なんですよ。神しん堂どうグループを動かす者としては、周りが油断してくれますからね。ナメられるのは困りますけど』

　ほらね、純粋にはほど遠い。

「貴理さん、ぼんやりしてないでまっすぐ突っ込んで！　狙ねらうは会長ただ一人だよ！」

「ああもう、本当に無む茶ちやを言いますね！」

　澪は、かなみの護衛の騎馬にはかまわず、ソッコーで決着をつけるつもりらしい。まっすぐというか、無謀というか。

　仕方ないので、命令どおりにかなみの騎馬に突っ込んでいく。この際、騎馬同士でぶつかってもいいくらいの勢いで行くしかない。

「会長ーっ、覚悟ーっ！」

　頭の上のほうで、澪の声が高く響く。

　動きづらい水中を必死に走って行って――かなみの騎馬と衝突する。

「ぐっ」

　俺の――貴理の口からくぐもった悲鳴が漏れる。

　本当に思いっきりかなみの騎馬とぶつかって、弾はじき飛ばされたのだ。

「あ、危ないところだっ……でした」

　俺はかろうじて体勢を整え、なんとか騎馬は崩れずに持ちこたえた。

「ちょっと、貴理さん大丈夫？」

「え、ええ。さすがハルカさん、凄すごい勢いでした……」

　上から降ってきた澪の声に、俺は答える。

　正面からぶつかるのは、ちょい無茶だったかな。というか、貴理の身体からだだってことをすっかり忘れてた。小柄なんでめっちゃ軽いんだよな、貴き理りは。

『兄にい様さま、貴理の身体からだは大事に扱ってください。まだ嫁入り前ですので』

　わかってるよ、ちょっとしたうっかりだ。

『兄様もどうせなら綺き麗れいな身体の花嫁をもらいたいでしょう？』

　俺おれんとこに嫁入りすんのかよ！

　頼むから勝負の最中にツッコミ待ちの発言は控えてほしい。つい、口に出して突っ込んじゃいそうになるだろ。

「ふーむ、なるほど……考えてみれば、そうですわよね」

「ん？」

　俺を弾はじき飛ばしたハルカが、意味ありげな視線を向けてきている。

「祐ゆう貴きさんを攻撃してはいけない約束ですが……妹さんを攻撃する分にはＯＫですよね。貴理さん、ちっちゃくていじめ――いじり甲が斐いがありそうですわ」

「げっ」

　ハ、ハルカにロックオンされてる……。あの人、いじめられるのも、いじめるのも有りなところが恐ろしい。

「ふふふ、私は私で楽しみを見つけないとこんな勝負やってられませんからね。貴理さん……お覚悟なさいませ」

「…………」

　じりじりとハルカが間合いを詰めてくる。

　まさかまた、ハルカと正面から対決するハメになるとは……。

「いきますわ、貴理さん！」

「ぎゃーっ！」

　ハルカは、すすっと水中を器用に歩いてきて、再び俺にぶつかって――いや、正面から俺にくっついてきた。

「ちょ、ちょっと、ハルカさん!?」

「まあ、貴理さんってば小さくて可愛かわいいですわね。身体の一部が膨張していることが取とり柄えの方ばかりで、少々うんざりしていたところですので。癒いやされますわ」

「…………」

「…………」

　澪みおとかなみが呆あきれている気配が伝わってくるけど、それどころではない。

　騎馬を組んでる状態では腕が使えないので、ハルカは胸を突き出すようにして強引に俺に身体をくっつけてくる。

　俺の……っていうか、貴理の胸とハルカの胸がこすれて……！

「ハ、ハルカさん、なにをやってるんですか……！」

「ふふ、これは勝負ですからね。弱いところをつくのはまっとうな戦術です。あらら、貴理さんの小さなお胸もぷにぷにしていて悪くありませんわね」

「…………っ」

　ハルカの小ぶりな胸と、さらに小さな貴き理りの胸がぴったりとくっついている。ハルカは容赦なく身体からだを押しつけてくるので、変な感覚が……！

　女の子って、胸を責められるとこんな感じなのか。こそばゆいような、でも背中がぞくぞくするような快感が走る――

『兄にい様さまが女の子の快感に目覚めてどうするんですか。別にいいですけど』

　よ、よくない！　全然よくない！

　まだ女の子の胸も揉もんだことないのに、揉まれる快感に目覚めるなんて！

『さっき、貴理の胸に触ったじゃないですか』

　妹はノーカウントだ！

『まあ、触っておいてひどいですね』

　兄が強引に妹の胸を揉んだのならそりゃひどいだろうが、俺おれはどちらかというと被害者だ。

「ハルカさん！　騎馬戦だってことを忘れないでください！」

　俺は身体をよじって、楽しげに胸をこすりつけてくるハルカから強引に離れる。

　危ないところだった……。妹の身体で女としての快感を味わうなんて、人間として堕おちるところまで堕ちきった所行だ。

　できるだけ、ハルカと向き合わないように、横から回り込んで攻めよう。いくらハルカでも、騎馬を組んだまま自由自在には動けないはず。



    

  
    
      



    

  
    
      「あら、フラれちゃいましたか。貴き理りさんったら、祐ゆう貴きさんと一緒でつれないですわね」

「双子の兄妹きようだいですから……」

　俺おれは無理につくった愛想笑いを浮かべる。

　一応、ハルカはあきらめてくれたみたいだけど、さっさと決着をつけたほうがよさそうだ。

　かなみの護衛についている一騎も、こっちの様子をうかがっている。さっきは、俺たちがいきなり衝突したので、戦闘に参加する隙すきがなかったのかもしれない。俺も、護衛のことをすっかり忘れてたけど。

　俺たちの騎馬は、今度はゆっくりとかなみたちに近づいていって――

　再び交戦距離へと入った。

「きゃっ、こらっ、澪みおさん！　あなた、どこ狙ねらってるの！」

　かなみの悲鳴に顔を上げると、そこにはとんでもない光景があった。

　澪が執しつ拗ようにかなみの胸のあたりを攻めまくっている。水着を剥はぎ取る気満々のようだ。

　かなみは動揺してしまったせいか、反撃どころか澪の手を払いのけるので精一杯だ。

「ちょっと、主旨が変わってるでしょ！　狙うのはハチマキなんじゃないの!?」

「さっき、そっちのチームの子もやってたじゃないか。それに実は、けっこう気になってたんだよね」

「なにが!?」

　喋しやべりながらも、二人の攻防は止まらない。

　つーか、澪の手がかなみの胸に当たるたびに、ぷるんぷるん揺れてるのがすっげー気になる。

　もうさっきから騎馬戦とか関係なくて、ひたすらエロい展開ばっかりだ……。

「会長、やっぱり胸がでかくなってる！　くうっ、わたしのアドバンテージはヒメ神ガミで一番の巨乳ってことだったのに！」

「こんなもの、大きくなったって嬉うれしくないわよ！」

「祐貴は嬉しいに決まってるよ！　わたしと話すときは、顔よりも胸のほうばっかり見てるしね！」

「あの男……後で、電撃だわ」

　……まあ、俺の趣味のことはともかく。

　かなみの護衛についていたはずの騎馬は、なぜかぼけっとしたまま動かずにいる。騎手も騎馬も、潤うるんだ目でかなみを見つめている。

　あの子たち、かなみの水着が取れるのを期待してんじゃないだろうか……。俺と同じ気持ちなんだな……。

　護衛の役目をまったく果たせてないのは、ともかくとして。

「ああん、もう！　ハルカさん、一いつ旦たん下がって！」

　かなみは、澪みおの手をばしっと払いのけ、ハルカと他ほかの騎手たちが素早く後ろに下がる。

　ちぇっ、水着がちょっとズレただけで結局取れなかったか。さすがはかなみ、なかなかガードが固い。

「まあ、いいか。会長の巨乳化が確認できただけでよしとしよう」

「よくないわよ」

　残念そうにつぶやく澪を、かなみがぎらりと睨にらみつける。

　俺おれもかなり残念だが、ひとまず小手調べは終わり、かな。

　澪とかなみは、ほんの数メートルの距離を挟んで対たい峙じする。かなみの護衛も、思い出したように、近づいてくる。

「しょうがない、そろそろ真面目まじめにやろうかな」

「やっぱり、ふざけてたの!?」

　澪は挑発が上う手まいなあ……。いや、かなみが乗せられやすいのかも。

「今日こそ決着をつけよう、会長。別に会長とケンカしてたわけじゃないけど、今は負けられない理由ができたしね。まったく、男嫌いとか言っておいて、真っ先に祐ゆう貴きとくっつくなんて裏切られた思いだよ！」

「く、くっついてなんかいないわよ！　一緒に寝ただけで、くっついたなんて言わないでしょ！」

「…………」

　すげぇこと暴露しちゃったよ、鳴なる神かみかなみさん……。

　もちろん今の声は、かなみが着けているインカムが拾って、会場中に聞こえただろう。

　観客だけでなく、他の騎馬の子たちも完全に呆あつ気けにとられている。会場内が、不気味なくらい静かになってしまった。

「あ、えーと……その……」

　かなみだけがぶつぶつつぶやきながら、顔を真っ赤にしてうつむいている。

　水着を取られかけた動揺もあっただろうし、勢いも働いたんだろうけど、あそこまでとんでもないことを口走っちゃうとは……。どう収拾つけるんだ、これ。

「け、決着をつけるんでしょ！　いいから行くわよ、ハルカさん！」

　強引すぎるほど強引にごまかした！

「私もなんだか納得できませんが……まあ、いいですわ。さっさと終わらせちゃってください」

　ハルカが嫌そうに応こたえて、前進を始める。

　さっさと終わらせたいのは、こちらも同じなので、俺も前に進んでいく。

　かなみがちらちらと、俺――の抜け殻を気にしているが、こちらはあの程度のことを暴露されても、あんまり気にならない。元々、もっととんでもない噂うわさとか流れてるみたいだしなあ。

「なるほどね。会長と祐貴は順調ってことか……。まったく、ツンデレは一度落ちるとこれだから始末に負えないよね」

「聞こえてるわよ！　だからあたしはツンデレなんかじゃないって言ってるでしょ！」

　言えば言うほど否定にならない気がするのだが、それはともかく、遂にかなみが逆襲に転じた。

　澪みおのハチマキを狙ねらって、かなみは何度も手を伸ばし、横から護衛の騎馬もちょっかいを掛けてくる。

　ハルカたち騎馬も動きにくい水の中を器用に動き回り、澪を追い込んでいく。

　ていうか、ダメだこれは……。やっぱり一対二じゃ、この手の勝負は分が悪い。

　澪になんと言われようと、戦術をきちんと練ねるべきだった。

　それに――

「おおーっと、かなみ会長すげーっ！　矢のような連続攻撃だ！　おっぱいもばいんばいん弾はずんでます！　行け行けーっ！」

　中立であるはずの実況が、なぜかかなみの味方みたいになってる。

　しかも、再び騒がしくなり始めた観客席でも、かなみへの声援が凄すごいことになっている。

　澪を応援する声も聞こえはするけど、なんでいきなりかなみの味方が増えてるんだ？

『かなみさんの姿が、兄にい様さまを取られまいと必死に戦っているように見えるんでしょう。女の子たちは、いつでも恋する乙女の味方ですから』

「恋する乙女……ねぇ」

　かなみは必死に、澪のハチマキを奪おうと攻撃を繰り広げている。澪のハチマキに何度も手が掛かり、澪はそのたびにかろうじてかなみの手を払いのける。

　うわ、澪の動きが激しすぎる。俺おれたちの上で騎手が大きく揺れるせいで、今にも騎馬が崩れそうだ。

　一度騎馬が崩れて澪が落っこちてしまったら、あっという間にかなみの餌え食じきだろう。

　まずい、澪の運動能力と反射神経でもかわしきれないだろうし、このままじゃ――

「別に祐ゆう貴き君のためじゃないわ。それでも、あたしは――」

　かなみが、まっすぐに俺たちの騎馬にぶつかってくる。

　俺のすぐ目前に、ハルカの不敵な笑みが見えた。

「澪さんには負けてられないのよ！」

「…………っ！」

　澪が息を呑のむのが聞こえた。

　わあぁっ、とプール内に歓声が響き渡り、俺が顔を上げると、そこには澪の青いハチマキをしっかりと握りしめているかなみの姿があった。

　かなみは、ハチマキを高々と掲かかげると、いきなり振り向いて俺の身体からだを指さした。

「本当に、祐貴君のためじゃないわよ！　いい気にならないように！」

　こういう発言がツンデレを疑われる原因なのだと思う。

　ホイッスルが鳴り響き、試合終了が告げられた。

　これで、一勝一敗か……。

「ねえ、貴き理りさん」

　澪みおが騎馬から下り、俺おれの身体からだを睨にらんでいるかなみのほうを見ながら言った。

「さっき、恋する乙女って言ったよね。会長は……やっぱり祐ゆう貴きに恋してるのかな？」

「え、それはえっと……ど、どうなんでしょう？」

　俺の口からはちょっと答えられない質問だ。

　違います、と否定するのもなんとなく嫌だし。

「実はちょっと思ってたんだよね」

　澪は、ぽつりと独ひとり言のようにいった。

「誓約エンゲイジを交わした会長と、交わせないわたし。その違いって、恋を知っているかどうかなんじゃないかって」

「…………」

　確かに、かなみは恋を知っていた。

　彼女が普通の中学に通っていた頃ころ、好きだった男がいたのだ。彼女の片かた想おもいの相手については、思うことがいくつもあるけれど。

「今の会長には勝てない、か……」

「え」

「ありがとう、貴理さん」

　澪は微笑して俺の肩を叩たたくと、波をかきわけるようにして歩いていってしまった。

　恋を知っているかどうか。

　恋をしているかどうか。

　愛情を糧かてにするヒメ神ガミにとっては、重要なことなのだろうけど……。

　いつも余裕そうだった澪が、なんだか変わってきたように見えてしまう……。





　桃とう花か杯はい三回戦は、ごくシンプルな競泳対決だった。

　五十メートルプールを一往復。百メートル自由形で勝負を決する。

　言うまでもなく、圧倒的に澪が有利だろう。澪は水泳部の主将であり、全国レベルの選手なのだ。

　別に卑ひ怯きようということはないだろう。勝負の方法は澪が決められる番なのだから、かなみにも充分に勝ち目のある障害物競走や騎馬戦を組み込んだのは、良心的だと言ってもいい。

　三回戦はあっという間に終わった。

　そして、第一プールには沈黙が満ちている。

　観客たちは完全に黙り込み、ゴールしたまま動かない澪とかなみを見つめている。

「これで終わりですね。なかなか面白かったですよ」

　隣の椅い子すに座っている貴理が、クールにつぶやいた。

　既すでに貴き理りは『神人一体ホーリイ・ワン』を解除して、俺おれたちは元通りになり、最後の対決を二人で並んで見ていた。

　面白いとは言えないが、結果は意外なものだった。

　勝ったのは――かなみのほうだったのだ。

「え、なんで……？　なんで澪みお様が負けんの？」

　治療を終えてプールに戻ってきていた葉は月づきも呆ぼう然ぜんとしている。プールサイドに座り込み、口を開けたまま、プールの中の澪に視線を向けている。

　かなみもかなり速かった。身体能力も抜群なだけあって、泳ぎも達者なものだったが、まさか本職の澪が負けるなんて誰だれが予想しただろう。

　どうやら、かなみ自身すら驚いているようで、隣のコースで水泳帽とゴーグルを外している澪の姿をぼんやりと見ている。

「いい泳ぎだったよ、会長。水泳部にスカウトしたいくらいだ。またわたしの負けだね」

　澪は笑顔でかなみにそう言うと、水から上がって、そのまますたすたとプールから出て行ってしまった。

「え、えっと……これで桃とう花か杯はいは終了で……鳴なる神かみ会長の勝ち、でいいんですよね？」

　実況のマツリも戸惑っているようだ。それはそうだろう。さっきまでのようなノリで実況できる空気でもない。

「兄にい様さま」

　貴理が呼びかけてくるその前に、俺は既に立ち上がっていた。

　なぜこうなってしまったのかわからないけれど、澪を――放ほうってはおけない。

「兄様、成長しましたね。乙女心がわかってきたじゃないですか」

「そんなもの、男には永遠の謎なぞだよ」

　妹に答えて、澪を追って出口へと向かう。

　プールを出て、シャワールームと更衣室へと続く通路を走り――すぐに、澪の背中を見つけた。

「澪！」

「……ああ、祐ゆう貴き」

　澪はすぐに立ち止まり、こちらを振り向いて笑った。

「なに？　これからシャワーだけど、一緒に浴びる？」

「アホか」

　冗談を軽く流して、俺は澪の前に立つ。

　湿っている髪からは、ぽたぽたと水滴が落ちている。水に濡ぬれている澪は、いつもよりもずっと色っぽく見える。

　澪は小さくため息をついて、前髪を軽くかき上げた。

「まあ、会長が祐貴のことを好きでもいいんだよ」

「え？」

「それに、祐ゆう貴きが会長のことを好きでもいい。会長は前から生徒たちにも好かれてたし、特に最近はいい感じだと思う。ツンツンしてるのは相変わらずだけど、なんか時々、葉は月づきみたいな趣味がないわたしでも可愛かわいいと思ったりするよ」

「澪みお、なに言ってるんだ？」

　いきなりかなみを褒ほめ始めたりして、どうしちゃったんだろう？

　澪が前々からかなみに悪い感情を持っていないのは知っているけど。

「一応あらためて言っとくけど、俺おれはかなみと付き合ってるわけじゃないぞ。誓約エンゲイジだって、なんだかわからないうちに交わしちゃったんだし。好きとかどうとか……」

「わたしには、祐貴と会長が一緒にいるのはとても自然に見えるんだよ」

　澪はにこっと明るく笑い、俺の肩をぽんと叩たたいた。

　それから、一歩一歩踏みしめるようにゆっくり歩いて、俺の後ろに回った。

「澪……？」

「祐貴は、ヒメ神ガミのことを知りたいんだろ？　だったら、一つだけ教えてあげるよ。ヒメ神には愛情が必要。ずっと愛情が得られないと……段々、心が不安定になってくるんだ」

「不安定？」

「必死に祐貴のために戦ってる会長を見て、わたし動揺しちゃったみたい。だらしないね、これでも水泳部の部長なのに」

「でもさっきの勝負はお遊びみたいなもんで……」

「いや、わたしは本気だったよ。いつだって本気だよ」

　澪は俺の背中にそっと手を添えた。

　制服のブレザー越しに、澪の手の柔らかな感触が伝わってくる。

「祐貴と会って、わたしがほしいものを与えてくれる人がいるってわかった。そう、手に届くところにほしいものがあるのに、会長はもらえてわたしはもらえない。そんなのってさ……納得できないんだよ」

「それは、愛情なんてものは簡単に――」

「わたしは、ほしいんだよ。でも、どうやったらもらえるのかわからない。だから」

　ふっ、と突とつ如じよとして空気が冷たく凍ったような錯覚に襲われた。

　同時に、風を切るような鋭い音が聞こえ――

「…………っ!?」

　首筋に激しい衝撃を感じ、意識が瞬時に遠ざかっていく。

　目の前がブラックアウトする直前に、「ごめんね」という声が聞こえた。

　ああ、澪に殴られたのか――と理解したときに、俺の意識は完全に途切れた。



    

  
    
      
４章　わたしだけに愛を！



　そこは、やたらとだだっ広い空間だった。

　学院の体育館くらいの面積があり、窓はまったくなく、四方は白い壁で覆おおわれているだけだ。

　やや低めの天井にずらりと並んだライトが室内を明るく照らしている。床は板張りで、俺おれが座っている部屋の中央辺りだけ、ぽつんと五メートル四方くらいの青いシートが敷かれている。

　室内の壁際や隅っこに山のように積まれている、段ボールや頑丈そうなコンテナはなんなんだろう。中身がとても気になるが……。

　俺の正面に出入り口らしきスチール製の大きなドアが一つ、右手側の壁に小さなドアが二つ並んでいて、それらはすべて閉まったままだ。

「…………」

　いったいここがどこなのか……。

　そんなことを考えるには、首の痛みが邪魔すぎる。

　ずきずきと鈍い痛みがまったく引かず、頭もぼんやりしたままはっきりしない。

　それに――

「あ、起きてる」

　右手側のドアの一つが不意に開き、明るい声とともに入ってきたのは――

「意外に早いお目覚めだったね」

　もちろん竜りゆう崎ざき澪みおだった。制服姿の彼女は笑みを浮かべて、こちらに歩いてくる。

「ごめん、一人にしちゃって。ちょっとシャワー浴びて、着替えてたんだよ。濡ぬれた水着のままってわけにもいかないしね」

「まあ……濡れたままじゃ風邪をひくしな」

　澪はこくりと頷うなずき、俺の前まで来て立ち止まった。

「祐ゆう貴きもシャワーを浴びたくなったら、いつでも言って。なんなら、わたしが洗ってあげてもいいし、祐貴がわたしを洗ってくれるのもＯＫだよ」

「そりゃ刺激的なお誘いで……けど、その前に」

「ん？」

「この手錠とロープはなんなんだ!?」

　さーあ、言ってやった、言ってやったぞ。

　桃もも女じよに来てからツッコミ役に回ることが多くなったけど、これだけつっこみがいのある状況になったのは初めてだよ！

　俺は後ろ手に手錠を掛けられ、足首のところはロープでがっしりと縛られている。

　目が覚めたときにはその状態でシートの上に寝転がっていて、身体からだを起こすだけでもけっこう大変だった。

　Ｇガールズにヘリで拉ら致ちられたときだって、足までは縛られなかったっていうのに。これじゃ、まったく身動きが取れない。

「なにって、手錠とロープだよ」

「…………」

　間違いなく俺おれを拘束した張本人である澪みおは、悪びれもせず笑って言った。

「この手錠は、どこから出てきたんだ？」

　この、と言っても後ろ手に掛けられているのでどんな手錠なのか見えないのだが。

「ほら、最初の障害物競走で使ったやつだよ。あれ、後で返せって言われてたんだけど、持っててよかったね。Ｇガールズが使ってる物らしいよ」

「それはまず外せそうにないな」

「祐ゆう貴きはとぼけた顔していろいろできそうだけど、その手錠を外すのは無理だろうね」

　澪はにっこり笑いながら言った。

　どんな手錠だろうと、後ろ手で外すのはほぼ不可能だろう。ついでに言えば、手錠を外すスキルまでは持ち合わせていない。

「んじゃ、順を追って説明してもらおうか。どうして、俺は拘束されちゃってるんだ？」

　澪はこくりと頷うなずいて、俺の隣に腰を下ろした。

　肩がくっつくほど近いのと、いつも以上に開いている澪の制服の胸元から谷間が覗のぞいているのが気になるけど、そんなことに気を取られている場合でもない。

「けっこう大変だったんだよ。気絶した祐貴をここまで引っ張ってくるのって。そうそう、ここの説明が先か。地下だっていうのは気づいてるだろうけど、デートで外に出るときに通った地下なんだよ。確か言ったよね、シェルターみたいなものもあるって」

「そのシェルターがここなのか」

　言われてみれば、そんな感じに見えないこともない。

　詰め込めば数百人が寝泊まりできそうだし、核戦争に耐えられるかまでは知らないが、避難するにはちょうどよさそうだ。

「実はこのシェルターのことはよく知ってるんだ。ここって連合専用なんだよ。たぶん、生徒会とか普通の生徒用のシェルターもあるんじゃないかな？　ま、うちには億単位の身代金が取れちゃう生徒がうなるほどいるわけだしね」

「シェルターはやりすぎだと思うけど、まあ……わからなくもないな」

　Ｇガールズとか銃器で武装してる部隊が常駐してる学校だから、シェルターくらい出てきても不思議じゃない。

「ただ、連合のシェルターは外敵というより、なにかトラブったときに学校や生徒会と戦うためのものなんだってさ。リーダーにだけ伝えられてて、いざってときには連合のメンバーを連れてここに立てこもると」

「電気は通ってるし、シャワーがあるなら水もお湯も出るってことだな」

　二つあるドアは、風ふ呂ろとトイレというところだろう。

「食糧とかも揃そろってるのか？」

「もちろん」

　澪みおは立ち上がり、シェルターの隅に積んである段ボールを一つ抱かかえて戻ってきた。

　どすんと重そうな音を立てて、段ボールが床に置かれる。澪はその中から、レトルト食品のパッケージや缶を取り出した。水やお茶のペットボトルもある。

「食べ物も飲み物もいくらでもあるよ。賞味期限も大丈夫そうだし、いつまでだって立てこもれる。それに、これも見て」

「…………？」

　澪が嬉うれしそうに段ボールから取り出したのは、工事現場でかぶっているようなヘルメットと鉄パイプだった。

「後は覆面をすれば完かん璧ぺきだね。これで体制と戦えるよ」

「おーい、昔の学生運動と混ざってないか？」

　ここを用意した連合の連中はなにを考えてたんだろう……。

　まあ、なにかの抗議をするときに立てこもりっていうのは有りかもしれないけど、お嬢様たちがやることじゃないよなあ。

　やっぱり、連合は桃もも女じよの中でもちょっと毛色が違っている。

「そんじゃ、重要なところを教えてもらおうかな。俺おれと二人でここに立てこもって、いったいどうするつもりなんだ？」

「簡単だよ。でも、それを教える前に一つ、やっておかないとね」

「やっておくこと……？」

　俺が首を傾かしげると、澪はヘルメットを投げ捨て、鉄パイプを肩に担かついだ。

　それから俺の前に立ち、にやっと笑った。

　こっちは座っているので、澪のスカートが顔のすぐ前にあって、やけにドキドキしてしまう。

「簡単なことだよ。さっきも言ったけど、祐ゆう貴きは油断ならない人だからね。手錠とロープくらいじゃ、安心できないんだよ。もっと思い切った対策が必要だと思うんだ」

「…………？」

　澪がなにを言っているのかさっぱりわからない。

　というか、拘束されている理由もまだ聞いていないし。

「そう、思い切りが……必要だよね」

「…………！」

　不意に、気づいた。

　澪が浮かべている笑顔の――異質さに。

　今まで何度も見てきた、彼女の屈くつ託たくのない笑み。俺が桃女に入ったばかりの頃ころ、ほとんどの女子が奇異の目で見てくる中、澪だけは笑顔で話し掛けてくれていた。

　彼女の馴なれ馴なれしさを苦手に思っていたけれど――思えば、そこに救われていた部分もあったのかもしれない。

　なのに、今は違う。

　澪みおは笑っているけど――違う。

　彼女の瞳ひとみの中には、なにもない。

　その目を見ても、なにも感じ取れない。

「澪……？」

　俺おれは、前にもあんな目を見ている。

　かなみを本気で殺そうとしていたときの――

　俺が身動きすらできなくなるほど圧倒された――風かざ間まハルカの目。

　愛情ではなく、本気で憎ぞう悪おを求めていた、影カゲヒメの目だ。

「ちょっと痛いかもしれないけど、我慢してね。救急キットもあったから、大丈夫だよ」

　澪は優しくそう言って。

「これから、わたしと祐ゆう貴きと二人でここにいるために。祐貴が逃げ出さないように」

　ゆっくりと鉄パイプを振りかぶった。

　笑顔のままで、なんの躊ちゆう躇ちよもなく鉄パイプを振り下ろす。

　その動きが俺には妙にゆっくりに見え――

　激しい衝撃を右足に感じたその一瞬後に。

　自分の口からほとばしった絶叫を、俺は他人事のように聞いていた。





「うーん、まあこんな感じでいいか」

　添え木と包帯を適当に俺の右足に巻きつけ、澪は納得したようにうんうんと頷うなずいた。

　くうっ、なんでこんなことに……。

　澪は見事な一撃を俺の右足にくらわせてから、のたうち回る俺を置いて段ボールの山から救急キットを見つけ出し、ついでに敷き布団も持ってきた。

　強引に俺を布団に寝かせ、足に応急処置をしてくれたのはいいんだけど……。

　澪はケガの手当ての経験はないらしく、えらく手こずり、ケガした足をいたずらにいじり回し、そのたびに激痛が走った。なんとか処置は終えたものの、骨折の処置として適切なのかどうか、かなり怪しいものだった。

　とはいえ、治療してもらえただけマシだと思わなくては。

　下へ手たに、澪を刺激してはいけない――

「祐貴、痛い？　ごめん、別に痛がらせるのが目的じゃないから、麻ま酔すいとかできるといいんだけどなあ」

　澪は、布団の上で右足を投げ出して座る俺の横に屈かがみ込み、困ったような顔をした。

「そ、それはやめてくれ」

　俺おれは慌あわてて首を振り、その程度の動きでも右の向こうずねに激痛が走る。

　つーか、マジで痛い……。

　首の痛みは引いてきたけど、足の苦痛はそれとは比べものにならない。

　ハルカに腕を斬きられたときはまだよかった……。切り口も綺き麗れいで、痛みを感じさせないほど上う手まく斬ってくれたもんなあ……。

　麻ま酔すいは魅力的だけど、もし麻酔薬があるとしても素人しろうとが使うのは危なすぎる。

「まあ、祐ゆう貴きがいらないならいいけど。さすがに、それなら歩けないよね」

「…………」

　治療のときに足を縛っていたロープはほどいてもらえたが、澪みおの言うとおりだ。

　澪が振り下ろした鉄パイプの勢いと、やわらぐどころかどんどん増していく痛みから推測して、間違いなく足の骨が折れている。

　最悪の場合は、骨が砕けているかもしれない。

　そうなると、これから二度と歩けなくなる可能性だって――

「とりあえず、治療は終わりってことで。なにかあったら言って。あと、もうわかってると思うけど、逃げようなんて思わないように。入り口はロックして、外からも内側からも開けられないようになってるから。開けられるのは、パスワードを知ってるわたしだけ。このシェルターには誰だれも出入りできないよ」

　澪は空虚な目をしたまま、笑う。

「というわけで、抵抗は無駄。それでも抵抗するっていうなら、今度は左足を折る。次は右腕、次は左腕。その後は……うーん、もぎ取るしかないかな」

「な、なにを!?」

「冗談だよ。無くなったら、わたしだって困るしね」

　だ、だからなにをなんだろう……。

　わかるけど、わかりたくないというか……。

　冷や汗が止まらないぞ、おい。

「あっはっは、ビクビクしなくてもいいよ。言ったよね、祐貴を痛めつけるのが目的じゃないって。わたしはまだ影カゲヒメじゃないから、恨まれる必要はないしね」

　影ヒメ――憎ぞう悪おを糧かてにするヒメ神ガミ。

　澪は、まさか……。

「影ヒメになりかけてる、のか……？」

「さあ、どうなんだろう？　いつ、どんな兆候があって影ヒメになるのか、わたしは知らないからね。わかるわけもない」

　まだ影ヒメでもないのに、あのヤバイ目をしてたのか……。

　いつも明るい澪だからこそ、なんの躊ちゆう躇ちよもせずに俺の足を叩たたき折ったあの行動が恐ろしく感じられる。

　ハルカはまだ、わかりやすい異常性を持っていたということか。

　澪みおが仮面の下に、恐ろしい本性を隠していたというのは……正直言ってショックだ。

　足の痛みよりも、精神的な衝撃のほうが大きいかもしれない。

「とりあえず、まだ影カゲヒメじゃないよ。なっちゃうかどうかは、祐ゆう貴き次第だしね」

「俺おれだって、澪を影ヒメにはしたくない」

　俺は痛みもショックもこらえて、きっぱりと言った。

　だが、澪の瞳ひとみは動じない。揺れない。

「今のわたしじゃ、どうやっても会長には勝てない。あの人は、祐貴を独ひとり占めにしてしまう。まだ素直になれないみたいだけど、それでも会長は祐貴と向き合い始めてる」

　澪は優しい手つきで、俺の頬ほおを軽く撫なでてくる。

「わたしは恋なんて知らない。いつ理解できるか、わからない。わたしって幼稚園からずっと桃もも女じよで、周りには女の子しかいなかったから。家族以外で、男の人とまともに話したのはたぶん祐貴が初めてだよ」

「それはまた……極端な環境だな」

「桃女じゃ、そこまで珍しいもんでもないよ」

　澪は、くすりと笑う。

「うちの生徒はみんな箱入りで、この温室みたいな桃女で穏やかに育ってきてるからね。同級生も先輩も後輩も、十年以上もずっと一緒だから、家族みたいなものなんだよ。みんな仲良くて、そりゃそりの合わない相手もいるし、葉は月づきみたいに過激なのもいるけど、お互いのことを好きでいるのは当たり前のことだったんだ」

「でも、俺は違う」

「そう、祐貴は違う」

　俺の言葉に澪は頷うなずいて、頬を撫でていた手をすっと引っ込めた。

「突然男の子が現れて、わたしたちヒメ神ガミの運命の人で……わたしは祐貴を求めているけど、どうやったら祐貴に好きになってもらえるか、見当もつかない」

　いきなり現れた異分子で、しかも男。

　澪にとって俺は、充分すぎるほど不可解な存在なんだろう。

　だけど、ヒメ神である彼女は俺と関かかわらざるをえなくて――

「好きになってもらうには、少なくとも祐貴と普通に学校生活を送ってたってダメ。いつかなんて、曖あい昧まいなことじゃダメなんだ。わたしには今すぐにでも祐貴が――必要なんだよ」

「俺だって誓約エンゲイジを交わす方法を知ってるわけじゃないんだって。だから……」

　別に、澪が嫌いなわけでもないし、もちろん影ヒメにしたくないというのも本当だ。

　かなみじゃないけど、ハルカみたいな人が増えられても困る。

　足を折られたのは、お人ひと好よしの自覚がある俺でも笑って流せるかどうかは微妙だけど。

「祐貴、なんかグダグダ考えてるね。やっぱり、そういうところもよくないんじゃないかな。もっと欲望のおもむくままに、ヒメ神たちをむさぼってしまえばいいのに」

　澪は、にやっと不敵な笑みを浮かべ、今度はくすぐるようにして俺の頬を撫でてくる。

「無む茶ちやを言うな。男だってそれなりに繊細なんだよ」

「なかなか難しいもんなんだね。いいや、とりあえずやろう」

「なにを!?」

　澪みおはツッコミをスルーして、俺おれに覆おおい被かぶさるようにして、元から露あらわになっていた胸元のボタンを外し始める。ためらいもなく、制服の前ががばっと開かれ――

「おいっ、なんでブラしてないんだ!?」

「どうせ外すんだからと思って、面倒だから着けなかったんだよ」

「最初から外す気だったのかよ！」

　めっちゃでかい二つのふくらみが、半分以上見えてしまっている。

　前を開いている制服がちょっとでもズレたら、乳首まで丸見えに……。

「実はわたし、どうやるのかいまいちわかってないんだよね。どういう手順でなにをやっていけばいいのか。葉は月づきは知ってるみたいだけど、教えてくれないし」

「だ、だからやるってなにを……」

　足の痛みはまったく引かないが、心臓が高鳴っているのは、骨折のせいだけではなさそうだ。

　澪はやっぱり可愛かわいいし、胸のボリュームが圧倒的すぎる……！

「葉月が祐ゆう貴きを襲ってたときに、最後まで見とけばよかったな。惜しいことしたよ」

　俺もちょっと惜しかったと思ってるけど、すぐにまたこんなチャンスが来るとは――

　って、そうじゃない！

「澪、なんでいきなりこんなこと……。そ、そういうことをやったって誓約エンゲイジが結べるわけじゃないと思うぞ」

「どうやればいいのかわからないんだから、まずは試してみようと思って。それに、会長とはまだみたいだから、先を越せるしね」

「…………っ!?」

　突然、視界が肌色に染まる。

　驚いて息を呑のんだのと同時に、顔に柔らかななにかが押しつけられてくる。

「んんんっ……!?」

　こ、これはまさか、生……生乳の感触……！

「んふふ、ここのサイズは会長が成長したっていってもまだまだ勝ってる……っていうか、たぶんヒメ神ガミでも一番だからね。どう、祐貴？」

　どう、と言われても顔にしっかり澪の胸が押しつけられているので返事もできない。

　い、息苦しいけどこれは……ヤバイ、マジでたまらない。

　張りのある胸のボリュームだけじゃなくて、さきっちょが触れてる感覚まで……！

「あふっ、ちょっと、祐貴。そんなに鼻息荒くしたら、くすぐったいって」

「…………っ、んんっ……」

　いろんな意味で落ち着いて呼吸ができる状況じゃない。

「く、くすぐったいけど……まあいいか。祐ゆう貴きも喜んでるみたいだし」

　澪みおは、胸を俺おれの顔に押しつけたまま、ぎゅっと抱きついてくる。

　ああっ、もう理性が崩壊寸前だったのに、密着されたら……！

「会長ともまだやってない、いけないことを……たっぷりやって……ここで二人だけでずっと過ごしていれば……祐貴もきっと、わたしを……ふふふ」

「…………」

　澪は、間違いなく本気だ……。

　どうしていいかわからなくなって、とりあえず自分にできることをやってしまおうと考えてる。

　でも、それでいいのか？

　澪は別に俺が好きなわけでもないんじゃないのか？

　ただ、彼女がヒメ神ガミで俺が『王の声オーバーロード』を持っているから、迫ってきているだけじゃないのか？

　澪のためだけに、自分の貞てい操そうを差し出そうとした葉は月づきたち六姉妹ヘキサツドとなにも変わらないんじゃないだろうか。

　いや、澪の気持ちが俺に向いていたとしても――

　俺の心がまだはっきりしていないのに、澪を抱くわけには――

「み、澪っ……！」

　俺はなんとか二つの凶悪な胸の圧力から抜け出し、澪の顔を見つめる。

「澪が必死なのはわかった。もう、わかったから。俺だってヒメ神から逃げるつもりなんてないし、きちんと澪のことも考える。だから、こんな強引なことは――」

「今日までなにもしてくれなかった人を、はいそうですかと信用するほど甘くもないよ、わたしだって。世間知らずのお嬢だって、それくらいわかってる」

「…………！」

　そのとおりだ――

　俺はヒメ神に対して、なにもしてこなかった。

　かなみを守り、ハルカの凶行を止めようとしたのも、彼女たちがヒメ神だからではなく。

　ただ、血が流れるのが嫌だから戦っただけだ。

　かなみを守りたいとは思ったが、誓約エンゲイジを結んだのは成り行きであって、彼女に愛情を注そそいであげたいと考えたわけでもない。

　俺は、まだなんにもわかっていなかったんじゃないか……！

「くっ……！」

　腕と片足で勢いをつけ、俺はその場で立ち上がる。

　折れた右足を地面に着けたとたん、激痛で倒れそうになってしまう。でも、ここで無ぶ様ざまに倒れるわけにはいかない。

「……なにしてんの、祐貴」

　澪みおが呆あきれた目で俺おれを見ながら立ち上がった。

「ホント、なにしてんだろうな。かなみとハルカが戦ったときに、いろいろわかったはずだったのに。まだ、自分のやることがわかってなかったらしい」

「祐ゆう貴きが今やるべきことは、なにも考えずにわたしに全部任せることだよ」

　澪は、大きなため息をつき、床に転がっていた鉄パイプを拾った。

　足に強烈な一撃を叩たたき込まれた記憶が、恐怖とともによみがえる。

　だけど――ビビってる場合じゃないだろ、神しん堂どう祐貴！

「澪、それじゃあ俺と誓約エンゲイジは結べないよ。相手の意志を無視して、自分のやりたいことだけやってちゃ、気持ちなんて届かない」

「わたしにはわたしのやり方があるんだよ」

　澪はぽんぽんと鉄パイプで自分の手のひらを叩きながら、近づいてくる。

　やはり、彼女の目はからっぽで、口元には妖あやしい笑みが浮かんでいる。

「しょうがないなあ、祐貴は。あまり気は進まないけど、もう少し痛めつけて――それから、天国に連れて行ってあげるね」

「――――っ！」

　そう言い終えると同時に、澪は駆け出していた。

　俺たちの間にあった二メートルほどの距離なんて、澪じゃなくても一瞬で詰められる。

　唸うなりを上げて、両手で握った鉄パイプが振るわれた。

「くっ……！」

　上半身を反らせて、左腕を狙ねらってきた一撃をなんとかかわす。とてもじゃないけど、右足をかばう余裕なんてなかった。ずきりと頭が壊れそうなほどの痛みが走り、俺は奥歯を噛かみしめた。

「やるね、祐貴！　ハルカさんとガチでやり合ったって噂うわさは本当みたいだね！」

「マジでなんでも伝わっちゃうんだな、桃もも女じよは！」

　続けて、澪の鉄パイプが一回二回と叩き込まれてくる。

　ハルカの洗練された太た刀ち筋すじとはまったく違う荒っぽい攻撃だが、威力が違う。腕や肩、それに足を狙ったその攻撃は容赦がなく、かすっただけで肉が弾はじけ飛びそうだ。

　片足がまともに動かせない状態でもなんとかかわせるのは、攻撃が読みやすいからだ。澪は予備動作が大きいし、頭とか喉のどとか、致命傷になるところは避けてくれている。

　これなら、かわしながら澪を取り押さえることも――

「…………あっ！」

　そう考えたまさにそのときだった。

　俺の頭をめがけて、鉄パイプが真上から襲いかかってくる。

　完全に油断していた俺は、唐突な頭への攻撃に対応できず、棒立ちになってしまい――

「なんてね！」

　澪は、俺の頭をかち割る寸前で鉄パイプをぴたりと止めると。

　ぱっと鉄パイプを捨てて、身体からだを軽く沈め、胴をねじるようにしながら右みぎ拳こぶしを俺おれの脇わき腹ばらに叩たたき込んだ。

「ぐぅっ……！」

　俺の身体が一瞬、ふわりと浮き上がった。澪みおがぶち込んできたショートアッパーは、まるで砲丸でも当たったかのように重く、強烈だった。

「くっ、ああっ……」

　片足だけで立っていられなくなり、俺はその場に崩れる。

　やべぇ、今度は……アバラがいったんじゃないか……？

「痛いよね、祐ゆう貴き。でも、余計なことを考えたりするから。わたしに逆らわなきゃいいんだよ」

　澪は優しく言って、膝ひざをついた俺の肩に手を置いてきた。

　運動能力に優れたヒメ神ガミ――澪のパワーとスピードにはとてもかなわない。しかも、こっちは片足だ。

「もうわかってくれたと思うけど……念を入れといたほうがいいね。やっぱり、もう一本の足と、ついでに腕も一本折っておこう。それならもう抵抗できないでしょ」

　まずい、澪は本気だ……。

「安心して、片腕だけは残しておいてあげる。男の子って、いろいろ触ったり揉もんだりしたいもんなんでしょ」

「…………」

　冗談を言っていないところが、恐ろしい。

　俺は、アバラと右足の痛みに耐えながら、澪の顔を見つめる。

　澪はやはり笑っているけど、その目はなにも見ていない。

　彼女の瞳ひとみは――どこまでも空虚で、そして寂しそうだ……。

　俺が、なにもしてやれないから……。

「はいはい、祐貴。ちょっとだけ我慢してね」

　澪がまた鉄パイプを拾い上げるところを、俺はぼんやりと見つめる。抵抗する気力が湧わいてこない。

　なにもできなかったんだから、せめて澪のやりたいようにさせても……。

「はい、お待たせしました！　あなたのメイドが参上しましたわよ！」

「…………っ！」

「…………!?」

　凛りんと響いた声に、俺と澪は同時に振り向く。

　その先に立っているのは、風かざ間まハルカ。

　本物の影カゲヒメがメイド服を身にまとい、木刀を右手に握っている。

「……ハルカさん、なんでここに？」

　澪が妖あやしい笑顔のまま、ハルカに視線を向ける。

「もちろん、神しん堂どう貴き理りさんのご命令に決まってるじゃありませんか。突然姿を消した祐ゆう貴きさんを捜してくるように命令されたのです。私は、神堂家のメイドですからね」

　ハルカも笑みを浮かべ、木刀を肩に担かついだ。

「遊びでやっているとはいえ」

「遊びだったのかよ！」

　そういや、仕事してるところをあまり見ないと思った。ハルカに比べりゃ、マツリのほうがまだ働いてる。

「かなみさんの命ももう狙ねらえませんしね。私、暇なんですの」

「いや、学校行こうよ」

　ヤクザの娘とはいえ、お嬢様であるハルカがわざわざメイドに身をやつしてまで学校行きたくないのか。

「そんなことはどうでもいいんだけどさ」

　澪みおが、少し機嫌悪そうに言って、ハルカのほうに向き直る。制服の前ははだけたままなので、ちらっとピンク色のなにかが見えた気がするが、見なかったことにしよう。

「意外に早かったね、ハルカさん。この辺りの地下には、神堂家の監視カメラもないはずなのに」

　ハルカと数メートルの距離を置いて向き合い、澪はため息をついた。

「私は学校のあちこちに隠れ家を造ってありますから。実はこの近くにも、秘密のマイルームがあったりするんですわ」



    

  
    
      



    

  
    
      「この辺り、一応連合のテリトリーなんだけどね……いつの間に」

　さすがに澪みおも呆あきれているようだ。

　俺おれもすっかり忘れてたけど、ハルカはヒメ神ガミたちが住む第三女子寮にはあまり寄りつかず、学校内にいくつか用意してある隠れ家で寝泊まりしてるんだったな。

　最近は、神しん堂どう家の屋敷に住んでるはずだけど、隠れ家を放棄したわけじゃなかったのか。

「もちろん、連合のシェルターのことも知ってましたわ。だから、ここじゃないかと当たりをつけて――ロックはあの方に外していただきました」

「……ども」

　いつの間にか開いていたドアのところに、小さな人影がたたずんでいる。

　眼鏡めがねを掛けた寝ぼけたような顔に、華きや奢しやで小柄すぎる身体からだ。桃もも女じよが誇る天才少女、氷ひ室むろ慧けいだった。

「ハルカとは因縁もあるけど、アイスをくれたから頑張ってロック外した」

　そう説明して、慧は持っていたカップアイスを無表情で食べる。

　アイス一つで買収されたのか、あの中学生……。

「慧さんは電子機器のプロですから。シェルターのロックも簡単に外してましたわ」

「恐ろしい特技だな……」

　シェルターである以上は、セキュリティも高度だろうに、女子中学生が解除してしまうとは。ヒメ神の能力としては、ある意味で一番実用的かもしれない。

「じゃ、仕事も終わったからボク帰る。後は勝手に頑張って」

　慧はアイスを食べながら、ぽてぽてと歩いて去っていった。

　けっこう緊迫した場面なのに、マイペースな子だ……。

「さてと、ではさっさと済ませてしまいましょう。祐ゆう貴きさんを返していただけるなら、それで問題ございません。もし逆らうようでしたら、骨の一本や二本はいかせていただきますが」

「骨がいかれたのは、俺だけどね……足と、たぶんアバラも」

「あら、足のそれはおケガだったのですか」

　ハルカがきょとんとして首を傾かしげている。

「どう見てもケガだろ。添え木と包帯巻いてるんだから」

「てっきり、澪さんとなにかのプレイを楽しんでいるのかと思いましたわ」

「どんなプレイ!?」

　お医者さんゴッコ的なことでも想像したのか!?

　なんでいきなりそんなマニアックなプレイから始めるんだよ！

「わたしと祐貴のプレイを邪魔されちゃ困るね。残念ながら、返すわけにはいかないよ」

「いや、澪もプレイとか言うなよ」

　本当、おっかしいなあ。なぜここまで緊迫感が無くなったんだろ。

「仕方ありませんわね。祐ゆう貴きさんはそこに座っていてください。大丈夫、殺しはしませんから、かなみさんのときのように止めなくてもけっこうですわ」

　ハルカは嬉うれしそうに言って、手に持った木刀を軽く振った。

「ふう、貴き理りさんの命令とはいえ、こんな格好悪い木刀を使うハメになるとは思いませんでしたわ。今度、中に鉛なまりでも仕込んでおきましょう」

「それ、普通に死ぬからな」

　鉄パイプどころの騒ぎじゃない。

　だいたい、木刀だって当たり所によっては死ぬことだってある。ハルカが持っている木刀は、観光地で売っているオモチャのようなやつじゃなくて、妙にごついし。

「さあ、では参りますわよ。大丈夫、私はご存じのとおり戦闘のプロですから。すぐに終わらせてさしあげますわ」

「楽しみだね」

　澪みおは鉄パイプを握った手をだらりと下げたまま、無造作にハルカに近づいていく。

　なんでもいいんだけど、ほとんど胸丸出しの制服姿の女の子とメイドの対決って、どんな絵ヅラなんだ。

　特等席で見学していていいんだろうか。まあ、動きたくても動けないが。

「ふっ！」

　短い気合いの声とともに、ハルカが跳んだ。

　数メートルの距離を一気に詰め、両手で握った木刀を横に払う。

「つぅっ……！」

「えっ？」

　ハルカの目が大きく見開かれた。

　澪は鉄パイプを投げ捨てると、ハルカの一撃をかわそうともせず、苦痛に顔を歪ゆがめつつ、右みぎ脇わき腹ばらで木刀の一撃を受け止めていた。

　そのまま前にステップし、右ストレートをハルカに向かって打ち込む。

「くっ……！」

　唸うなりを上げて放たれた右ストレートをハルカはかわしきれず、肩に重い拳こぶしがめり込んだ。

　ハルカは木刀を引きつつ、滑すべるように後ろに下がる。

「痛っ……また左肩ですか……」

　ハルカは顔をしかめ、ストレートをくらった左肩を睨にらむ。

　そういえば、新歓パーティの戦いのときに、ハルカはＧガールズのゴム弾を左肩にくらったんだっけ……。

「まだ完治してないのに……やってくれますわね」

「いやいや、ケガしてるなんて知らなかったよ。ていうか、ハルカさんも全力で打ち込んでおいて、責められても困るな」

　澪は苦笑して、木刀の一撃を受けた右脇腹をさすっている。

「そうですわ。全力で打ち込んだのに、よく立っていられますわね。のたうち回ってもおかしくないはずですのに」

「わたしは運動能力に特化したヒメ神ガミだよ。単純なパワーとか筋力なら、人間なんか比べものにならないしね。めちゃくちゃ痛いけど、剣道やってたハルカさんと棒きれで立ち会うより、こういう戦い方のほうがわたしに向いてる」

　ヒメ神の力で相手の攻撃に耐えてるわけか。いくらくらっても大丈夫なわけじゃないだろうけど、これは厄介だ。

　それに、澪みおには大岩をぶん投げるほどのパワーもあるのだし、彼女の攻撃を一回でもくらってしまえば……。

「まったく、面倒くさい方ですわね！」

　木刀を両手でしっかりと構え、ハルカは再び澪に飛びかかる。澪の一撃をくらったくせに、元気すぎる。

「はっ！」

　今度は上段から木刀を振り下ろし、澪の肩に激しく打ち込む。

　澪は歯を食いしばってその攻撃にも耐え、着地したハルカの腹に前まえ蹴げりを放つ。

「…………っ」

　ハルカは今度は軽く上に跳んで蹴りをかわし、澪の喉のどめがけて剣先を突き入れる。

　いくらなんでも、喉への突きはやりすぎ――！

　だが、澪はまったく動じず、右の拳こぶしをその突きに合わせて――剣先を弾はじき飛ばした。

「なっ……!?」

　ハルカの口から驚きの声が漏れる。

　澪の拳と木刀の先端が激しくぶつかり、ハルカが衝突の勢いで後ろに跳ね飛ばされる。

　ハルカはメイド服のロングスカートを翻しながら体勢を立て直して着地し、澪のほうはよろめきつつもその場に留とどまった。

　まずい……。

　ハルカの攻撃は洗練されてはいるが、澪のパワーにねじ伏せられている。

　それにやはり、肩にくらった一撃のダメージがあるんだろう。今の攻防は、ハルカにしては動きが鈍かったような気がする。

　ああ、くそっ……。

　俺おれは足とアバラの痛みをこらえながら、左足のほうに体重を掛けてゆっくりと立ち上がる。

　さっきの澪との立ち回りのせいで、足の痛みはさらに増している。これ以上無む茶ちやをすると、足に障害でも残るかもしれないが、のんびり座っていられる状況でもない。

「ハルカさん、もういい。来てくれただけで充分だ」

「ご冗談を。かなみさんに負けて、今度は澪さんにも負けるなんて。仮にも戦闘タイプのヒメ神である私が引き下がるのは、プライドが許しませんよ」

「……今度、いじめてあげるから」

「ど、どんな感じでですの？　暴虐な御主人様と従順なメイドのシチュエーションで、言葉責めから器具を使った責めまでなんでもやっていただけるのですか？」

「君、どんな願望持ってんの……？」

　どうも、恨まれたいという影カゲヒメの性質というより、単なるハルカの性癖のような気がするのだが。

「なんだかわからないけど、話はまとまったの？　ハルカさん、帰ってくれるならもうなにもしないよ」

「うーん、どうしましょうか……貴き理りさんの命令ですし、祐ゆう貴きさんがこのまま澪みおさんの餌え食じきになるのも面白くはないですわね」

「餌食って言わないでよ、人聞きの悪い」

　澪は嫌そうな顔をしているが、ハルカの言い方は間違ってないと思う。

　俺おれがまともに動けない以上、澪のやりたい放題だからな……。

「……っと、どうやら悩む必要はなさそうですわ。今逃げたら怒られそうです」

「怒られるって、誰だれに？」

　澪が質問し、ハルカが答えようと口を開いたそのとき。

「は、はぁ、はぁ……。や、やっと見つけたわ！」

「……発見しました、お嬢様。残念なが――いえ、神しん堂どう祐貴もご無事です。足をケガしているようですが、生きてはいます」

　開きっぱなしだった入り口から、鳴なる神かみかなみが入ってきた。やけに息が荒い。

　続いて軍ぐん曹そうとＧガールズの兵士三名も駆け込んできた。武装した軍曹は無線機に向けて報告している。報告している相手は貴理だろう。

「かなみさんに軍曹さん、なかなか早かったですわね。ここに気づくなんて。まあ、神堂家もここのデータは持ってるということですか」

「ハ、ハルカさん。あなたね……見つけたらすぐに連絡し合う約束だったでしょ！」

「あら、ごめんなさい。見つけたら、今まさに祐貴さんと澪さんが結合するところだったので、驚きすぎてすっかり忘れていましたわ」

「えぇっ……！」

　さらっととんでもない大おお嘘うそを報告されて、俺は動揺の声を上げてしまう。

「へぇ……。突然プールから消えたから人が捜してあげたのに、あなたは澪さんとお楽しみだったの？　なるほど、澪さんが服をはだけてる理由もよーく…………わかったわ！」

「ためてから理解された！」

「会長が怒るのも無理はないね」

　澪はうんうんと頷うなずきつつ、軽い調子で言った。

「つーか、澪が言うなよ、澪が！」

「会長、あれだけ息荒らげてるからね。よっぽど必死に捜し回ったんじゃない？　見つけてみれば、他ほかの女とイチャついてりゃ、会長が怒るのもわかるよ」

「なっ……！」

　澪みおの鋭い指摘に、かなみが絶句する。

　そうか……俺おれを心配してくれたのか。

　まあ、澪の様子を見に行って、そのまま二人で消えれば心配もするよな。

「あの、ヒメ神ガミ様方。お話し中、申し訳ないのですが、お嬢様のご命令で神しん堂どう祐ゆう貴きと竜りゆう崎ざき澪様をお連れしなければなりません」

　なぜかＭ４ライフルを俺に向けながら、軍ぐん曹そうが遠慮しつつ言った。

「あ、悪い、軍曹。それは無理だよ」

　澪はにっこり笑うと、つかつかと俺のところまで歩いてきて。

　がしっと俺の肩を掴つかんだ。

「誓約エンゲイジを交わすまで、わたしと祐貴はここで暮らすんだから。邪魔をするなら、会長だろうとＧガールズだろうと叩たたきのめして、普通のプレイがマンネリになった頃ころに複数プレイをするときの要員として確保しちゃうよ」

「長い脅おどしだなあ……」

　というか、会長とＧガールズをまとめてなんて、俺の命が終わりかねない。

「ま、ま、ま……待ちなさいよ！　ここで暮らすってなに！」

　ああほら、かなみがエキサイトしまくってる。

「年とし頃ごろの男女二人でただれた生活を送るということでしょう。かなみさんったら、カマトトぶってらっしゃいますわね」

「ハルカさんはちょっと黙ってて！」

　確かにいらんことを言っているとは思うが、別に間違っていないのが困ったところだ。

「わかりました。では、どこかで竜崎様と神堂祐貴がただれた生活を送れるように、お嬢様にご提案してみます。ですから、ひとまずは地上に戻りましょう。お嬢様は、自分が知らないところで事態が進むのがとてもお嫌いなのです」

　軍曹は冗談を言ってるわけではないらしく、淡々と真面目まじめな表情で語っている。

　貴き理りの好き嫌いはわかったけど、ただれた生活はＯＫされないだろ。

「軍曹も黙って！　ただれていようが、なにもなかろうが、コイツが女の子と二人で暮らすなんてダメよ！　不潔でしょ！」

「そういう会長も、祐貴と一緒に寝たんだろ？」

「そ、それは……寝ただけって言ったでしょ！　指一本――」

「入れられてないのですか」

「触れられてない、よ！　そんな具体的なことをなんで否定しなきゃいけないのよ！」

　ちなみに、今つっこんだのはハルカではなく軍曹だ。

　軍曹はいつも厳しく真面目くさった顔をしているが、意外にユーモアのセンスがあるらしい。あまり上品とは言えないけれど。

「会長、だいぶ興奮してるね。こっちはさっきのオーバーヒートが冷さめてきたよ」

　澪みおは澄ました顔をして、首をすくめる。

　そうか、澪はヒメ神ガミの力を使うと反動があるんだった。

　だが、ハルカとの戦いで力を使って熱くなった身体からだは回復しつつあるらしい。まあ、涼しそうな格好をしてるし、冷めるのも早かったようだ。

「い、いいから帰るわよ、祐ゆう貴き君……って、その足は……」

「ああ、ちょっとね」

　なんだ、かなみは今いま頃ごろ気づいたのか。俺おれがいなくなって、動揺していたせいかな。

「ま、まさか、祐貴君……」

「ん？」

「お医者さんごっこしてたの!?」

「またそれかよ！」

　ハルカといいかなみといい、俺をどんな目で見ているんだ。

　女の子と一緒にいたら、ソッコーでおかしなプレイに走ると思われているのか。

「覚悟しなさい、祐貴君。ただれた生活は無理だけど、焼け焦こげた入院生活を送らせてあげるわ」

「落ち着け、かなみ！」

　もちろん、頭に血が昇った会長は落ち着いてくれなかった。

　すっと右手の人差し指を俺のほうに向け、ばちばちと手の周りに電流をほとばしらせる。

　澪の空虚な目も怖いけど、かなみの血走った目も充分に怖いです。

「おっと、会長。祐貴に手出しはさせないよ。しばらくは、わたしのものだからね」

「……あなた、他ほかのヒメ神も祐貴君が必要だってことを忘れてない？　それとも、自分以外のことなんてどうでもいいってこと？」

「まさか。誓約エンゲイジさえ交わせば、ちゃんと祐貴は解放するよ。けど、それまでは絶対に手離さない。絶対に……逃がさない」

「そう、本気で言ってるようね。だったら」

　かなみの手から、小型の落雷がほとばしる。

　ばりばりと空気を裂きながら、澪をめがけてまっすぐに電撃が走り――

「あっ……!?」

　かなみの口から小さな驚きが漏れる。

　落雷が走ったときに、澪はもう走り出していた。電流は俺のすぐ隣、澪がいた場所に落ちて弾はじけた。シェルターの床が真っ黒に焦げている。けっこう本気の電撃じゃないか。

　澪はジグザグに走りながら、かなみに迫っていく。

　さすがのかなみも、ヒメ神の力を使っている澪の動きにはついていけないらしく、人差し指を差し出したまま、狙ねらいがつけられない。

「悪いけど、引っ込んでて会長！　あなたはもう誓約を結んでるんだから！」

「くっ……！」

　突っ込んでいった澪みおが右回し蹴げりをかなみの側頭部に向かって放つ。かなみは、しゃがみ込んで蹴りをかわし――

「きゃっ……！」

　頭を狙ねらった上段蹴りは途中で中段蹴りに移行し、かなみはかろうじて両腕を交差させて蹴りをガードする。

　しかし、かなみは蹴りの勢いを抑えられず、思い切り吹き飛ばされてしまう。

「かなみっ！」

　俺おれは駆け出そうとして、足に激痛を覚え、よろめいた。

　くっ、やっぱりこの足じゃ……！

　倒れたかなみは、顔をしかめながらも気丈に立ち上がる。

「いったた……」

「会長もたいがい丈夫だね……っと！」

　銃声がぱんぱんと複数響き、澪は両手で顔をかばいつつ横に大きくステップする。ばしん、となにかが弾はじけるような音がして、着地した澪の身体からだがぐらりと揺れた。

「お、おいっ、軍ぐん曹そう！　なにも撃たなくても！」

　軍曹とＧガールズの三名はＭ４ライフルを構え、澪が動かなくなったのを見ても全員が引き金に指を掛けたままだ。

「安心しろ、特製ゴム弾だ。たとえ頭に当たっても、気絶する程度の威力しかない。おまえに何十発流れ弾が当たっても残念ながら死なないだろう」

「あんた、本当に俺が嫌いだな……」

　なんにしろ、ハルカならともかく、澪を実弾で撃つはずもないが……。

　澪は足に何発かゴム弾をくらったらしく、立ち止まったまま動かない。

　本当に大丈夫なのか……？

「あーあ、まったく……痛いじゃないか！」

　なんの前触れもなく、澪が動いた。

　それこそまるで弾丸のように走り、Ｍ４を構えているＧガールズに肉薄し、彼女たちの横を通り過ぎたかと思うと、ばたばたとＧガールズの二人が倒れた。澪がすれ違い様に打撃を叩たたき込んだんだろう。

　なんか、漫画みたいなアクションだな……って、のんきなこと考えてる場合じゃない。

「ふふん、一度こういう倒し方やってみたかったんだよね」

「わかりますわ」

　澪が微笑し、ハルカが力強く頷うなずく。

　この二人は武闘派だな。つか、ここにいる人間で武闘派じゃないのって、俺だけじゃないか？　かなみは凶暴だし、普通に戦っても強いし……。

「祐ゆう貴き君、ちょっと！」

「わっ」

　澪みおがＧガールズとやり合ってた隙すきに、かなみがこっちにやって来ていた。さすがはかなみ、抜け目がない。

「……足は大丈夫なの？　痛くない？」

「あ、ああ。痛みは引いてきたよ」

　思いっきり嘘うそだけど、そう答えておく。骨折の痛みがものの数分で引けば苦労はないが、かなみにこれ以上心配は掛けられない。アバラのことも黙っておこう。

「それより、どうするかだな。澪を取り押さえないことには、俺おれはこの足じゃ逃げられない」

「ええ、あなたを抱かかえて逃げるのは難しそうね。今の澪さん相手には」

　軍ぐん曹そうとＧガールズの残り一人がシェルター内を走り回りつつ、澪に弾丸を撃ち込んでいる。しかし、澪にはほとんど当たらず、当たってもまるで動じなくなってきている。

　ハルカもこっそりチャンスをうかがっているようだが……。

　なんて思っていたら、Ｇガールズの動きに呼応するかのように走っていた澪が、不意に方向転換して、ハルカに殴りかかってきた。

「危ないっ……！」

　俺は、ハルカに注意を発したが、間に合わない。

　ハルカは木刀で澪の拳こぶしをガードしたものの、思い切り吹っ飛んでしまう。

「きゃっ……」

「ハルカさん！」

　かなみが飛び出して、飛んできたハルカの身体からだを受け止める。

「あら、ありがとうございます。かなみさんもすっかりお優しくなったことですわね」

「うるさいわね。素直にお礼を言えないの？」

「あなたには言われたくありませんが……」

「ごもっともだな」

「……あなたたち、後でゆっくりお話をさせてもらうわ」

　話をするだけにしては、ずいぶんとかなみに殺気が漂ただよっているが、それはともかく。

「もうっ、Ｇガールズもなにしてるの。ハルカさん、祐ゆう貴き君を見てて」

　かなみはそう言い捨てると、戦闘中の澪とＧガールズのところへ走って行く。

　流れ弾に当たらなきゃいいんだけど……。

「それにしても、厄介なことになりましたわね。このままでは全滅かもしれませんわ」

「全滅？」

「ええ、澪さんを含めて全滅するでしょうね。澪さんの能力は強力ですが、それだけにかなりの反動があるようですから」

「反動……」

　オーバーヒートは服を着ていられないほど身体が熱くなるようだが――それだけでは済まないかもしれない。

　そうだ、体温があまりに上がりすぎれば、命の危機になってもおかしくない。

「つまり、すぐにでも澪みおを止めなきゃいけないんじゃないか！　このままだと、かなみもＧガールズも！」

「だから、そう言っているんですわ。澪さんはもう、祐ゆう貴きさんを独ひとり占めにすることしか考えてらっしゃらないようですからね。私たちを叩たたきのめして、祐貴さんを取り戻すまでは止まらないでしょう」

「なんでそこまでして……」

「なぜ？　なぜって、本気でおっしゃっているのですか？」

　ハルカは俺おれの肩をぎゅっと掴つかみ、顔を寄せてくる。

　長い黒髪がさらりと揺れて、甘い匂においが漂ただよってきた。

「澪さんは、あなたの愛情を求めているのです。そのために、私たちが邪魔だと思っているから、こんな戦いをやっているんです。当然、自分が無理をやっていることもご存じでしょう。それでも祐貴さん、あなたから愛情をいただかないことには、一歩も進めないのですよ」

「…………」

「あなたのことを知ってしまったから。愛情をくれるあなたを知って、一緒に過ごし、そして祐貴さんを強く求めるようになったのではありませんか？　澪さんだって、誰だれでもいいとは思ってらっしゃらないでしょう。ヒメ神ガミだろうと女の子です。誰かを好きになりますし、それが誰でもいいわけではありません」

「…………ああ」

　そのとおりだ。澪が求めているのは、他ほかの誰でもない俺なんだ。

　理解できないことも多いけれど、それだけは――確かな事実だ。

「もうっ、あんたらばかばか撃ちすぎだよ！　地味に痛い！」

　澪が、Ｇガールズ兵士のＭ４の銃身を蹴けりつけた。思い切り飛ばされたＭ４が床の上に落ち、滑すべっていく。

　軍ぐん曹そうはフルオートでＭ４を撃ち、澪がその弾幕から逃れている間に、Ｇガールズ兵は既すでに倒されている仲間のライフルを素早く拾う。

　かなみも威力を抑えた電撃を放っているが、まったく当たらない。電撃は指さした方向に飛ぶのだから、澪ほどの素早い動きができれば、指の向きさえ見ていればかわせてしまうのだ。

「ヒメ神だからとか、『王の声オーバーロード』があるからとか関係ありませんわ。一人の女の子が自分が壊れてしまうかもしれないのに、それでもあなたを強く求めているのです。祐貴さん、あなたは澪さんの気持ちにどう応こたえるのですか？」

「俺は……」

　ハルカに言われるまでもなく、澪の気持ちは充分にわかっていた。

　だが、それでもまだ澪みおに踏み込めずにいた。彼女の気持ちに応こたえず、自分の気持ちを示すことすらしなかった。

「澪さんのからっぽの瞳ひとみ……あれは、私も知っていますわ。鏡を覗のぞけばいつでもそこにある、暗い目。ヒメ神ガミは愛情を求め、それが得られないと求めるものが変質し、憎ぞう悪おを必要とするようになります。愛情への飢え……それが、影カゲヒメへの変化を呼ぶのです」

　ハルカは、木刀を一度軽く振り、暴れ回る澪に視線を向けた。

　やはり、そうなのか。

　他ほかでもないハルカが言うのなら、間違いないだろう。

　澪は愛情を求めるあまり――影ヒメへと変化を始めている。

「ねえ、祐ゆう貴きさん。ここだけの話なのですけど」

「え？」

「影ヒメは憎悪を求めます。かといって、人から愛されることを望まないわけではありません。誰だれかに愛されている人を羨うらやまないわけではありません」

「…………」

　ハルカは、戦い続けている澪たちに視線を向けた。

　その目はまっすぐで――どこまでも真剣だった。

「私は、かなみさんや澪さんが羨ましい。あなたに愛されることを喜べる彼女たちがまぶしくてたまりません」

「ハルカさん……」

「ですが、私は影ヒメ。愛されても満たされることはありません。風かざ間まハルカは憎しみを求め、人を傷つけ、おまけにはしたない女ですわ。それでも、そんな私でも」

　俺おれの肩を強く掴つかんでいたハルカの手が、包み込むような柔らかい掴み方に変わった。

「誰にも私のようになってほしくありません。あなたに愛情を求めているかなみさんと澪さん、あの二人を見ていてそう思ったのです。あれが、自然な姿なんです。ヒメ神としても、女の子としても。影ヒメなんかになるのは――私一人で充分ですわ」

　影ヒメの少女は、微笑ほほえみを浮かべている。

　いつも、どこか歪ゆがんでしまっていた笑みが、今は透き通って見える。

　彼女も澪を止めたいと思っている。きっと、その気持ちに偽いつわりはない。

「といいますか、もう一人影ヒメが増えたら、私とかぶるじゃないですか。ただでさえ、敬語キャラという点で貴き理りさんとかぶっているのに」

「そういう問題かよ！」

　緊迫した場面でも、どうしても真面目まじめになれないのか！

　でも……。

　今の冗談も、少しだけ俺の心を和ませてくれた。

　やるべきことがはっきりと見え、落ち着いて行動を起こせる。

　俺は――かなみの王になると誓った。

　だけど、それで終わりじゃないんだ。

　俺おれがなるべきは、かなみだけの王ではなく――





《かなみ、ハルカ、Ｇガールズ！　俺の周りに集まれ！》

　俺は精神を集中し、『王の声オーバーロード』で言葉を発する。

　そばにいたハルカは、嬉うれしそうにさらに近づいてきて、かなみと軍ぐん曹そうとＧガールズ兵も澪みおを牽けん制せいしつつ、俺のところへ集まった。

「祐ゆう貴き君のくせに、なにを偉そうに……」

「くっ……」

　鍛きたえ上げた兵士といえど、『王の声』には逆らえない。軍曹は驚異的な精神力で『王の声』にも逆らう様子を見せるが、結局は従うしかない。ヒメ神ガミであるかなみとハルカには『王の声』の命令は効かないが、それでも普通に呼びかけるよりはずっと強く相手の心に働きかけることができる。

　軍曹とＧガールズ兵は澪に銃口を向けつつ、澪を牽制するのも忘れていない。

「で、なんなのよ？　澪さん、早く止めないとなんだかヤバそうよ」

　かなみも、澪の異常には気づいていたようだ。

　肉体のオーバーヒート、それに影カゲヒメ化……。

　どちらも、今すぐ止めなければならない。

《そうだ、澪は限界を超えてヒメ神の力を使ってる。これ以上はヤバイ。オーバーヒートしたら、澪の身体からだがどうなるかわからない》

「具体的にどうするのよ？　あたしの電撃も、澪さんは撃つ前にかわしてるわ。動きが速すぎて全然狙ねらいも定められないしね」

　かなみが弱音を吐くとは、相当だ。

　澪の能力ってこんなに厄介だったんだな。まあ、チャッピーとのバトルのときだって、澪がいなかったらかなみが乱入してくる前に、俺はやられてただろう。

《大丈夫だ》

　だが、俺はきっぱりと言い切った。

《澪がどれだけ強くても、相手は一人で、こっちは四人もいる。ここには水がないから、澪は天罰の力だって使えない。むしろ負けるほうが難しいくらいだ》

「それは手こずっている私たちへの嫌味か、神しん堂どう祐貴？」

　軍曹が太ももに着けたホルスターから四五口径の拳けん銃じゆうを抜いて、こちらに向ける。

「ま、待て！　それはゴム弾じゃないだろ？」

「ゴム弾じゃないから抜いたんだ」

　だろうな……。

《い、いいから話を聞いてくれ。さっきから見てたけど、みんな、全然連携もせずに戦ってるよな。軍ぐん曹そうと――えーと、そっちのＧガールズの人が援護し合ってるくらいで」

「我々は誇り高き特殊部隊エリートだ。任務は私たちの手で達成する」

「あたしはずっとなんでも一人でやってきたのよ。人と協力なんてできるわけないじゃないの。祐ゆう貴き君、バカなの？」

「私は、以前までの習慣でうっかりかなみさんを襲いそうになるのをこらえるだけで精一杯ですわ」

　口々に主張を口にする、わがままな人たちがそこにいた。

　ええ、わかっていましたとも。まともに連携を取れるような人たちじゃないってことは。

　しかし、今はそこを呑のみ込んで危機に対処してもらわないと困る。

《とにかく、俺おれの言うとおりにしてくれ。澪みおを取り押さえないことには、どうにもならないんだから》

「……わかった」

　軍曹が嫌そうに頷うなずき、Ｇガールズ兵もそれにならう。『王の声オーバーロード』が効いてるはずなのに、とことん反抗的だなあ。

「なによ、祐貴君はあたしたちの指揮でも執とるつもり？」

　かなみがじろっと俺を睨にらんでくる。

《そこまで大げさなもんでもないよ。みんなが澪とやり合ってるところに指示を出すなんて無理だ。声を出してる間に状況は変わってる》

　右に逃げろとか左から攻撃しろとか、そんな細かい指示は無意味だし、余計なことを言って危険が増す可能性だって高い。

《簡単だ。Ｇガールズの二人は澪の足を狙ねらってひたすら撃ち続けろ。かなみは、澪の横に回り込みながら、当たらなくてもいいから電撃を撃ち続けてくれ。ハルカは……待ちだ》

「なるほど、わかりましたわ」

　ハルカは戦闘タイプのヒメ神ガミだけあって、すべてを言わずとも了解してくれたようだ。

　これならいける――というより、これしかない。

　こちらは数で勝っているし、質でも大きく負けているわけじゃない。

　シンプルな戦術で攻めれば、充分に勝ち目はあるはずだ。

《よし、全員わかったな。みんなだけ危険な目に遭あわせたくはないから、本当だったら俺も――》

「ダメよ」

「いけませんわ」

「ケガしているおまえを戦わせたら、お嬢様に叱しかられる」

　即座に全員に否定されてしまう。

　いや、わかっている。そもそも、俺が攻撃に加わったところで、確実に足手まといになる。澪が俺をとっつかまえて逃亡を図はかる可能性すらあるくらいだ。

《それじゃあ、みんな気をつけてくれ。では――》

「話長いなあ、祐ゆう貴き。わたしも待つのはそろそろ飽きたから、かかっていっていい？」

　余裕があるのか、少しでも身体からだを冷さましたいのか、黙って俺おれたちが相談するのを見物していた澪みおが、笑いながら言った。

　やはり顔は笑っているけど、目は違う。

　冷たく、空虚で、恐ろしい。どこかに陰のある目だ。

《わかってるよ、待たせたな。行け！　Ｇガールズ、かなみ！》

　軍ぐん曹そうとＧガールズ兵が走り出し、Ｍ４を澪の足下を狙ねらって連射する。

　かなみも澪の横に回り込みながら、右人差し指を差し出して、やたらに電撃を撃ち始めた。

　よし、ちゃんと言うとおりにやってくれているな。

「ああっ、ちょこまかと邪魔！　遠くから狙ってないで、こっち来なよ！」

　慎重に距離を取るＧガールズたちとかなみに、澪がイラついた声を出す。

　このシェルターが広かったのはラッキーだった。こうして距離を開けて戦えるんだから。澪との接近戦は極力避けるべきだ。

　足下に炸さく裂れつする弾丸と立て続けに放たれてくる電撃に、澪は翻ほん弄ろうされ、接近戦を仕掛けられないでいる。

　どれだけパワーとスピードがあっても、相手に攻撃が当たらなければ意味はない。

「さっきまでより、澪さんの動きはだいぶ鈍くなっていますわね」

「そうみたいだな」

　オーバーヒートした身体は、少しの休憩では冷めなかったようだ。

　喜ぶことではない。もう限界が近いということなのだから。

「さて、そろそろ私も準備しますわ。意外にかなみさんとＧガールズ、きちんと連携して戦ってますわね。プライドの高い方たちが、素直でらっしゃること」

　ハルカの言うとおり、かなみたちは互いの動きを意識しつつ、澪を抑え込んでいる。

　自分で命令しておいてなんだが、確かに意外なことではあると思う。

「けど、そういうハルカさんもやる気になってるように見えるよ」

「さっき言いましたわ。影カゲヒメは私一人だけでいいのです。それに……」

　ハルカは、柔らかな笑みを浮かべた。

「私たちの王からのご命令ですもの。喜んで従いますわ」

「……王様なんていうほど大したもんでもないけどさ」

　俺の能力を『王の声オーバーロード』と名付けたのは誰だれだったか。

　確かにぴったりの名前かもしれない。俺は――王にならなければならない。

　ヒメ神ガミたちは、俺のものにする。

　そして俺も彼女たちに好かれるために、時には戦わなければならない。

　正しい命令を出し、心を込めた言葉を語る。

　それが神しん堂どう祐貴の戦いであり――王への道なのだ。

「祐ゆう貴きさん、あなたはヒメ神ガミたちを大切にしてあげればいいのです。そうすれば、ヒメ神はあなたのためならなんでもできますわ」

　この黒髪の女の子は、これほどまでに優しい声で話せたのか。

　もう、かなみを狙ねらって歪ゆがんだ微笑を浮かべていたハルカはどこにもいない。

　影カゲヒメだろうとなんだろうと――彼女もまた可愛かわいい女の子だ。

「ちょっと喋しやべりすぎましたわね。ふう……」

　ハルカは、小さく息を吐き出すと。

　まっすぐに澪みおの姿を見み据すえ、木刀を構えた。

「チャンスは一度だけですわ」

「ああ」

　俺おれは、ハルカの言葉に頷うなずく。

《ハルカ、行けっ！》

　そして――ハルカは、駆け出した。

　メイド服の少女が走っていくその先にいる澪の身体からだが、よろめいた。

　軍ぐん曹そうとＧガールズ兵の銃弾が、澪の足に命中したのだ。

「澪さん、ごめんなさい！」

　彼女らしくない台詞せりふを口に出しつつ、かなみが電撃を澪に向けて放つ。

「…………っ！」

　もう完全に限界を迎えているだろうに、澪はそれこそ稲妻のように動いて、その電撃をかわした。

　だが――そこまでだった。

「澪さん！　おやすみなさいませ！」

　ハルカは澪の懐に一瞬で飛び込むと、ヒメ神の力で風を巻き起こし、ふわりとメイド服の長いスカートと長い黒髪が舞い上がる。

　ハルカと澪との間合いはほぼゼロ。

　弾丸をくらった澪の足は、もうこれ以上の急な動きは無理だろう。唐突に吹いた風も、彼女の不意を突いたはずで、フェイントとしては充分。

　そこに頭を狙って振り下ろされる、ハルカの剣――

「寝るなら――祐貴と一緒がいいな！」

「…………！」

　またかなみに怒られそうな台詞を吐きながら、澪は右みぎ拳こぶしを横に払った。

　驚くハルカの眼前で、澪の渾こん身しんの一撃が木刀を柄つかの辺りからぼきりとへし折った。

「悪いけど、まだやられるわけには――」

　澪の言葉は、そこで途切れた。

　頭が大きく揺れ、ショートの髪がふわりと揺れる。

　彼女は目を大きく見開いて、ふらりとよろめいて膝ひざをつき――そのまま前のめりに倒れ込んだ。

「…………」

　俺おれは構えていたＭ４を下ろし、息をつく。

　Ｍ４は、さっき澪みおに蹴けり飛ばされて床に落ちていたもの。俺は、ハルカが走り出すと同時に、片足だけで半なかば這はうようにしてこのＭ４を拾いに行ったのだ。

「……よく当てたな」

　軍ぐん曹そうが、珍しく褒ほめ言葉を口にした。

　まあでも、褒められるほどのことでもない。

　他人が照準を調整したライフルでの精密射撃は難しいものだが、俺から澪までの距離はせいぜい二十メートル程度。Ｍ４のようなライフルなら、三百メートルくらい先だって狙ねらえる。ごく近距離でのヘッドショットくらいは、なんでもないことだ。

　澪も、俺を敵戦力としては見ていなかっただろう。彼女の意識の外にあった俺だからこそ、慎重に照準を定め、撃てたのだ。

「っと、とりあえず澪の手当てをしないと」

　俺はＭ４を杖つえ代わりにして、倒れた澪のところへ歩み寄る。

　屈かがんで澪の頭を確認する。弾丸が当たった部分にコブができているようだが、息もしているし、脈も正常だ。

「というか、撃つなら最初から言っておいてくれない？」

　かなみも近づいてきて、呆あきれたように言った。

「敵を欺あざむくには味方からって言うだろ。みんなには、連携に集中しておいてもらいたかったしさ」

　俺はかなみに笑いかける。

「それにしても、祐ゆう貴き君ってたまに思い切ったことやるわよね……普通、女の子の頭を撃つ？」

「これくらいやらないと止まらなかっただろ。それに、頭撃ったら気絶するって軍曹も言ってたからな」

「頭を撃っても気絶するくらい、と言ったんだ。頭を狙えと言ったわけじゃない」

　軍曹にまで呆れられてしまった。せっかく褒めてもらったところだったのに、もう評価が変わっちゃったのか。

「いえいえ、この容赦のなさが素敵ですわ。私も容赦なく責めていただきたいものです」

　ハルカだけが嬉うれしそうだ。女の子を撃つようなマネは、二度としたくないんだけど。

「とにかく、軍曹。手を貸してくれ。澪を運ばないと」

「はぁ……。あなたってどこまでも…………バカね！」

「かなみ、その言い方好きだなー」

　段々、俺もそう言われるのが楽しくなってきちゃったよ。

「運ぶならあなたも一緒によ。そんな足でうろちょろしないの。ケガが悪化したらどうするのよ？」

「……そうだな」

　たまーにこうして素直に心配してくれるのは、嬉うれしい。ケガの痛みも少しは和やわらぐというものだ。

「でも、澪みおが先だよ。脳のう震しん盪とうだと思うけど、揺らさないように慎重に――」

「…………祐ゆう貴きっ！」

「っ!?」

　かなみの口から、短い悲鳴が漏れた。

　倒れていた澪が、跳ねるようにして起き上がり、迷うことなく俺おれの胸ぐらを掴つかんだのだ。

「み、澪……？　だ、大丈夫なのか？」

「やって……くれたね。まさか、祐貴に撃たれるとは思ってなかったよ……」

　澪の目は、まだ暗く空っぽのまま。

　当たり前ではあるけれど、気絶させただけであって、まだなにも終わっていないのだ。

「ああ、頭がくらくらする……でも、祐貴。わたしはまだあきらめてないよ。何度でも、何度でも、祐貴をわたしのものにするまで……邪魔をする人は……」

　澪は、苦しげに息を吐きながら、言葉を続けていく。

　顔が真っ赤になっていて、はだけた制服から見える肌も朱あかに染まっている。

「澪、もういい」

「えっ……」

　俺は胸ぐらを掴まれたまま、澪の背中に手を回し、ぎゅっと抱きしめた。

　熱い、澪の身体からだはめちゃくちゃ熱くなってる。

　まったく、こんなになるまで無む茶ちやをして……。

「澪、おまえの気持ちは充分にわかったよ。だから次は、俺の気持ちを知ってくれ」

「祐貴の気持ち……？」

　これから俺がなすべきことは、もう決まっている。

　シンプルな行動と、シンプルな言葉。

　その二つをシンプルに澪に示すだけでいい。

　俺は澪の背中から手を離し、今度は彼女の頬ほおに両手を添える。すべすべの頬もすっかり熱くなっている。

　たぶん、唇もきっと熱いんだろう――

「ん……!?」

　澪の目が驚きに見開かれ、俺は目を閉じた。

　そして、澪と唇を重ねる。

「ん、んん……！」

　澪がくぐもった声を漏らす。

　やっぱり、澪の唇も熱くて、そして信じられないくらい柔らかかった。

「あ―――――――っ！」

　かなみの叫び声が聞こえたけど、今は気にしないことにしておこう。

　後でどうなるかは知らないが。

「ん……ふぁ……」

　俺おれが唇を離すと、澪みおはそっと熱いため息をついた。

「ゆ、祐ゆう貴き……？」

《いきなりでごめん。けど、これが俺の気持ちだよ。澪みたいな可愛かわいい子に、やり方はともかく……あれだけ求められれば、俺だって嬉うれしい。だから……》

　俺はもう一度、澪を抱きしめる。

《澪のことは好きだ。だからもう暴れるな。誰だれかを傷つけるな。そんなことをする必要はもうないよ。ちゃんと、俺は澪を見てるから》

「ゆ、祐貴……けっこうきっぱり言うんだね……」

　澪が恥ずかしそうに言った。

《曖あい昧まいな言葉じゃ、大切なことは伝わらないからな。だから、ちゃんと言わないと》

「そう……」

　ヒメ神ガミには、はっきりとした愛情が必要なのだ。

　俺の『王の声オーバーロード』でそれを語らなければ、彼女たちは満たされない。

「あ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　澪みおが小さくつぶやき、俺おれから身体からだを離した。

　見ると、彼女の右手の甲が淡く輝き――幾き何か学がく模様のようなものが浮かんでいる。

「これは……」

「あら、前にかなみさんの手にも浮かんでいたものですわね」

　ハルカが俺たちのそばまで来て、軽く屈かがみながら言った。

　かなみのときとは少し形が違うようだけど、確かにこんな模様だった。

「そうだ、忘れていたわ」

　かなみも近づいてきて、澪に向かってなにかを投げた。

　澪が受け取ったそれは、彼女のアクアマリンのピアスだった。

「それ、着けときなさいよ。たぶんすぐに必要になるから。後で、あたしの指輪も返してよね」

「えーと、つまりこれが誓約エンゲイジ……？」

「そうよ。後はそこのバカがちょっとした儀式をやれば終わりよ」

　かなみは澪にそう答えて、ぷいっと顔を逸そらしてしまう。

「あらら、かなみさん。ご機嫌斜めですわね」

「人前でキスなんて……その、ハレンチでしょ。ここは日本なんだから、そんなのは……ダメでしょ」

　ずいぶんと歯切れの悪い口く調ちようだった。

「なるほど、そのとおりですわね。ちなみに、祐ゆう貴きさんはファーストキスだったりしますのかしら？」

「あ、言われてみればそうだった」

「でしょうねえ……！」

　かなみから、殺意を込めた視線が向けられてくる。

　しまった、ついハルカの質問に正直に答えてしまった！

「へえぇ、よかったわね！　ファーストキスの相手が澪さんみたいに可愛かわいくて、スタイル抜群の女の子で！　いい経験になったじゃない！」

　ヤバイ、めちゃめちゃ怒ってる。

　俺はそろそろヒメ神ガミ嫉しつ妬としない説は破棄してもいいと思う。いや、かなみが嫉妬していると考えるのはうぬぼれだろうけど。

「ファーストキスか……まあ、神しん堂どう祐貴がそう思っているならいいか」

「ん？」

　俺と澪、かなみとハルカが一斉に軍ぐん曹そうに視線を向ける。

　しかし、注目された本人は動じた様子もなく、Ｍ４の背負い紐スリングを肩に掛けて、倒れている部下のほうへ歩いていく。

「ほら、おまえたち！　いつまで寝ているんだ。まだ任務は終わってないぞ」

　気絶したままの部下たちを叩たたき起こそうとしている。

　それはいいんだけど……。

「ちょっと、祐ゆう貴き君、今のはどういうことなの？」

「いや、俺おれにもさっぱり」

　別にとぼけてるわけじゃない。そもそも、桃もも女じよに来るまでは、女の子とキスどころか手を繋つなぐ機会すらなかったのだから。

「いいじゃありませんか、別に。私は祐貴さんのファーストキスの相手なんて気にしませんわ」

　ハルカが、本当にどうでもよさそうに言った。

「私はただ、祐貴さんに『靴にキスしろ！』と罵ののしっていただければ充分ですわ」

「言うかそんなこと！」

「あの、祐貴。ピアス、着け終わったんだけど……」

　澪みおが弱々しい声で言った。なにか、照れているようだ。

　まあ、そりゃそうか……澪のほうこそファーストキスだったんだろうし……。

「じゃあ、ちょっと変なことするけど……いいか？」

「い、今さらだよね」

　澪は恥ずかしそうに視線を逸そらしながら言った。

　ああ、澪の目が……元通りになっている。桃女に入ったばかりの頃ころの俺に話し掛けてくれた、らんらんと輝いてる目だ。

　俺は――この目が好きだな。

　だから、儀式を始めよう。

　俺は、ふうっと息を吸い込んだ。

　王の声オーバーロードの、本当の使い方をもう一度ここで――

《竜りゆう崎ざき澪。穢けがれなき気け高だかき心を持つ、神であり姫であるあなたに――》



    

  
    
      
エピローグ



　とても退屈だった。

　俺おれは、自室の巨大なベッドに座り、文庫本を読み流していた。

　屋敷の書庫から適当に持ってきた推理小説なのだが、あまり面白くない。

　書庫に戻して別の本を借りてきたいのだけれど、書庫は一階にあるので二階のこの部屋から行くには階段を降りなければならない。

　それは、とても面倒だ。

「はぁ……」

　ギプスで足を固められているこの状態じゃなあ……。

　水泳大会から澪みおとのガチバトルのコンボが繰り広げられた日から、既すでに三日。

　毎日、朝から晩まで怒ど濤とうのように検査を受けさせられ、ようやくベッドに落ち着くことができたのは今日の昼だった。

　澪に殴られた向こうずねのケガは、診断の結果、折れていないことが判明した。

　正確には亀き裂れつ骨折というらしく、要するに骨にヒビが入った状態だ。澪のパワーで普通に殴られていたら折れていただろうが、あれで結局手加減してくれていたのだろう。

　もっとも、肋ろつ骨こつのほうは見事に一本折れていた。あのショートアッパーは重かったもんな……。まあ、肋骨って折れやすいもんだけど。

　肋骨はギプスもできないし、基本的には自然治癒を待つだけらしい。ベッドから起き上がったり、くしゃみをするだけで激痛が走るので、なかなかキツイ。

　完治には一ヶ月ほどかかるそうで、しばらくは安静にしていなければならない。

　松まつ葉ば杖づえを使えば歩けるが、階段を降りるのはちょっと難しい。うちの専属メイドはのんきに学校に行っているし、他ほかのメイドさんを呼びつけるのは気が引ける。

「あ、もうそろそろマツリも帰ってくるか」

　枕まくら元もとの時計を見ると、既に授業は終わっている時間だった。メイドが帰ってきたら、適当に本を持ってきてもらおう。

「兄にい様さま、失礼します」

「ん？」

　部屋のドアが開き、貴き理りが入ってきた。学校帰りで自分の部屋に戻る前にここに来たらしく、カバンを持ったままだ。珍しく、おともを一人も連れていない。

「ああ、貴理、おかえり」

「ただいま帰りました、兄様。暇そうですね」

「これといって、やることもないしな」

　俺は苦笑して首を振った。

「なるほど、では兄様の暇つぶしになるようなことを考えておきましょう」

「いや、いい！　大丈夫、俺おれは退屈大好きだから！」

　俺は必死に言って、今度は激しく首を振る。

　この妹はろくなことを考えないので、余計な行動は取らせないのが一番なのだ。

「そうですか、兄にい様さまがそう言うならかまいませんけど。貴き理りは今日も当主のお仕事があるので、これから出かけなければいけません」

「そうか、おまえも大変だな」

「ですが、その前に。兄様にちょっと用がありまして」

「用？」

　貴理はこくりと頷うなずくと、ベッドのすぐ横まで来て。

「ちゅ」

　屈かがんでベッドに手をつきながら、俺の頬ほおに軽くキスをした。

「……貴理？」

「ふふ、貴理のお願いを聞いてヒメ神ガミを二人もモノにしてくれましたからね。可愛かわいい妹からのご褒美ですよ」

「ふうん……」

　俺は、キスされた頬をなんとなく手で押さえる。

　ちょっと照れくさいけど、うちの妹もたまには可愛いことするなあ……。

「ああ、それと兄様の口座に四千万ほど振り込んでおきました。ヒメ神一人と誓約エンゲイジするたびに二千万で、今回二人分まとめてということで」

「可愛くない褒美が来たな、おい！」

　四千万って、額がおかしいし！

　借金させたり大金を振り込んだり、兄を弄もてあそんでるのか、こいつは！

「人の上に立つ者が、人をタダで働かせてはいけません。兄様はお金なんてほしくないのもわかっていますが、これは貴理の問題なのです」

「……そうか。つーか、俺の上に立ってるんだな、貴理は」

「はい」

　妹は笑顔で、なんの迷いもなく頷いた。

　どうも、貴理は可愛いのか可愛くないのか判断に迷う。

「いいけどさ。金はともかく、キスのほうはご褒美としてありがたくもらっとくよ」

「十年ぶりですから、ほっぺが限界でした。今度はもっと頑張ります」

「なんだそれ……」

　確かについ一ヶ月ほど前に十年ぶりの再会をしたところだが。なにをどう頑張ろうというんだろう。

「気にしないでください。貴理はもう行きますが、すぐにお客さんが来ますよ」

「客？」

「はい、丁重にお迎えしてくださいね」

　貴き理りは笑顔でそう言うと、部屋から出て行った。

　ふーむ……まあ、わざわざ俺おれのところに来そうな客といえば……。

　と考え込んでいると、ドアがいきなり開いた。

「やっほ、祐ゆう貴き。ずいぶんいい部屋に住んでるんだね」

「…………」

　澪みおかもしれない、とは思ったけど、ちょっと予想と違っている。

「どうしたの、祐貴。死んだ魚みたいな目をして」

「……その格好はなんだよ？」

「ああ、これ？」

　澪は嬉うれしそうに頷うなずき、ベッドの近くまで歩いてきて、くるりと一回転する。

　彼女はどういうわけか、制服でも水着でもなく、ナース服を着ていた。

「祐貴にはいろんなことやっちゃったから、せめてものお詫わびにと思って、看病しに来たんだよ」

「ナース服を着る理由になってねぇよ」

　単なるニセ看護師じゃないか。

　つーか、えらく元気そうだけど……。

「澪、おまえ大丈夫なのか？」

「わたしは大したことないよ。一応、頭のケガもあったから精密検査は受けたけど、なんともないってさ。オーバーヒートの後遺症も別になかったよ」

「そうか。それは……よかった。本当によかったよ」

　俺は、ほっとため息をつく。やむをえなかったとはいえ、頭を撃ったのは今思えばやりすぎだったと思う。

　今後はもっと、あらゆる危機に考えて対処できるようにならないといけない。

「わたしがこうして無事なのは、普段からサボらず鍛きたえてたからかな。さ、それじゃお注射しようか」

「なんで!?」

　澪がポケットから注射器を取り出して俺のパジャマの袖そでをめくったので、慌あわてて振り払う。とたんに、アバラと足に激痛が走った。

「痛いててて……た、頼むから今は悪ふざけは勘弁してくれ」

「大丈夫だよ、この注射器、空気しか入ってないから」

「空気注射したら死んじゃうだろ！　って、痛いてぇえええ！」

　ツ、ツッコミを入れただけでも痛むとは……。

「本当に痛そうだね。ごめん」

「そんな軽く謝られて――って、澪？」

　ふと、澪の顔がひどく真剣であることに気づいた。目も少し潤うるんでいる。

「ごめん、祐貴。わたし、ひどいことしちゃった」

　澪みおは、今時あまり使われないナースキャップを外し、深々と頭を下げた。

「こんな大ケガさせちゃって……。わたし、あのときはどうかしてた。たぶん、焦あせってたんだと思う」

「焦ってた？」

「わたしもヒメ神ガミだから、愛情がどうしても必要なんだよ……。水の中で空気を求めるみたいに、苦しくてたまらなくて。祐ゆう貴きから愛情をもらってるかなみ会長を見てたら、どんなことをしてでも、祐貴を手に入れてやろうって。その気持ちが止められなくて」

「…………」

「言い訳になっちゃうけど、ハルカさんにも訊きいたら、わたしは影カゲヒメになりかけてたんだって」

「そうか……やっぱり」

　どういう経緯があったかは聞いていないけど、ハルカは影ヒメへの変化の経験者だ。彼女が言うなら、間違いなく澪は影ヒメになりかけてたんだろう。

「澪、なにも気にしなくていい。謝る必要もない。澪には必要なものがあったから、必死にそれを求めた。それだけのことだよ」

「祐貴は……それでいいの？」

　澪はまだ頭を下げたまま、俺おれを上うわ目め遣づかいで見てくる。なんか、可愛かわいい。

「もう終わったことだろ。俺は俺でなにをやるべきかわかったしな。誓約エンゲイジも結べたんだから、とりあえずこれでなにも問題ないよ」

「うん、誓約……結んだんだよね」

　澪はようやく頭を上げて、左耳に着けているアクアマリンのピアスに触れた。そこには、澪の手の甲に浮かんでいたのと同じ模様が刻まれている。

　どういうシステムなのかは未いまだに不明だが、これで誓約完了ということらしい。

　待てよ、宝石の宮パレスでかなみの様子がおかしくなったけど、澪もあんな風になったりするんだろうか……。

　かなみ以上の色気を誇る澪と、二人きりで妖あやしい雰ふん囲い気きになってしまったら、一線を越えずにいられる自信はあんまりないぞ。

「じゃあ、誓約も結べたことだし、これでいつでもエロＯＫだね」

「それは違う」

　さっそく、それかよ。

「ええぇっ、ナース服で初夜を迎えようって、覚悟を決めてきたのに！」

「そんな覚悟はいりません」

　こっちにとっても初体験になるのに、ナース服のコスプレをした女の子が相手って、どうなんだよ。いや、そうでなくても手を出す気はないけど。

「まずは、こんなところからじゃないかな？」

「あっ……」

　澪みおが、びくりと反応する。

　俺おれは澪の手を握り、そっと引き寄せた。

　澪の顔が近づいてきて、俺は彼女の目をじっと見つめる。

　うん、澪の目は透き通っていてやっぱり綺き麗れいだ――

「あ、あの、祐ゆう貴き」

「うん？」

　澪は顔を赤らめて、もじもじしている。

　なんだろう、澪がこんなに恥ずかしそうにするなんて……。

　ぼんやりと彼女の顔を眺めていると、向こうからも手を握り返してきた。

「あ、あんまりじっと見られると緊張するなあ。わたし、そんなに見られたら……」

「って、痛いたたたっ！　澪っ、手っ、手が潰つぶれる！」

「わっ、ごめん」

　万まん力りきのように俺の手を締しめ上げていた澪の手に込められていた力が、ふっと抜ける。

「そうそう、なんか誓約エンゲイジの後でわたしの力って強くなったみたいなんだよね」

　澪は苦笑いして、恐ろしい事実を語ってくれた。

「……かなみもそうだったな」

　人間をかろうじて気絶させるくらいの電撃が、机を木こっ端ぱみじんにする威力にパワーアップしてたっけ。



    

  
    
      



    

  
    
      「落ち着かないとダメだね。今の力でまた暴走したりしたら、シャレにならないし」

「……まったくだ」

　これ以上の骨折はできれば勘弁してもらいたい。

「うん、優しく、優しくだね。こんな感じ……かな？」

　澪みおの手が包み込むように優しく俺おれの手を握ってくる。

「うう……」

　赤くなっていた澪の顔が、さらに真っ赤に染まっていく。

　エロいことをする覚悟を決めてきたのに、手を握り合うだけで照れてるっていうのもおかしな話だ。

「なんかわたし、変だなあ。祐ゆう貴きの顔を見てると……ドキドキする」

「お、おい、澪」

　頬ほおを赤く染めたまま、澪がさらに顔を近づけてくる。

　一度だけ触れ合わせたその唇が、やけに魅力的で……。

「誓約エンゲイジのせいかな……こんな気持ちになったの、初めてかも……」

「澪……」

　アクアマリンのピアスが淡く光っているのが見えた。

　あの雷雨の夜のかなみと同じだ――

　もしかすると誓約を結ぶと、お互いがほしくてたまらなくなるのかも。いきなり、こうなっちゃうなんて……。

「祐貴君！　……って、まだ明るいのになにしてるの！」

　勢いよく部屋に入ってきたのは――もちろん、鳴なる神かみかなみだった。

　まるではかったかのようなタイミングでのご登場だ。

　俺は慌あわてて澪の手を離したが、既すでに遅かった。かなみは俺を睨にらみつけながら、つかつかとベッドのそばまで歩いてくる。

「……会長は、よくわたしたちの邪魔をしに来るね」

「今日はつけてたんじゃないわよ！」

　この前、山でつけてたことを認めてます、この人。

「一応、生徒会長として副会長をお見舞いに来てあげただけよ」

「一応っていう割には、全力で駆け込んできたよね」

「澪さん、うるさいわよ。だいたいあなた、なんて格好してるの。どこからかっぱらってきたのよ、その服？」

「会長は最近、口く調ちようが荒っぽくなってきたね。友達がコスプレ用に持ってたやつを借りてきただけだよ」

　どんな友達なんだ。他ほかにも婦警とかバニーとか揃そろえてるのか？

「一度、寮にガサ入れでもしたほうがいいかしら。なにかとんでもないものとか、出てきそうだけど……」

　生徒会長は、常に校内風紀のことを考えているようだ。いろんな意味で、俺おれは女子寮のガサ入れなんて付き合いたくないが。

「まあいいわ。それより祐ゆう貴き君。手ぶらだけど、学校には花屋さんがないから我慢しなさいよね」

「いや、来てくれただけで嬉うれしいよ」

　俺は、かなみに笑いかける。

　たぶん、貴き理りが今日から面会できると伝えてくれたんだろう。

　澪みおもそうだけど、すぐに来てくれたあたり、かなみも可愛かわいいところがある。

「なにニヤニヤしてんのよ。早めに報告したほうがいいこともあるから、来ただけだからね」

「報告？」

「あ、そうだった。それ、わたしから言っていい？」

　澪がかなみに問いかけると、生徒会長様はこくりと頷うなずいた。

「あのさ、祐貴。わたし、連合のリーダーを辞やめたんだよ」

「辞めた？　え、なんでまた？」

　澪は苦笑して、頬ほおをかいた。

「いやあ、連合の施設を勝手に使って、けっこうな騒ぎを起こしちゃったしさ。それにまあ、やっぱり今回の件のケジメをなんらかの形でつけたかったんだよ」

「澪がそうしたいなら、俺は止めないけど……」

　澪に責任を取ってもらいたがってる人間なんていないだろうが、澪が納得できるなら、それもいいだろう。

「ってことは、後任はやっぱり葉は月づきちゃんか？　サブリーダーだよな、あの子」

「いいえ、後任は祐貴君よ」

　かなみがあっさり言って、俺を指さした。

「へ？　俺……？」

「そう、祐貴君が生徒会副会長と連合リーダーを兼任することで、しばらくは生徒会と連合のケンカをなくそうってわけよ。最近は桃とう花か杯はいもちょっと騒ぎすぎだったしね」

「そ、それだけのために俺がそんな面倒な仕事を二つも……？」

「ええ、あたしもそろそろ連合と争うのは面倒になってきたし。桃花杯の勝者として、命令させてもらったわ」

　生徒会の仕事だけでもけっこう大変なんだけど……つーか、俺はそもそも運動部にすら所属してないのに。

「ちなみに連合の会議でも決を採とって、了承されてるよ。すべての問題はクリアされてるから、安心して、祐貴」

「は、葉月ちゃんも納得してるのか？」

　あの澪が大好きすぎる後輩が、俺が後あと釜がまにすわることを了承するとは思えない。

「葉は月づきも問題ないみたいだよ。わたしが祐ゆう貴きと誓約エンゲイジ――だとわからないだろうから、婚約みたいなことをしたって教えたら、『あの人との関かかわりができるならなんでもいいです』ってＯＫしてくれたよ」

「…………」

　関わりができたら、どうするっていうんだろう。

　ハルカじゃあるまいし、闇やみ討うちでも狙ねらってるんじゃないだろうな？

「どうしても嫌なら、わたしが断っておくよ。別にかなみ会長が兼任してもいいんだしね」

「いや……かなみは無理だろ。生徒会の仕事が山ほどあるんだから」

　本人はやれと言われたらやってしまいそうだし、倒れられても困る。

「わかったよ、ちょっとやそっとの面倒が増えるのも今さらだしな。澪みおも手伝ってくれるんだろ？」

「もちろんだよ。わたしも水泳部は辞やめないし、連合のメンバーではあるからね」

　それなら一応安心だ。

　葉月がなにをやらかすかわからないし、トラブルは山ほど待っていそうだけれど。

「ふう……」

「ため息つかないでよ。なんだか、こっちまで暗くなるわ」

「そうだ。祐貴、ずっと部屋にこもりっぱなしだったんだろ？」

「まあね。ずっと検査だったし、ケガ人が外をうろちょろすると、他ほかの人にも迷惑になりそうだしな」

「だったら、わたしたちがついていてあげるから、一緒に外に出よう。今日は天気もいいし、あったかくて気持ちいいよ」

「なるほど、それも悪くないわね」

　澪が嬉うれしそうに提案し、かなみもまんざらでもなさそうに頷うなずいた。

　外か……。

　うん、そろそろ気分転換も必要だよな。

「わかった、じゃあちょっと待ってくれ」

　俺おれは慎重にベッドから足を下ろし、近くの壁に立てかけてあった松まつ葉ば杖づえに手を伸ばす。

「待った、祐貴」

「松葉杖なんかいらないわよ」

　澪とかなみが同時に、松葉杖を取ろうとした俺の手を掴つかんでいた。

　意味がわからず、二人の顔を見ると――

「わたしたちが肩を貸してあげるから」

「ほら、手を出しなさいよ」

「あ、うん……」

　俺は言われるままに手を差し出す。

　澪とかなみは俺の手を引っ張って立たせ、左右にぴったりとくっついてきた。ちょっぴりアバラが痛むけど、我慢することにする。澪みおのほうは女の子にしては長身だけど、俺おれよりは少し低い。かなみも肩を借りるには小さいというほどでもない。

「つーか、なんかこれ……」

「なによ、不満でもあるの？」

「い、いいえ」

　かなみに怒られて、俺は口をつぐむ。

　左右に女の子の柔らかい身体からだがあるっていうのは……なんだかたまらないものがある。

　二人ともいい匂においがするし、澪のほうはわざとだろうけど、胸をぐっと俺の身体に押しつけてきてる。

　これはまさに天国……いや、楽らく園えんか？

「祐ゆう貴き、隠しもせずにニヤニヤしてるね」

「まったくいやらしい男だわ」

「……そう言われても」

　この状況でニヤニヤしないほうがどうかしていると思う。

「行くわよ。ゆっくり歩くから気をつけなさい」

　かなみがそう言うと、俺たちは慎重に一歩一歩進み始めた。

　歩きにくいことは確かだけど、この状況を少しでも長く楽しむには、ゆっくりのほうが嬉うれしいかも。

「両手に花だね、祐貴。と言っても、そのうち両手じゃ済まなくなるだろうけど」

「七人だものね……」

　澪は楽しそうで、かなみはちょっぴり嫌そうだ。

　これからのことを考えると、不安は少なからずある。

　七人ものヒメ神ガミと付き合うようになったりしたら、人間関係はどうなってしまうのか。

　ヒメ神は嫉しつ妬としないなんていうのも、やっぱり嘘うそくさいし。

　でも、その不安は今日だけは置いておくことにしよう。

　この瞬間に、俺の隣にいるのは竜りゆう崎ざき澪と鳴なる神かみかなみ。この二人なのだから。

　俺たちは三人で寄り添い合って歩きながら、ドアの前まで来た。

　澪がドアのノブを握り、がちゃりと開く。

　ドアをくぐりながら、俺は澪とかなみの顔を交互に見つめて。

　そのドアが、ヒメ神たちとの新しい日々への扉でもあるような――そんな気がした。





おわり



    

  
    
      
あとがき



　どうも、こんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　前巻のあとがきでは、「続きが出せるかなあ」というけっこう切実だった不安を書いてしまったわけですが、なんとか２巻を出せました。

　祐ゆう貴き君のハーレム作りも順調のような、そうでもないような感じで進んでいます。

　１巻ではまだ、かなみルートというか、あまりハーレムっぽくはなかったかもですが、次第に人数も増えていくのではないかと。でもまあ、それも続きが（以下略）。

　思えば僕が『ハーレム』という言葉を覚えたのは、まだ幼かった頃ころに読んだ少年漫画でした。まさかその当時は、自分がハーレム作りをテーマにした小説を書くことになるとは夢にも思っていませんでしたね。そりゃそうだ。

　主人公の周りに女の子が集まってきて自然にハーレム状態に――というのが王道というか、今の主流ですよね。ただ、今回は女の子が集まってくる理由をきちんとつくってみようかな、というのがこの作品のスタートでした。

　堅苦しく考えていたのはそこまでですけどね。あとは、女の子をとにかく可愛かわいく面白く書くことに全力を注そそいでます。１巻に続いて、今回も若じやつ干かん殺さつ伐ばつとしていたり、暗い展開もあったりしますけど。

　基本的には、読者さんがいい気分で読み終えられる作品になるといいなあと思いつつ書いています。自分もそのほうが楽しいですしね。



　しかし、一巻は久しぶりの小説ということで苦戦するのはわかっていたのですが、二巻も普通に手こずりました。いえ本当に締しめ切り守れなくて、多方面に申し訳ないです。

　ゲームシナリオでは、場合によっては一人でライトノベル五～十冊分くらい書いたりもします。執筆速度は人によって全然違うでしょうけど、僕の場合だと上う手まく進んでも一年くらいかかりますかね。ライトノベルが年に十冊も出たら凄すごいでしょうが、まあいろんな面で小説とゲームシナリオはまったくの別物です。

　ええ、二巻を書いてようやくそこに気づきました。得られた貴重な教訓を肝きもに銘じつつ、頑張っていこうかと思います。



　最後に謝辞を。

　イラストの鶴つる崎さき貴たか大ひろ様、担当編集様、この本に関かかわってくださったすべての皆様。そしてなにより、読者の皆様に感謝いたします。ありがとうございました。

　次巻がありましたら、新たなヒメ神ガミが登場することでしょう。たぶん。



二〇一〇年八月　鏡遊



    

  
    
      　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　趣味は自転車。でも、重度の引きこもり。打ち合わせで人に会うと、「うわ、外に出てる！」と驚かれたり。



　イラスト

　鶴崎貴大（つるさき・たかひろ）

　　ゲーム会社で彩色や原画をしつつイラストを描かせて頂いてます。

　　引越後のダンボールで未だに部屋が半分以上埋まっているのが悩みどころです。

　　越してもう８ヶ月ぐらいなるのに…。

　　ＨＰ「Ｐｒｉｖａｔｅ　Ｇａｒｄｅｎ」

　　http://privategarden.jp/



    

  
    
      神なる姫のイノセンス２



著者名……鏡遊

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー
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